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怪かい盗とうレッド⑮




最さい高こうのパートナーを信しんじろ☆の巻まき
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〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











































　　　　０　ラドロの深しん淵えんで




　カツン

　　　カツン

　　　　　カツン

　縞しま鋼こう板はん──非ひ常じょう階かい段だんによく使つかわれる金きん属ぞく板ばん──の床ゆかがつづく通つう路ろを、ケイは歩あるいていた。

　左さ右ゆうも鉄てつ製せいの無ぶ骨こつなデザイン。

　通とおれればいい、というような作つくりに見みえる。

　明あかりも、ライトが５メートルおきにおかれているだけで、うす暗ぐらい。

　秘ひ密みつの地ち下か通つう路ろといったところか、とケイは推すい測そくを立たてる。

　船ふねから下おりて、しばらく歩あるいたあと小ちいさなビルに入はいり、エレベーターで下したにおりてから、この通つう路ろにきた。

　あるていどの方ほう向こうはつかんでいるものの、正せい確かくな位い置ちまではわからない。

　目めかくしなどをしてこない以い上じょう、明あかしたくないとは思おもっていなそうだ。

　すぐ前まえを歩あるくのは──宝ほう条じょう有あり栖すとサクス。

　どちらも、ラドロの一いち員いんだ。

　スキップをするように歩あるく有あり栖すと、足あし音おとも立たてず、油ゆ断だんなくこちらを監かん視ししながら歩あるくサクス。

　近ちかくで見みると、アスカのカメラの、画が面めん越ごしに見みていた以い上じょうに、対たい照しょう的てきな２人ふたりだ。

　有あり栖すが、ケイの視し線せんに気きづいたかのように、くるりとふり返かえる。

　そして、ケイのとなりにならんだ。

「それにしても、怪かい盗とうレッドのパートナーに会あえるなんて、思おもってもみなかったわ！　これからは、ずっといっしょね」

　有あり栖すは楽たのしそうにクスクスと笑わらい、サクスが、ため息いきをつく。

　有あり栖すの勝かっ手てな行こう動どうに、あきれているらしい。

　──怪盗レ自分ッドたちは、対等のコンビで、パートナーではないんだがな。

　ケイは心こころの中なかで思おもいつつも、口くちには出ださない。

　かわりに、べつのことを口くちにする。

「おれも、あの宝ほう条じょう有あり栖すと話はなせるとは思おもわなかった。きみの絵えは好すきだから」

　ケイは、有あり栖すの絵えのことを思おもいだす。

　９歳さいの天てん才さい画が家か、宝ほう条じょう有あり栖す。

　その絵えの才さい能のうは、ケイから見みてもずば抜ぬけている。

「あら。うれしいことを、言いってくれるじゃない。でも、きみの絵え〝は〟という言いい方かただと、わたくし自じ身しんのことは、嫌きらいなようにもきこえるけど？」

「好すきか嫌きらいかを言いえるほど、知しらないからな。──これから知しる機き会かいはあるだろうが」

「そうね。これから、た～っぷり時じ間かんはあるもの。なかよくしましょう！」
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　有あり栖すは、笑え顔がおでケイの腕うでに、自じ分ぶんの腕うでをからめてくる。

　ケイも、それをはらいのけることもせずに、腕うでを組くんだままにする。

「わたくしは、あなたみたいなタイプは好すきよ。あなたのパートナーみたいな、イノシシタイプは、ちょっと苦にが手てなのだけれど。あなたは紳しん士しだもの。大だい歓かん迎げいよ」

「アスカと話はなしてみれば、その考かんがえはきっと変かわる」

「そうかしら？」

　有あり栖すは、意い外がいそうな顔かおをする。

「ところで、ラドロの拠きょ点てんはまだなのか？　早はやくボスに会あって話はなしがしたい」

　歩あるき始はじめてから、30分ぷんはたつ。

　ケイの計けい算さん通どおりなら、そろそろのはずだ。

「あせらなくても、だいじょうぶよ。ボスは、きっとあなたのことを気きに入いるわ。あなたみたいな頭あたまの切きれる人ひとは、好このみのタイプだもの。すぐに幹かん部ぶ候こう補ほ……って、あら。おしゃべりもここまでね」

　有あり栖すはそう言いうと、腕うでをはなして、ケイより少すこし前まえに出でる。

　つられて、ケイが通つう路ろの先さきに目めをむけると、大おおきな黒くろいドアが見みえた。

　どうやら、この地ち下か通つう路ろも終おわりらしい。

「……ようこそ、ラドロへ」

　有あり栖すはにっこり笑わらうと、さそうように、右みぎ手てを差さしだした。







　　　　１　どうしてなの？




　どうしてなの、ケイ……？

　わたしは、部へ屋やのベッドに横よこたわっていた。

　枕まくらに顔かおをうずめてつぶやく。

　やっとテストが終おわって、学がっ校こうが休やすみに入はいったっていうのに、まったく気き分ぶんは明あかるくならない。

　ケイが、いなくなった……ううん。

　…………ケイが、ラドロに行いってしまった。

　ケイからの最さい後ごの通つう信しんがあってから、半はん日にちがたった。

　だけど、そのあとケイからは、なんの連れん絡らくもない。

　どうしてよ、ケイ……。

　ギュッと枕まくらを、両りょう腕うでで抱だきしめる。

　ケイが、とつぜんいなくなるのは、べつにめずらしくない。

　今いままでだって、なにも言いわずに、ふらっといなくなったことは、何なん度どもあった。

　いきなり、変へん装そうしたすがたで、現あらわれることだってあった。

　だけど、「敵てきのところに行いく」なんて言いわれたことは、ない。

　あれは、わざと口くちにしたんだ。

　そんなことを言いったら、わたしがどんな気き持もちになるか、気きづかないケイじゃない。

　いつだってケイは、わたしが不ふ安あんに思おもいそうなときは、先さき回まわりしてちゃんと、わたしにわかるように説せつ明めいしてくれてた。

　だから。

　わたしはいつでも、「ケイが考かんがえてくれてるから」って、安あん心しんして委ゆだねられた。

　だけど、今こん回かいはちがう。

　ケイはわたしに、ギリギリまで、なにも言いわなかった。

　どうしてなの？　ケイ。

　わたしが考かんがえたって、答こたえが出でるわけないじゃない。

　怪かい盗とうレッドのナビゲーター役やくは、ケイなんだから……。

　考かんがえるのは、ケイの仕し事ごとなんだから……。

　実じっ行こう役やくのわたしが、１人ひとりで理り解かいできるわけないよ！

　なにが正せい解かいなの？

　ケイの気き持もちは、どこにあるの？

　考かんがえても、考かんがえても……ぜんぜん、わかんないっ！

　　　コンコン

　ドアをノックする音おとが、きこえる。

「アスカ。ちょっといいか？」

　お父とうさんの声こえだ。

「………………いいよ」

　力ちからなくわたしが答こたえると、ガチャ、とドアが開あく。

　お父とうさんが、ドアから顔かおを出だす。

「少すこしこっちにきて、話はなしをしないか？」

「……話はなし？」

　わたしは、枕まくらから顔かおを上あげる。

「今こん回かいのレッドの仕し事ごとは、いろいろとありすぎた。整せい理りをしたほうがいいだろう」

　お父とうさんの声こわ音ねから、心しん配ぱいしているのがわかる。

「そう……だね」

　たしかに、いろいろありすぎて、頭あたまが追おいついてない。

「今いま、行いくから、むこうで待まってて」

　わたしは返へん事じをすると、ベッドから起おきあがる。

　それを見みて、お父とうさんもリビングにもどっていく。

　ただ、ぐるぐるとなやんでたって、しょうがないよね。

　わたしはベッドからおりると、机つくえから鏡かがみを手てにとって、ぼさぼさになった髪かみの毛けを、整ととのえる。

　鏡かがみをよく見みると、目めの下したに、くまができてて、はれぼったい。

　自じ分ぶんの顔かおながら、けっこうひどい。

　でも、これはどうしようもないか。

　わたしはあきらめて、鏡かがみを机つくえにもどして、リビングにむかう。

　リビングのちゃぶ台だいの前まえには、お父とうさんと圭けい一いち郎ろうおじさんが、すわってる。

　お父とうさんと圭けい一いち郎ろうおじさんは、わたしの顔かおを見みると、ほっとしたように息いきをつく。

「ハーブティーでも飲のむか？」

　言いわれて気きづいたけど、ノドがカラカラになってる。

　お父とうさんが立たちあがり、キッチンにむかう。

「アスカちゃん、今こん回かいはすまなかったね」

　圭けい一いち郎ろうおじさんが、頭あたまを下さげる。

「な、なんで、おじさんがあやまるの!?」

　わたしは、びっくりして、両りょう手てを前まえでブンブンとふる。

「ケイがいろいろと、心しん配ぱいをかけてるみたいだからさ」

　圭けい一いち郎ろうおじさんはそう言いって、ため息いきをつく。

「勝かっ手てなんだよな、あいつは」

　圭けい一いち郎ろうおじさんは、左ひだり手てで頭あたまをかかえる。

「おじさんは、ケイのこと、なにか調しらべられた？」

「いや。さっぱりだ。だが……」

「だが？」

「すまない。これは、ぼくの口くちから言いうことじゃないな」

　圭けい一いち郎ろうおじさんは、首くびを横よこにふる。

　なにを言いいかけたのかは、わからない。

　でも、おじさんでも、ケイのこと、わからないんだ……。

　目めの前まえが、暗くらくなったような気き分ぶんになる。

　ケイは、もしかしたら、このままもう、もどってこない？

　そんなことって……。

　わたしに言いったのは、ひと言ことだけ。

　──おれは……ラドロに行いく。

　それだけで、今いままでいっしょに怪かい盗とうレッドをやってきたことを、全ぜん部ぶ終おわりにしちゃうの。

　わたしはケイの、パートナーじゃなかったの？

　今いままで、わたしはケイのことを、一いち番ばんわかってるんだって思おもってた。

　頭あたまの回かい転てんじゃ追おいつかなくても、気き持もちとか、そういう部ぶ分ぶんでは。

　ずっと、２人ふたりで走はしってきたんだもん。

　でも、もしかしたら、ケイはそうじゃなかったの？

　アスカとしても、レッドの相あい棒ぼうとしても、わたしに不ふ満まんをかかえてたの？

　もし、そうだったら……。

　それでケイが、ラドロに行いってしまったんだったら……。

「考かんがえこみすぎるなよ、アスカ」

　お父とうさんが、ハーブティーをいれて、ちゃぶ台だいにもどってくる。

　いい香かおり……。

　これ、前まえに飲のんだことあるやつだ。

　たしか……カモミールだったかな？

　カップを手てにとって、ひと口くち飲のむ。

　ふわりと香かおりが鼻はなにぬけて、ほっと気き分ぶんが落おちつくような気きがする。

「アスカ。ケイくんのことを、信しんじられないか？」

　お父とうさんが、ちゃぶ台だいの席せきにつくときいてくる。

「そんなの……！　だって、敵てきのラドロのところに行いくって言いったんだよ！　信しんじられるわけないじゃない！」

　わたしは、つい声こえが大おおきくなる。

「…………そうか」

　お父とうさんはまっすぐに、わたしの言こと葉ばを、視し線せんを、受うけ止とめる。

「──今いまはそれでもしかたがない。だがいずれ、アスカが今いまかかえている感かん情じょうの渦うずの、その先さきにあるものを、アスカ自じ身しんが、見みつけなきゃならない。それはアスカにしか、できないんだ」

　わたしはただ、首くびを横よこにふる。

　なんのことだか、わからないよ……。

「アスカ。おまえは、怪かい盗とうレッドだ。そして、ケイくんも、だ。おれたちは、そう思おもっているし、だから２代だい目めを、アスカとケイくんに託たくしたんだ。ほかのだれでもない、この２人ふたりにだ」

　お父とうさんと圭けい一いち郎ろうおじさんが、やさしげな目めで、じっとわたしを見みる。

　だけど、わたしはその目めを見みかえしていられなくて、うつむく。

「ちょっと、出でかけてくるね。……ハーブティー、ありがとう。おいしかった」

　わたしは立たちあがると、玄げん関かんにむかう。

　お父とうさんたちは、止とめる気きはないみたい。

　１人ひとりになって、考かんがえたい。

　わたしは玄げん関かんを出でると、目もく的てきもなく歩あるきだした。







　　　　２　前まえをむいて




　団だん地ちの階かい段だんを下おりていく。

　ふと、３階かいの踊おどり場ばで足あしを止とめる。

　コンクリートの壁かべのはしが、ちょっと欠かけている。

　そういえば、これはわたしが原げん因いんでできたって、ケイに話はなしたときのことを思おもいだした。

　あきれた顔かおしてたっけ。

　まだ、再さい会かいしてから、たいして時じ間かんもたってなくて。

　あのときはケイのこと、無む表ひょう情じょうでなに考かんがえてるかわからない、変へんなやつって思おもってた。

　今いまでも、わかんないのは同おなじだけど……ね。

「よっと」

　わたしは、踊おどり場ばのコンクリートの壁かべを乗のりこえてみる。

　　　タンッ

　壁かべに一いち度ど足あしをついて、１回かい転てんして着ちゃく地ち！

　あのときのケイは、これを見みて、目めをまるくしてたよね。

　してやったり！　と心こころの中なかで笑わらってたのを思おもいだす。

　それからは、すっかり、できてあたりまえ、みたいなあつかいになっちゃったけど。

　わたしは、３階かいの踊おどり場ばを見みあげると、じっと見みつめる。
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　10秒びょうぐらい見みつめてから、視し線せんを前まえにもどして、歩あるきだす。

　ぶらりと足あしがむいたのは、商しょう店てん街がい。

　よく買かい物ものにくるから、べつにめずらしくもないんだけど……。

　歩あるいていると、ぷ～ん、と魚さかなの生なま臭ぐさいにおいと、野や菜さいの泥どろくさいにおいが、ただよってくる。

　このにおいをかぐと、商しょう店てん街がいにきたって思おもうんだよね。

「あら、アスカちゃん！　買かい物ものかい？」

「アスカちゃんじゃないか。新しん鮮せんなアジが入はいってるよ！　どうだい？」

　八百やお屋やのおばちゃんと、魚さかな屋やのおじちゃんが、元げん気きよく声こえをかけてくる。

「なんだい、魚さかな屋や。わたしが、先さきに話はなしかけたんだよ！」

「早はやいもの順じゅんじゃなきゃ、自じ分ぶんのところの品しなに自じ信しんが持もてねえのか！」

　おばちゃんとおじちゃんは、ぐぬぬ……とにらみあう。

　あ～、もういつものが始はじまっちゃったよ。

　最さい初しょはびっくりしたけど、この２人ふたりのケンカにも、もうなれちゃった。

　２人ふたりにとっては、あいさつみたいなもの、らしいんだよね。

「ごめん。今日きょうは買かい物ものじゃないんだ」

　わたしは笑えみをうかべて、答こたえる。

「そっか。そりゃざんねんだ。……ところで、なにかあったの？　アスカちゃん」

　八百やお屋やのおばちゃんが、心しん配ぱいそうにきいてくる。

「えっ？　なんで？」

　びっくりして、きき返かえす。

「なんだか、元げん気きがないように見みえたんだが、ちがったかい？」

　魚さかな屋やのおじちゃんも、わたしをうかがうように見みている。

「なんでもないよ！　ちょっとテストでつかれてるだけ」

　わたしは両りょう手てをふって、だいじょうぶ！　とアピールする。

「それならいいけど……つかれてるなら、うちの野や菜さいが……」

　とそのとき、「すみませ～ん」とお客きゃくさんから声こえがかかった。

「っと、いらっしゃいませ！」

　八百やお屋やのおばちゃんは、まだ気きにしてるふうだったけど、そちらのほうへいく。

　魚さかな屋やのおじちゃんも、やってきた別べつのお客きゃくさんの相あい手てをしてる。

　……じゃましちゃ悪わるいもんね。

　わたしは、おばちゃんとおじちゃんに、目めであいさつをして、先さきに進すすむ。

　文ぶん房ぼう具ぐ屋やさん、本ほん屋やさんとならぶ、商しょう店てん街がいをぬけた先さきには、スーパーマーケットがある。

　オレンジ色いろの大おおきな看かん板ばんがあって、駐ちゅう車しゃ場じょうには車くるまが10台だいぐらいとまっている。

　車くるまからおりたり、自じ転てん車しゃや歩あるきでくるお客きゃくさんが、たくさんスーパーに入はいっていく。

　買かい物ものするには便べん利りらしくて、けっこう遠とおくからも、ここに買かい物ものにくるんだよね。

　だけど、スーパーと商しょう店てん街がいの関かん係けいは、不ふ思し議ぎと悪わるくないんだって。

　スーパーで買かえないものも、商しょう店てん街がいにあったりするから、うまく共きょう存ぞん関かん係けいになってるって、前まえにケイが教おしえてくれたことがあった。

　……そういえば、レッドとしてお父とうさんたちから受うけた、最さい初しょの指し令れいが、ここでの買かい物ものだったっけ。

　絶ぜっ対たい、お父とうさんがおつかいを、たのみたかっただけだけど！

　でも、そのおかげで、ケイがただの無ぶ愛あい想そうなやつじゃないんだって、はじめて知しったんだよね。

　めんどうなこまかい金きん額がくの商しょう品ひんもあったのに、レジが金きん額がくを出だす前まえに、買かい物ものをしながら、暗あん算ざんで金きん額がくを当あてちゃったんだから。

　今いま、考かんがえたら、そんなのケイのすごいところの、ほんの一いち部ぶにすぎないんだけどね。

　……………………うーん、ダメだな。

　歩あるいてるだけで、ケイとすごしたことばかり、思おもいだしちゃう。

　頭あたまを冷ひやそうと思おもって、外そとに出でてきたのに……。

　わたしは、スーパーからはなれて、ぼんやりと歩あるく。

　実み咲さきのおばあちゃんのことで、はじめてしたケンカ。

　あのときは、ケイがなにを考かんがえてるのか、ぜんぜんわからなかったなぁ。

　……今いまでもだけど。

　はじめてのレッドの仕し事ごと。

　ケイが実み咲さきのおばあちゃんのことも、考かんがえてるってわかったとき、ケイといっしょにレッドをやっていけるって、本ほん当とうに信しんじられたんだよね。

　それから、いろいろなレッドの仕し事ごとをして、危あぶない事じ件けんもいっぱいあった。

　手てごわい敵てきも、たくさん現あらわれた。

　響ひびきみたいに、協きょう力りょく関かん係けいになる相あい手てもいるけど……ぜんぜん気きが抜ぬけない。

　それでも、レッドとしてやってこられたのは、ケイといっしょなら、なんとかなるんだって、思おもってたから。

　でも、ケイがいなかったら……。

　駅えき前まえを通とおりすぎて、静しずかな住じゅう宅たく街がいに入はいると、小ちいさめの公こう園えんが見みえてきた。

　ここは昔むかし、スコッティっていう猫ねこを探さがした公こう園えんだ。

　ずいぶんきてなかったから、なつかしい。

　公こう園えんに入はいると、わたしはベンチにすわる。

　公こう園えんには、あまり人ひと気けがない。

　今いまいるのは、すべり台だいで遊あそんでいる４～５歳さいぐらいの男おとこの子ことその近ちかくで見み守まもっているお母かあさんぐらい。

　その様よう子すをぼんやりと見みつめていると、不ふ意いに目めの前まえに影かげがかかる。

「……やっぱりアスカだ。どうしたの、こんなところでボーッとして」

　声こえに顔かおを上あげると、そこに立たっていたのは実み咲さきだった。

「実み咲さきこそ、どうして？」

　わたしは、目めをぱちくりとして、実み咲さきを見みる。

「コンビニにちょっと買かい物もの。……なんかあった？」

　実み咲さきがきいてくる。

　なんだか、今日きょうはみんなから、そうきかれている気きがする。

　そんなに顔かおに出でてるのかなぁ……。

「なんで？　だいじょうぶだよ」

　実み咲さきに、ケイのことは話はなせない。

　レッドのことにも、ラドロのことにも、かかわる話はなしだから。

　でも、このままケイがもどってこなかったら、いずれケイがいないことは、知しられちゃうかもしれないけど。

「はあぁ、まったく」

　実み咲さきはため息いきをつくと、わたしの横よこに腰こしをおろす。

「アスカって、顔かおにすぐ出でるんだから。わかるよ……なにかあったんでしょ」

　実み咲さきは、話はなして？　と目めでうったえてくる。

「べ、べつに……」

　実み咲さきの視し線せんから、目めをそらし、わたしはぼそりと答こたえる。

「アスカが言いいたくないなら、むりにはきかないけど、心しん配ぱいくらいさせてよ。友とも達だちでしょ」

「うん……」

　わたしは、うなずく。

「アスカが、なにに悩なやんでるのかは、わたしにはわからない。言いえないなら、言いわなくてもいいよ。でも、私わたしはアスカの味み方かただよ」

「……味み方かた？」

　わたしは、実み咲さきのほうを見みる。

「そう。私わたしは、親しん友ゆうの紅こう月づき飛鳥あすかの味み方かた。それはまちがいないから」

　実み咲さきはそう言いって、わたしの目めをじっと見みつめる。

「そっか……」

　ケイがいなくなって、そのことで、頭あたまがいっぱいになってた。

　どうして？　ってずっと考かんがえてた。

　ケイがどうして、わたしの前まえから去さったのか。去さりたくなったのかを考かんがえて、なんだか、ひとりぼっちになった気き分ぶんだった。

　だけど、実み咲さきも、家いえではお父とうさんたちも、八百やお屋やのおばちゃんや魚さかな屋やのおじちゃんも、みんな心しん配ぱいしてくれてた。

　わたしは、ひとりぼっちじゃない。

　くよくよと、落おちこんでばかりいる、場ば合あいじゃないよね！

　わたしは、ベンチから立たちあがる。

「実み咲さき、ありがとう！」

「なんだかわからないけど、その表ひょう情じょうなら、元げん気きが出でたみたいね」

　実み咲さきが笑わらう。

「さっそく行いかなきゃ。実み咲さき、バイバイ！」

　わたしは手てをふって、公こう園えんから走はしりだす。

「アスカ！　明日あしたの約やく束そく、忘わすれないようにね」

　うしろから、実み咲さきの声こえがきこえる。

　……約やく束そくってなんのことだっけ？

　頭あたまの中なかが、これからのことでいっぱいで、すぐに思おもいだせない。まあいっか。

「うん、じゃあね！」

　わたしは答こたえて、前まえをむく。

　なにをすればいいのかなんて、まだわからない。

　だけど、まずは動うごきださなきゃ。

　そうしなきゃ、始はじまらないよね！







　　　　３　それは忘わすれられない名な前まえ




　ふうぅ……。

　団だん地ちの前まえまでもどってくると、わたしはひと呼こ吸きゅうして、息いきをととのえる。

　まずは、家いえでお父とうさんたちと、ちゃんと相そう談だんしないと。

　そう考かんがえて、わたしは団だん地ちの階かい段だんにむかう。

　その手て前まえにある、郵ゆう便びんポストによって、いつものようにうちのポストを開あけた。

「……あれ？」

　中なかには、白しろい封ふう筒とうがぽつんと、おかれている。

　封ふう筒とうを手てにとって、あて名なを確かく認にんする。

「って、わたしあて!?」

　封ふう筒とうには、「紅こう月づき飛鳥あすかさま」と書かかれてる。

　だけど、それだけ。

　住じゅう所しょもないし、切きっ手てもはられてない。

　つまり、この封ふう筒とうは郵ゆう便びん屋やさんが届とどけたんじゃなくて、だれかが直ちょく接せつこのポストに入いれたってことになる……よね？

　でも、いったいだれが？？？

　わたしは、封ふう筒とうを裏うら返がえして、差さし出だし人にんが書かいていないか見みてみる。

「うんんっ!?」

　わたしは、思おもわず声こえをあげる。

　書かかれていたのは……

「ケーワイオーユー……なんでローマ字じなの？　外がい国こく人じんさん？」

　わたしに、外がい国こく人じんの知しり合あいなんて、いないんだけど。

　とりあえず、封ふう筒とうを持もって、階かい段だんをのぼる。

　その間あいだにもう一いち度ど、封ふう筒とうの差さし出だし人にんの名な前まえを、見みてみる。

「Ｋ……ＹＯ……Ｕ……ＹＡ…………ローマ字じ読よみだと、きょう、や………………えっ!?」

　わたしはあわてて、差さし出だし人にんの名な前まえをあらためて読よむ。

「ＫＹＯＵＹＡ……きょうや。まちがいない。……わたしの知しり合あいで〝きょうや〟って名な前まえ、たった１人ひとりしか思おもい当あたらないんだけど…………でも、まさか！」

　ＫＹＯＵＹＡ＝きょうや＝恭きょう也や。

　その名な前まえで、わたしが知しっているのは１人ひとりだけ。

　────織おり戸と恭きょう也や。

　またの名なを────怪かい盗とうファンタジスタ。

　フラワーヴィレッジ城じょうの事じ件けんで、タキオンの幹かん部ぶ・ファルコンといっしょに、崖がけの上うえから海うみに落おちたんだよね。

　でも、ファルコンが生いきてることは、このあいだ知しった。

　だったらファンタジスタが、恭きょう也やが生いきていても、ぜんぜんおかしくない！

　いったい、なにを書かいてきたの!?

　わたしは、階かい段だんをかけあがって、玄げん関かんに飛とびこむ。

　リビングに走はしりこむと、お父とうさんとおじさんが、びっくりした顔かおをしてる。

　けど、それにかまってる場ば合あいじゃない。

　わたしは、リビングにおいてあるハサミを使つかって、封ふう筒とうを慎しん重ちょうに開あける。

「どうしたんだ、アスカ？」

　お父とうさんが、近ちかづいてくる。

「ファンタジスタから、封ふう筒とうが届とどいたの！」

　わたしは、白しろい封ふう筒とうを、お父とうさんに見みせるように持もつ。

「……ファンタジスタから？」

　お父とうさんが、けげんそうな顔かおになる。

　ケイとは、関かん係けいないことかもしれない。

　だけど、今いまはちょっとした事じ件けんでも、ケイへの手てがかりの可か能のう性せいを感かんじずには、いられない。

　封ふう筒とうの中なかには、１枚まいのカードが入はいっていた。

　書かかれている文ぶん章しょうに、目めを走はしらせる。

「──『今日きょう、午ご後ご３時じにスカイタワー展てん望ぼう台だいで待まつ』だって」

　スカイタワー。

　その言こと葉ばに、わたしの心こころが、ちょっとばかり、ざわつく。

　スカイタワーに仕し掛かけられた爆ばく弾だんを、レッドとして解かい除じょしたんだよね。

　そういえば、あのときもケイと離はなればなれになって、１人ひとりだったっけ。

　……成なり行ゆきで、響ひびきといっしょに行こう動どうしてたけど。

「今いまはまだ昼ひるの12時じすぎだから、よゆうで間まに合あうね！」

　わたしは、リビングの時と計けいを確かく認にんしてうなずく。

「ちょっと待まて。行いくつもりなのか？」

　お父とうさんが、けわしい顔かおできいてくる。

「うん。行いくよ」

　わたしは、はっきりと答こたえる。

「ワナの可か能のう性せいもあるよ。それに今いまは……ケイもいないから、１人ひとりでは……」

　おじさんが、言いいにくそうに口くちにする。

　わかってる。

　わたし１人ひとりで行いって、もしもワナだったら……。

　ケイのナビがなくて、逃にげられないかもしれない。

　だけど、このタイミングで、生せい死しも不ふ明めいだった恭きょう也やから、メッセージが届とどくなんて、できすぎてる。

「わからないから、行いってたしかめてくる。ケイと関かん係けいあるかもしれないのに、無む視しはできないよ」

　わたしは、心こころを決きめる。

「……はあぁ。言いってもきかないか。そういうところは、美み緒おによく似にてるな」

　お父とうさんが、大おおきなため息いきをつく。

　お母かあさんに？

　それはうれしいかも。

「よろこんでる場ば合あいじゃないぞ。たしかに、ケイくんと関かん係けいがあるかもしれない。だが、ワナだった場ば合あいも予よ想そうして、動うごくんだぞ。今いまのレッドは、アスカ１人ひとりだ。そのことを、きちんと理り解かいしなきゃ、足あしもとをすくわれるぞ」

　お父とうさんが、かんでふくめるように、わたしに言いう。

　心しん配ぱいしてるのが、表ひょう情じょうから伝つたわってくる。

　ついさっきまで、あんなに、落おちこんだ表ひょう情じょうをしてたんだもんね。

　心しん配ぱいにもなるよね。

「うん、気きをつける」

　──今いまのレッドは、わたし１人ひとり。

　その言こと葉ばに、心こころの中なかがヒュッとふるえるような、心こころぼそさを感かんじたけど、すぐにふりはらう。

　恭きょう也やが、どうしてわたしに、連れん絡らくをとってきたのかは、想そう像ぞうもつかない。

　もし、ケイだったら、なにかわかったのかもしれないけど、わたしにはむり。

　でたとこ勝しょう負ぶを、するしかない。

　顔かおを上あげて、お父とうさんとおじさんを見みる。

　心しん配ぱい、不ふ安あん、わずかな期き待たい。いろんな感かん情じょうが、わたしの中なかにうかんでる。

　だけど、動うごきだすって決きめたから。

　こっちを見みていた２人ふたりに、もう一いち度ど、はっきりと気き持もちを口くちに出だす。

「わたし、行いってくるね」
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　　　　４　あやしい再さい会かい




　スカイタワーについたのは、午ご後ご２時じ半はんすぎ。

　準じゅん備びをしていたら、思おもったより時じ間かんがかかっちゃった。

　でも、指し定ていの時じ間かんに、おくれることはなさそうで、ほっとする。

　ここにきたのは、あのスカイタワーでの爆ばく弾だん事じ件けん以い来らいかぁ……。

　うちからそんなに遠とおい場ば所しょじゃないけど、やっぱり事じ件けんのイメージが強つよくて、なかなか来くる気きがしなかったんだよね。

　わたしは、スカイタワー１階かいの、ショッピングモールを見みまわす。

　子こ連づれの主しゅ婦ふや、スーツすがたの男だん性せい、友とも達だちときてる学がく生せいと、だいぶにぎわってる。

　平へい日じつだからよかったけど、週しゅう末まつのお休やすみだったら、もっと混こんでいたにちがいない。

　……あやしい人ひと影かげとかは、今いまのところ見みえないけど………。

　ワナだとしたら、見み張はられてるっていう可か能のう性せいは高たかいよね。

　だけど、これだけ人ひとが多おおいと、変へん装そうされてとけこまれたら、気きづくのはむずかしそう。

　とにかく、展てん望ぼう台だいに行いってみるしかないかな。

　わたしは、入いり口ぐち横よこの壁かべに設せっ置ちされた、スカイタワーの案あん内ない図ずを確かく認にんする。

「ええと、現げん在ざい位い置ちは……」

　　　ズキン

　胸むねが痛いたむ。

　いつもは、こういうナビは、ケイがやってくれてたんだよね。

　胸むねの痛いたみをふりはらって、わたしは展てん望ぼう台だい行ゆきのエレベーターにむかう。

　展てん望ぼう台だいは50階かい。

　このスカイタワーには、レッドタワー、イエロータワー、ブルータワーの３つのタワーがある。

　それぞれ、レッドタワーは映えい画が館かん、美び術じゅつ館かんなど鑑かん賞しょう系けいの施し設せつ。イエロータワーは最さい新しん技ぎ術じゅつを使つかった、ゲームや体からだを動うごかすアトラクションがそろってる。

　ブルータワーは、雑ざっ貨かやファッション関かん係けいのお店みせがそろっていて、上うえの階かいにはレストラン、最さい上じょう階かいは展てん望ぼう台だいになってるんだって。

　前まえにきたときは、途と中ちゅうまでしか遊あそべなかったからなぁ。

　事じ件けんが起おきてからは、人ひと質じちを助たすけることとか、爆ばく弾だんのことで頭あたまがいっぱいだったし。

　わたしは、ブルータワーに入はいると、展てん望ぼう台だい行ゆきの専せん用ようのエレベーターを探さがす。

　……あれかな。

　近ちかづいて、展てん望ぼう台だい行ゆきエレベーターだと確かく認にんすると、わたしも列れつにならぶ。

　10分ぷんほどで、わたしの乗のる順じゅん番ばんになって、エレベーターに乗のりこむ。

　15人にんほど乗のったけど、まだよゆうがあるぐらいに広ひろい。

「本ほん日じつは、ブルースカイタワーにお越こしいただき、ありがとうございます。それでは、展てん望ぼう台だいへ出しゅっ発ぱついたします」

　制せい服ふくを着きた、エレベーターガールのお姉ねえさんが、入いり口ぐちに立たって案あん内ないしてくれる。

　ドアが閉しまると、すーっと、抵てい抗こうなくエレベーターが動うごきだす。

　展てん望ぼう台だいまで直ちょく通つうだから、止とまることなく、ぐんぐんと上あがっていく。

　外そと側がわがガラス張ばりになっていて、外そとの景け色しきが見みわたせる。

　タワーの外そとにも屋や台たいタイプのお店みせがあって、有ゆう名めいなアイスクリーム屋やさんやクレープ屋やさん、オープンカフェなんかもある。

　そこを楽たのしげに歩あるく人ひとたちや、足あしばやにどこかにむかう人ひと、オープンカフェでゆったりとお茶ちゃをする人ひととか、いろんな人ひとたちのすがたが見みえる。

　ガタッ、とエレベーターがかるくゆれて、止とまる。

「お待またせいたしました。50階かい、展てん望ぼう台だいでございます。いってらっしゃいませ」

　エレベーターガールのお姉ねえさんが、右みぎ手てでエレベーターのドアを開あけたままにして、笑え顔がおで送おくりだしてくれる。

　わたしは、かるくおじぎをして、エレベーターの外そとに出でる。

「うわぁ……」

　展てん望ぼう台だいを見みて、わたしは思おもわず声こえをもらす。

　ドーナツ形がたの展てん望ぼう台だいは、３６０度どガラス張ばりになっていて、どこからでも景け色しきを見みわたせる。

　しかも、今日きょうは晴はれてるから、かなり遠とおくまで見みえるよ。

　有ゆう料りょうの望ぼう遠えん鏡きょうも備そなえつけてあって、楽たのしそうにのぞく子こどもや、カップルのすがたがある。

　わたしは、そっと、視し線せんをまわりにめぐらす。

　ぐるりと、ドーナツ形がたの展てん望ぼう台だいを１周しゅうしたけれど、恭きょう也やらしきすがたは見みあたらない。

　だからといって、とつぜんおそわれたりするわけでもないし……。

　時じ間かんは……午ご後ご２時じ55分ふん。

　約やく束そくの時じ間かんまで、まだあと５分ふんある。

　わたしは、ガラスの近ちかくで立たち止どまって、外そとの景け色しきをながめる。

　だけど、神しん経けいはまわりにむけてる。

　　　ドクン、ドクン

　心しん臓ぞうの音おとが速はやい。

　だいじょうぶ。１人ひとりでもやれる。

　ケイがいなくたって、これぐらい……。

「──やあ、かわいい子こだね。ぼくとお茶ちゃしない？」

　気きの抜ぬけるような声こえが、うしろからきこえてくる。

　……なんなのよ、もう。

　こっちは、そんなのの相あい手てしてる場ば合あいじゃないのに。

　わたしは、ため息いきをつきつつ、ふり返かえる。

「…………え？」

　うしろに立たっていたのは、帽ぼう子しにサングラスを身みにつけた、あやしげな若わかい男おとこ。

　ううん。

　帽ぼう子しからのぞく金きん髪ぱつと、サングラスをしていてもわかる、見みおぼえのある、ととのった顔かお立だち。

　まちがい、ない……！

「……なにをしてるの？」

　思おもわず、若わかい男おとこ──織おり戸と恭きょう也やを、にらみつける。

　恭きょう也やのすがたは、この展てん望ぼう台だいではかなり浮ういている。

　若わかい男おとこ１人ひとりがめずらしいし、サングラスが似に合あいすぎて、逆ぎゃくにあやしさを増ましている。

　どこかの街まち角かどで、なにかあやしげな雑ざっ貨かでも、売うっていそうだ。
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「いやいや。これでも有ゆう名めい人じんなんだよ。変へん装そうしないと」

「あなたなら、もっと完かん璧ぺきな変へん装そうができるんじゃないの？」

「この顔かおをかくせって？　そんなのは、もったいないじゃないか？」

「…………」

　あいかわらず、おちゃらけてる……。

　たしかに、イケメンではあるんだけどね。

　わたしはそれをききつつ、まわりに視し線せんをむける。

　まだこれがワナじゃない、と決きまったわけじゃない。

　でも、それらしい人ひとはいないか。

　逆ぎゃくに、あやしい若わかい男おとこに絡からまれてるように見みえるわたしを、心しん配ぱいするような目めで見みてきてる人ひとが多おおい。

　それにしたって……。

　わたしは、あらためて恭きょう也やを見みる。

　ファルコンは大おおケガのあとがあったけど、恭きょう也やにはそれらしいケガのあとは見みあたらない。

　この態たい度どもふくめて、とても生せい死し不ふ明めいだったとは、思おもえないぐらい。

　しかも、ついこの間あいだ、会あったばかりみたいな態たい度どだ。

　……でも、そういえば恭きょう也やは、こういう性せい格かくだったっけ。

「その様よう子すだと、無ぶ事じだったのね」

「まあ、いちおうね。それにしても、今日きょうはきてくれて、うれしいよ」

　恭きょう也やは、ニコニコ顔がおだ。

　いったい、なにが狙ねらいなのか、さっぱりわからない。

〝ただ、会あいたかっただけ〟と言いわれても、信しんじてしまいそうなぐらい、表ひょう情じょうに裏うらが見みえない。

　でも、恭きょう也やの正しょう体たいは、あの怪かい盗とうファンタジスタだ。

　表ひょう情じょうの裏うらをかくすぐらい、むずかしくもないはず。

「それで、呼よびだした理り由ゆうはなに？」

　わたしは、わざとつきはなすような言いい方かたで、たずねる。

「今いまのおれは、ただのメッセンジャーさ。──ある組そ織しきに、メッセージをたのまれたんだ」

　恭きょう也やがいた組そ織しきといえば…………えっ、タキオンから!?

　わたしは、パッと一いっ歩ぽうしろに下さがって、身みがまえる。

「いやいや、きみが想そう像ぞうしているのとちがうと思おもうけど」

　恭きょう也やは、あわてる様よう子すもなく、手てを横よこにふる。

　それから、不ふ意いに真しん剣けんな顔かおになる。

「おれはタキオンからは、もう抜ぬけている。もともと、ニックとは反そりが合あわなかったし、あれだけ好すき勝かっ手てをして、もどれるほど、タキオンは甘あまくない」

　……そっか。

　フラワーヴィレッジ城じょうで、恭きょう也やはニックと敵てき対たいしてた。

　それでタキオンにもどることが考かんがえにくいというのは、わかるかな。

　いちおう、わたしは恭きょう也やの説せつ明めいに納なっ得とくする。

　でも、そうなると、ますます謎なぞだ。

　恭きょう也やが言いう〝組そ織しき〟って、なに？

「それじゃあ、どこからたのまれたの？」

　恭きょう也やはわたしに視し線せんをむけると、その目めがすこし迷まようようにゆれて見みえた。

「────ラドロだ。知しっているだろう」

　恭きょう也やの言こと葉ばをきいて、全ぜん身しんの血ちが熱あつくなる。

「なんでラドロから!?　もしかして、ケイのことも、あなたが……！」

　わたしは、恭きょう也やにつめよる。

　そのまま恭きょう也やのえり首くびをつかもうとして、ギリギリのところで手てをとめる。

　ダメだ。冷れい静せいにならなきゃ。

　今日きょうのわたしは、１人ひとりきりなんだから。

　くちびるを、ギュッとかみしめて、一歩ぽうしろに下さがる。

　それを見みて、恭きょう也やが話はなす。

「きみの相あい棒ぼうの件けんには、おれはかかわっていない。だから、それについては、教おしえられることは、なにもない」

「じゃあ、いったいなにを……。メッセンジャーなんでしょ」

「……その前まえに１つ、たしかめておきたいことがある」

「なによ？」

「きみは、怪かい盗とうレッドかい？」

「なにを言いって……」

　恭きょう也やは、わたしの正しょう体たいのことだって知しってるはずだ。

　それなのに、今いまさらなんでそんなこと……。

「相あい棒ぼうと、２人ふたりそろっていなくても、怪かい盗とうレッドといえるのかい？」

「…………！」

　わたしは、息いきをのむ。

　ずっと感かんじていた、ケイがいないという不ふ安あん。

　ケイなしで、わたしは怪かい盗とうレッドといえるのかどうか。

　欠かけている状じょう態たいで、それでも怪かい盗とうレッドなのか……。

　……ううん。ダメだ、そんな弱よわ気きじゃ。

　ケイがいなくても。たった１人ひとりでも。

　わたしは…………わたしは、２代だい目め怪かい盗とうレッドだ。

　だから……レッドとして、行こう動どうする。

　たとえ、ものすごくこわくたって……１人ひとりでは、足たりないところがたくさんあったって。

　それは、変かわらない。

「わたしは、怪かい盗とうレッドよ」

　恭きょう也やを、まっすぐに見みすえて、わたしは答こたえる。

「……そうか。それならば、伝つたえよう。タキオンが、ここ数すう日じつ以い内ないに、この日に本ほんで、なにか決けっ定てい的てきに大おおきなことをしようと、企たくらんでいる」

　タキオン！

　宣せん戦せん布ふ告こくしてきたニックのことが、思おもいうかぶ。

　あれだけしてきて、なにもしてこないとは思おもわなかったけど……。

「企たくらみって、なに？　なにを知しってるの？　あなたがラドロのメッセンジャーだって言いうなら、どうしてわたしに、タキオンのことを伝つたえてくるの？」

「さあね。それは自じ分ぶんで調しらべてくれ。……というわけで、用ようはすんだし帰かえるよ」

　恭きょう也やは、帰かえろうときびすを返かえす。

「ちょ、ちょっと待まって！」

「なんだい？」

　恭きょう也やは背せ中なか越ごしに、こちらをむく。

「…………おねがい、教おしえて。ケイのこと、本ほん当とうになにも知しらないの？」

　恭きょう也やにたよるのは、まちがってるかもしれない。

　でも、今いまは少すこしでも、ケイのことが、知しりたい。

「きみに言いえることはないよ。ただ１つ、アドバイスをあげようか」

　アドバイス？

「目めの前まえのできることを、やったほうがいい。それが相あい棒ぼうと再さい会かいするための、近ちか道みちとなる」

　それって、どういう……。

「やっぱり、なにか知しって……!?」

　わたしは、恭きょう也やとの間ま合あいをつめる。すると。

　な、なにこれ!?

　とつぜん、目めの前まえに、ふくらんだ黄き色いろい風ふう船せんがあらわれる。

　　　パンッ

　黄き色いろい風ふう船せんが大おおきな音おとをたててわれて、反はん射しゃ的てきに目めをつぶる。

　しまったっ！

　目めを開あけるけど、目めの前まえに恭きょう也やのすがたは、もうなかった。

「なに今いまの音おと？」

「なにかあったのかしら」

　風ふう船せんの音おとに、まわりの人ひとたちが、なにごとかとおどろいた様よう子すで、ざわめいている。

　視し界かいのはしに、警けい備び員いんが足あしばやに近ちかづいてくるのも見みえる。

　まずいっ！　逃にげなくちゃ。

　……あれ？

　いつの間まにか、足あしもとに白しろいカードが落おちていた。


『かわいい子こがぼくを必ひつ要ようとするとき、必かならず現あらわれる。約やく束そくするよ。恭きょう也や』



　電でん話わ番ばん号ごうが、書かきそえられている。

　あいかわらず、ふざけたやつ！

　わたしは、人ひとごみにまぎれて、その場ばをはなれつつ、頭あたまではさっきのことを考かんがえる。

　恭きょう也やが言いっていた、アドバイス。

　……〝目めの前まえのできること〟……っていうのは、なんのこと？

「それは……」

　わたしは、顔かおを上あげた。

　──タキオンが、なにかを企たくらんでいるのなら、それを阻そ止しすること！

　だって、きっとケイがいたらそうする。

　怪かい盗とうレッドは、そう動うごくチームだからだ。

　わたし１人ひとりだからって、レッドがやるべきことをやらないなんて、ダメだ。

　……恭きょう也やの言いうとおりにするのは、気きに入いらないけど。

　心こころを決きめて、わたしは情じょう報ほうを集あつめるために、家いえにむかった。







　　　　５　１人ひとりでも、レッドだから




　家いえに帰かえると、夕ゆう方がたの６時じをまわっていた。

　え～と、お父とうさんたちは……。

　わたしは、キョロキョロとリビングを見みまわすけど、家いえの中なかに気け配はいがない。

　テーブルに、メモがあった。


仕し事ごとに行いってくる。

なにかあったら、気きにせず連れん絡らくをしてほしい。　翼つばさ　圭けい一いち郎ろう



　そっか。

　今日きょうだって、わたしは学がっ校こうが休やすみだけど、お父とうさんたちはちがう。

　仕し事ごとに行いく時じ間かんを、調ちょう整せいしてくれたりしたんだと思おもう。

「お父とうさんたちに、心しん配ぱいかけっぱなしだなぁ」

　タキオンのことを、相そう談だんしようと思おもってたけど、たよってばかりもダメだよね！

　わたし１人ひとりでも、怪かい盗とうレッドとして仕し事ごとをしなきゃ！

　考かんがえてみると、調ちょう査さのことはケイの担たん当とうだからって、いつもまかせっきりにしすぎてた。

　わたしにだって、調ちょう査さぐらいはできるはず！

　リビングにあるちゃぶ台だいの上うえで、家か族ぞく共きょう有ゆうのノートパソコンを開ひらく。

　いつも見みなれているケイのパソコンは、ケイが持もっていってしまったから……。

　って、暗くらくなるの禁きん止し！

「検けん索さくワードは『タキオン』……のわけないよね」

　とりあえず、なんでもいいから、事じ件けんとかのウワサ話ばなしをしてる、ＳＮＳを探さがしてみる。

　新しん聞ぶんにのらないような小ちいさな事じ件けんや、違い和わ感かんみたいなことの中なかに、事じ件けんのカギがあるかもだし。

「とはいうものの、探さがしてみると多おおいなぁ……」

　駅えきでのちょっとしたケンカ、かるい事じ故こに、不ふ審しん者しゃの目もく撃げき情じょう報ほうとか、山やまのように出でてくる。

　でも、どれもタキオンとかかわりがあるようには、思おもえない。

「……ちょっと休きゅう憩けい」

　２時じ間かんほどして、わたしはばったりと、フローリングの床ゆかに寝ねころがる。

　画が面めんを見みつめすぎて、目めがしばしばする。

　やっぱり、わたしがタキオンのことを調ちょう査さするなんて、むりなのかな。

　ケイみたいには、やれないよ。

　……ううん、悲ひ観かん的てきになっちゃダメだ！

　わたしは、腹ふっ筋きんを使つかって、バッとその場ばから起おきあがる。

　もう一いち度ど、検けん索さくからやり直なおそう、きっとなにかが……ん？　そういえば、いま、なにか思おもいだしかけたような………………あああああっ！

　忘わすれてたっ！

　明日あしたって、実み咲さきたちとＵＦパークに行いく約やく束そくしてた日ひじゃん！

　せっかく楽たのしみにしてたけど、遊ゆう園えん地ちなんか行いってる場ば合あいじゃないよね……。

　わたしはスマホを手てにとって、すぐに実み咲さきに電でん話わをかける。

　コール音おんが鳴なりはじめてから、ちょっとあせる。

　どう伝つたえたらいいんだろう。

　前まえの日ひになって、行いけなくなった、なんて。

　それに理り由ゆうも、はっきりと言いえない。

　なやんでいる間あいだに、実み咲さきが電でん話わに出でた。

『もしもし、アスカ？』

「……あ、あのね実み咲さき。急きゅうで悪わるいんだけど、明日あしたの遊ゆう園えん地ち、行いけなくなっちゃったんだ……」

　ああ、なんだか、しどろもどろ。

『え、どうして!?　なにかあったの？』

　実み咲さきが、スマホのむこうで、びっくりした声こえをあげてる。

「う、ううん。やらなくちゃいけないことがあって……昼ひる間ま、確かく認にんしてくれたのにごめん……」

　くわしいことは、実み咲さきには話はなせない。

『それじゃあ、みんなと相そう談だんして、また別べつの日ひにしようか』

　えっ！

「そんな、いいよいいよ！　わたしのために予よ定ていをずらすなんて。せっかく、みんな楽たのしみにしてたんだもん。もうしわけないよ！」

『でも……』

「だいじょうぶ！　わたしとは、また次つぎの機き会かいにいっしょにいこ！」

　ためらう実み咲さきに、わたしは明あかるく言いう。

『アスカがそう言いうなら……みんなには私わたしから、伝つたえておこうか？』

「うん、お願ねがいしていいかな」

『わかった………………あのね、アスカ』

　実み咲さきの声こえのトーンが、心しん配ぱいげなものになる。

『公こう園えんでも言いったけど、私わたしはアスカの味み方かただよ。なやみごとがあるなら、相そう談だんしてね？』

「うん。そのときは、ちゃんとたよるよ」

　わたしは、バイバイとあいさつして、電でん話わを切きる。

　ふうぅ……。

　思おもわず、ため息いきがもれる。

　よし！　調ちょう査さのつづきをしなきゃ。

　わたしは、ノートパソコンにむかう。

　ケイみたいに天てん才さい的てきにはできなくても、時じ間かんをいっぱいかけたら、手てがかりぐらいは、なにかつかめるかもしれないし。

　がんばらなくっちゃ！




「……アスカ……起おきて……」

　うう～ん。遠とおくで女おんなの人ひとの声こえがする。

　えと、この声こえだれだっけ？

　そもそも、わたしはなにしてたっけ。ん～と……そうだ。

　昨日きのうは、タキオンのたくらみのことを、調しらべてたんだ。

　それで……あっ！

　わたし、そのまま寝ねちゃったんだ。

　ガバッ、と起おきあがると、そこはリビング。

　窓まどからは、日ひ差ざしが差さしこんでる。もう昼ひる間まだ。

　ノートパソコンが、目めの前まえにあって、フローリングにあおむけになって、寝ねていたらしい。

「やっと、起おきたわね。暖あたたかくなったとはいえ、こんなところで寝ねてると、風邪かぜひくわよ」

　わたしは目めをぱちくりしつつ、声こえのしたほうをむく。

「……へ？　美み華か子こさん!?　どうしてここに？」

　リビングに、どうしてだか美み華か子こさんがいる。

　たしか、外がい国こくに行いってるはずじゃ……。

「昨日きのう、帰き国こくしたばかりよ」
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　美み華か子こさんは、お父とうさんやおじさんの妹いもうとで、初しょ代だい怪かい盗とうレッドの一いち員いん。

　海かい外がいから、雑ざっ貨かとかを輸ゆ入にゅうする会かい社しゃを経けい営えいしてる、社しゃ長ちょうでもあるんだ。

　そういえばタキオンの新しんメンバーのこと、美み華か子こさんなら知しってるんじゃないかって話はなしだった！

「よかった、美み華か子こさんに、ききたいことがあったんです」

「そうなの？　こっちも大たい変へんな情じょう報ほうをつかんだから、きたのよ。取とり込こみ中ちゅう？」

　美み華か子こさんが、わたしの前まえのノートパソコンを見みる。

　画が面めんには、小ちいさな事じ件けんやウワサ話ばなしなどが書かかれたＳＮＳが、たくさん表ひょう示じされている。

　これで、なにもないとは思おもわないよね。

「ちょっといろいろあって。それより、大たい変へんな情じょう報ほうって、なにかあったんですか？」

　いつも、よゆうたっぷりの美み華か子こさんに、そんな表ひょう情じょうをさせる情じょう報ほうってなに？

「……じつはね、アスカ。あるルートから、タキオンの犯はん行こう計けい画かくの情じょう報ほうが入はいってきたの」

　タ、タキオンの計けい画かく!?

「その計けい画かくって、なんですか!?」

　わたしは、身みを乗のりだす。

　美み華か子こさんは、一ひと呼こ吸きゅうおいてから、答こたえる。

「それが──ＵＦパークに、爆ばく発はつ物ぶつをしかけるというものなの」

　ＵＦパークに、爆ばく発はつ物ぶつ……………………えっ、ちょっと待まって！

　それって、実み咲さきたちが今日きょう行いく遊ゆう園えん地ちだよね!?

「おそらく、爆ばく破は実じっ行こうは本ほん日じつ中ちゅう。時じ間かんまではわからないけど。なんのためなのか、その目もく的てきもね」

「ウ、ウソでしょ……!?」

　時と計けいを見みると、10時じすぎ。

　思おもった以い上じょうに、寝ねすごしてしまっていたらしい。

　実み咲さきたちは、とっくにＵＦパークにむかって出しゅっ発ぱつしているはずの時じ間かんだ。

「でもね、正しょう直じき、この情じょう報ほうを持もってきた相あい手てが、信しん用ようできるかどうかは、微び妙みょうなところなのよ」

　美み華か子こさんが難むずかしい顔かおをする。

「その情じょう報ほうを持もってきたのって、だれなんですか？」

「……マサキって覚おぼえてる？　怪かい盗とうファンタジスタの部ぶ下かよ」

　へ？　なんでマサキが!?

　昨日きのうは、ファンタジスタがわたしのところにきて……。

　美み華か子こさんのところには、マサキ？

　どういうことなの……？

　マサキが、美み華か子こさんを通とおして教おしえてくるぐらいなら、昨日きのう、わたしと会あったときに、ファンタジスタが教おしえてくれたって、よかったはずでしょ！

　がぜん、情じょう報ほうが信しん用ようできるか、わからなくなる。

「情じょう報ほうを教おしえられただけなら、わたしもアスカに伝つたえにきたりしないわ。マサキからわたされた証しょう拠こ資し料りょうがあってね。それを読よんで、この情じょう報ほうは本ほん物ものの可か能のう性せいが高たかいと判はん断だんしたの」

　そんな……！

　わたしは、すぐにスマホを手てにとって、実み咲さきに電でん話わをかけてみる。

　だけど、アナウンスに切きり替かわって、電でん波ぱの届とどかない場ば所しょにいる、と流ながれだす。

「どうして！」

　何なん度どかけなおしても、つながらない。

「落おちつきなさい、アスカ」

「だって、遊ゆう園えん地ちなんて、絶ぜっ対たいに電でん波ぱがたくさん飛とんでる場ば所しょなのに、つながらないなんて！」

「あなたのお友とも達だちが、たまたま、めずらしく電でん話わのつながらない場ば所しょにいるか…………それとも、電でん話わがつながらないように、ＵＦパーク一いっ帯たいになにか妨ぼう害がいがされているか。どちらかだわ」

「それって……！」

「爆ばく発はつ物ぶつをしかけるつもりなら、それぐらいはやる可か能のう性せいは、考かんがえたほうがいいわ」

　美み華か子こさんが、厳きびしい表ひょう情じょうで言いいきる。

「…………わたし、行いってきます！」

　いきおいよく、立たちあがる。

「待まちなさい。ケイは？　ケイはいっしょじゃないの？」

　美み華か子こさんが、けげんそうにきいてくる。

「ケイは…………今いまはいません」

　わたしは、ギュッと拳こぶしをにぎりしめる。

　力ちからをこめすぎて、手てから血ちの気けが引ひいて、白しろくなる。

　美み華か子こさんは、そんなわたしを、じっと見みて、それ以い上じょうはきかなかった。

「１人ひとりでも、やるの？」

「だいじょうぶです。２代だい目め怪かい盗とうレッドとして。わたしが、絶ぜっ対たいにそんな計けい画かくは阻そ止しします！」

　わたしは、ハッキリと答こたえる。

　美み華か子こさんは、わたしの目めを、まっすぐに見みつめる。

　それから、ふっと笑えみを見みせる。

「なら、行いってきなさい！　わたしも、情じょう報ほう収しゅう集しゅうはつづけてみるわ。今いままでタキオンは、こんなテロみたいなことは、しかけてこなかったから、なにか裏うらの事じ情じょうがあるのかもしれない」

「わかりました。まかせます！」

　正しょう直じき、美み華か子こさんがバックアップとして、調ちょう査さをしてくれるのは、心こころ強づよい。

　たぶん、今いまのわたしは、目めの前まえの事じ件けんをどうにかするので、せいいっぱいだから。

　みんな、今いま行いくからね。

　無ぶ事じでいてよ、みんな！







　　　　６　２人ふたりの調ちょう査さ
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　アパートの部へ屋やの中なかは、みごとなほど書しょ類るいで散ちらかっていた。

　もともと、あんまり広ひろくないアパートの部へ屋やが、書しょ類るいで足あしの踏ふみ場ばもなくなってる。

「あ～～資し料りょうが多おおすぎるのよ」

　あたし──宇う佐さ美み桜さくら子こは、手てに持もっていた書しょ類るいを畳たたみの上うえにおいて、天てん井じょうをあおぐ。

　資し料りょうの調ちょう査さを再さい開かいしてから、５時じ間かんってところ。

　さすがに、集しゅう中ちゅう力りょくが切きれてくる。

「少すこし休きゅう憩けいにするか」

　マサキが立たちあがり、キッチンにむかう。

　あたしたちが、なぜこんなことをしているか。

　それは、まずあたしが、とある会かい社しゃのデータ入にゅう力りょくのバイトをしたことが始はじまり。

　今いまの自じ分ぶんを変かえたくて、人じん生せいで初はじめてアルバイトをやってみたものの、その会かい社しゃのパソコンで、秘ひ密みつの暗あん号ごうファイルをのぞいてしまった。

　今いま考かんがえると、見みなければよかったんだけど、好こう奇き心しんが勝かっちゃったんだから、しかたがない。

　そのことで、怖こわい黒くろ服ふくの男おとこたちに追おいかけられてしまい、間かん一いっ髪ぱつのところを、マサキっていうふしぎな男だん子しに、助たすけられたの。

　マサキも、あたしが見みてしまった情じょう報ほうを知しりたがっていて、あたしは自じ分ぶんの身みの安あん全ぜんを保ほ障しょうしてもらうかわりに、マサキに協きょう力りょくすることにしたんだ。

　マサキの説せつ明めいからわかったのは、あたしを追おっているのが、「タキオン」という名な前まえの、世せ界かい的てきな犯はん罪ざい組そ織しきだということ。

　そして、そのタキオンが、今いま、ろくでもない計けい画かくを立たてていること。

　その計けい画かくのほうは、マサキの知しり合あいの「正せい義ぎの味み方かた」にまかせることになってる。

　あたしたちの目もく的てきは、タキオンが、ほかにもまだ、なにかかくしていないかを、山やまのような資し料りょうから、探さがしだすこと。

　あるのかないのかすら、わからないものを探さがすんだから、正しょう直じき、楽たのしい作さ業ぎょうじゃない。

　だからといって、見み逃のがしたりして、なにか悪わるいことでもあったら、それこそ後こう悔かいしそうだし。

　……つまり、やるしかないってことになる。

「それにしても、世せ界かいの食しょく料りょう事じ情じょうについての資し料りょうが多おおすぎよ。まるで専せん門もんの研けん究きゅう施し設せつじゃない」

　数すう千せん枚まいの書しょ類るいの半はん分ぶん近ちかくに、世せ界かいの食しょく料りょうについてや、それにかかわることが書かかれている。

　たとえば、日に本ほんは食しょく料りょうの輸ゆ入にゅうが、輸ゆ出しゅつに対たいして圧あっ倒とう的てきに多おおい。

　つまり、日に本ほんの国こく内ないだけじゃ食しょく料りょうが足たりてないから、外がい国こくにお金かねをはらって食しょく料りょうを買かっている割わり合あいが、世せ界かいでも１、２を争あらそうほど高たかいことが、ことこまかなデータで、表あらわされてる。

　農のう林りん水すい産さん省しょうが出だしてるもので、天てんぷらそばでは、日に本ほんで材ざい料りょうをまかなっている部ぶ分ぶんは、22％だけだったなんていうデータもある。

　こういった、世せ界かい中じゅうの国くに別べつのデータが、まとめられてるんだよね。

「タキオンの犯はん罪ざいの根こん拠きょらしきものは、今いまのところ見みあたらないな」

　マサキが、マグカップにコーヒーを入いれて、もどってくる。

　マグカップを受うけとると、コーヒーの香かおりが鼻はなをくすぐって、ほっと息いきをつく。

「やっぱり、あっちの計けい画かくのほうが、本ほん当とうの目もく的てきだったんじゃない？」

　あたしは、コーヒーをひと口くち飲のんで、マサキに言いう。

　マサキが「正せい義ぎの味み方かたにまかせる」と言いってた計けい画かく。

　タキオンがＵＦパークを爆ばく破はするという、テロの計けい画かくだ。

　世せ界かい的てきな犯はん罪ざい組そ織しきというなら、それぐらいやりそうなものだと、思おもうんだけど……。

「ちがうな」

　マサキは、確かく信しんをもっているかのように、首くびを横よこにふる。

「少すくなくとも、おれが知しっているタキオンは、テロなんていう利り益えきの少すくない事じ件けんを起おこさない」

　たしかに、遊ゆう園えん地ちを１つ爆ばく破はしただけでは、なんの利り益えきも生うまない。

　あるとしたら、遊ゆう園えん地ちにいる人ひとを人ひと質じちにして、国くにや会かい社しゃからお金かねをとろうとするってことだろうけど……大おおがかりすぎるわりに、成せい功こうする確かく率りつが低ひくすぎる。

「暴ぼう力りょく的てきなことを絶ぜっ対たいにしないわけじゃない組そ織しきだが、それも利り益えきになる場ば合あいだ」

「徹てっ底てい的てきな実じつ利り主しゅ義ぎってわけね。たしかに無む差さ別べつテロ計けい画かくなんて、意い味みがないでしょうけど」

「そうだ。だから、テロにはなにか別べつの意い味みがあるはずだ。この資し料りょうに、その手てがかりがあると思おもったんだが……手て詰づまりだな」

　マサキが、散ちらばった資し料りょうに目めをやる。

　日に本ほんにいると、ほとんど名な前まえもきかないような、とある国くにの食しょく品ひんの輸ゆ出しゅつ入にゅうについて、食しょく品ひんごとに丁てい寧ねいに調しらべて、書かかれている。

　調ちょう査さした人ひとは、本ほん当とうに根こん気きがあると思おもうわ。

　…………ん？

　畳たたみの上うえに無む造ぞう作さにおかれた、１枚まいの資し料りょうに目めをとめる。これって……。

　あたしは、書しょ類るいを一いっ気きに読よみこんでいく。

「なにか見みつかったか？」

　マサキが、あたしの行こう動どうに気きづいて、声こえをかけてくる。

「これが少すこし気きになって」

　あたしは、読よんでいた資し料りょうを手てにとって、マサキに見みせる。

「なんだ？」

「この資し料りょう、世せ界かい的てきな食しょく料りょう不ぶ足そく対たい策さくとして、遺い伝でん子し組くみ換かえ食しょく品ひんについて書かかれているの。少すこし、ほかとは毛け色いろがちがう資し料りょうだな、と思おもって」

　今いままで見みてきた資し料りょうのほとんどは、どこの国くにが、どんな食しょく料りょうを輸ゆ入にゅうしていたり、または輸ゆ出しゅつしていたりするか。そんなことが、ひとつひとつの食しょく品ひん別べつにこまかく書かかれている感かんじだった。

　そこに、食しょく料りょう不ぶ足そくの対たい策さくについての資し料りょうは、なかったのよね。

　それに、もうひとつこの資し料りょうが、ほかとちがうところがある。

「たしかに……。だが食しょく料りょう事じ情じょうというテーマの一いっ環かんではある。対たい策さくについての資し料りょうがあっても、不ふ思し議ぎではないだろう」

「そうだけど、ここに書かいてある内ない容ようは、食しょく料りょう不ぶ足そくというより、その遺い伝でん子し組くみ換かえ食しょく品ひんの、作つくり方かたが専せん門もんの人ひとが、書かいているのよ。つづきを見みてみないとわからないけど、おそらくつづきの資し料りょうは、作つくり方かたについて説せつ明めいしてるんじゃないかと思おもうわ」

　あたしの記き憶おくにあったのは、資し料りょうを書かいた人ひとの名な前まえ。

　数すう年ねん前まえ、遺い伝でん子し組くみ換かえについて、興きょう味みを持もったことがあったんだけど、そのときに資し料りょうとして読よんだ本ほんを書かいた人ひとが、この人ひとだったのよね。

「なに？　食しょく料りょうの話はなしではなく、……作つくり方かたか。それは引ひっかかるな」

　マサキの目めが、するどくなる。

「でしょ。これ、日に本ほんの大だい学がくの教きょう授じゅが書かいてるの。だから、会あって話はなしをきければ、なにかわかるかもしれない」

「それこそ、むりだ。とつぜん、見み知しらぬ人にん間げんが行いったところで、門もん前ぜん払ばらいだろう。会あって話はなしをきくなど、不ふ可か能のうだ」

　マサキは、首くびを横よこにふる。

　……まあ、ふつうなら、そうなんだろうけど。

　もうここまで乗のりかかったら、あたしの正しょう体たいがばれることをおそれてる場ば合あいじゃない……か。

　まだ、迷まよいはある。

　だけど、その迷まよいの理り由ゆうは最さい初しょみたいに、マサキが信しん用ようできないからじゃない。

　あたしが、大だい学がくに出で入いりしているような女じょ子し高こう生せいだって知しったら、マサキの態たい度どが今いまとは少すこし変かわっちゃうんじゃないかっていう、ためらい。

　でも……だからって、このままにはしておけない。

　調しらべられるのに、ほうっておくなんて、あたしの性せい格かく的てきに、ゆるせないしね。

　あたしは、心こころを決きめてマサキを見みる。

「──そのことについてなんだけど」

　あたしは、マサキにこう提てい案あんした。

「あたしにまかせてくれない？」







　　　　７　その正しょう体たいは、まだヒミツ




　３メートルはありそうな、大おおきな門もん。

　そこから、見みえないぐらい遠とおくまで、石いしの塀へいがつづいている。

　鉄てつの門もん扉ぴは開ひらいていて、門もんの両りょうサイドにそれぞれ、制せい服ふくすがたの警けい備び員いんが立たっている。

　そのあいだを、何なん人にんものおしゃれな服ふくの学がく生せいが、足あしばやにだったり、友とも達だちとおしゃべりしながら、出で入いりしていく。

　あたしには、見みなれた景け色しきだけど、マサキにはどうなのかな？

　ふと、そんなことを考かんがえる。

　そう。ここは大だい学がく。

　しかも、あたしの通かよいなれたところとは、別べつの私し立りつ大だい学がくだ。

　あたしとマサキは、資し料りょうを書かいた教きょう授じゅのいる大だい学がくに、やってきていた。

　電でん車しゃで２時じ間かんほど移い動どうしたけれど、もっと遠とおい大だい学がくかもしれなかったから、運うんがいい。

　さすがに、飛ひ行こう機きに乗のって移い動どうするようなところだったら、困こまっていたし。

「……ただ者ものじゃないと判はん断だんしていたはずだが、本ほん当とうになにものなんだ、きみは？」

　マサキは、あたしのことをジロリと見みる。

「ただの、ちょっと頭あたまのまわる女じょ子し高こう生せいだって、前まえにも言いったでしょ」

　あたしは、とぼける。

　やっぱり、正しょう直じきに話はなすのは勇ゆう気きがいる。

　……まあ、話はなさなくたって、マサキが本ほん気きであたしのことを調しらべたら、かんたんだろうけど。

「ただの女じょ子し高こう生せいが、著ちょ名めいな大だい学がく教きょう授じゅに急きゅうなアポをとって、すぐに面めん会かいしてもらえるなんて、きいたことがないがな」

「そ、それはそうかもね」

　あたしは、否ひ定ていもしないけど、答こたえるつもりもない、という態たい度どで言いう。

　教きょう授じゅのいる、Ｂ棟とうの建たて物ものにむかいながら、マサキのほうをチラチラとうかがう。

　ここの教きょう授じゅに連れん絡らくをとるまでにも、けっこうむちゃをやったんだよね。

　まず、あたしがお世せ話わになっている北きた澤ざわ教きょう授じゅに連れん絡らくをとって、学がく内ないの生せい物ぶつ学がく部ぶや農のう学がく部ぶで、遺い伝でん子し組くみ換かえを研けん究きゅうしている先せん生せいを紹しょう介かいしてもらった。

　その先せん生せいにむりをいって、資し料りょうを書かいた教きょう授じゅを紹しょう介かいしてもらい、今日きょう会あえるように連れん絡らくをとった、というわけ。

　それが昨日きのうの夜よるの話はなし。

　授じゅ業ぎょうが始はじまる前まえに、ほんの10分ぷんだけなら、と時じ間かんをとってもらったんだ。

　それも全ぜん部ぶ、北きた澤ざわ教きょう授じゅのおかげなんだけど。

　紹しょう介かいするときに、いろいろと急いそぎだと、お願ねがいをしてくれたみたい。

　とつぜんいなくなったあたしのことを、教きょう授じゅもだいぶ心しん配ぱいしてたけど、事じ情じょうは話はなせるわけがないから、ごまかしちゃった。

　心こころ苦ぐるしかったなあ。

　これらのことを、マサキには、どこに連れん絡らくしているのか内ない緒しょでやったから、すごくあやしまれていても、しかたがない。

「……はあぁ。追つい及きゅうしても、時じ間かんのムダか」

　マサキは、急きゅうにため息いきをつく。

「桜さくら子このことを、疑ぎ問もんに思おもうのは、まずはおいておくことにした」

　あれ？　いいの？

「どうせ、きいても答こたえないだろう。なら、むりにききだすつもりはない。それに約やく束そくの時じ間かんまで、そうないだろう」

　……そういうもの？

　というか、時じ間かん!?

　あたしは、スマホの時と計けいを確かく認にんする。

　午ご前ぜん９時じ20分ぷん。

　９時じ30分ぷんの約やく束そくだから、けっこうギリギリだ。

　早はやくつきすぎるのも迷めい惑わくだけれど、遅おくれるのもまずい。

「マサキ、いそぐわよ。むりやりお願ねがいしてアポをとったのに遅ち刻こくだなんて、印いん象しょう悪わるすぎるわ」

　あたしは、あわててＢ棟とうの建たて物ものに入はいる。

　入いり口ぐちにある案あん内ない図ずで、研けん究きゅう室しつを確かく認にんして、あたしは進すすむ。

「桜さくら子こは、高こう校こう生せいのわりに、ずいぶん大だい学がくになれているな」

　　　ぎくっ

　マサキの言こと葉ばに、あたしの心しん臓ぞうがはねあがる。

　こういう、こまかいところも観かん察さつできるから、マサキはあなどれない。

　……まあ、味み方かたなんだから、たよりにはなるんだけど。

「ここね」

　あたしは、ろう下かを進すすみ、あるドアの前まえで立たち止どまる。

　そこには、「村むら枝えだ研けん究きゅう室しつ」というプレートが、かけてある。

　あの資し料りょうを書かいた、村むら枝えだ聡さと史し教きょう授じゅの部へ屋やだ。

　研けん究きゅう室しつとはべつの、村むら枝えだ教きょう授じゅだけの個こ室しつらしい。

「時じ間かんもちょうどだな」

　９時じ27分ふん。

　気きがつくと、緊きん張ちょうして手てのひらに汗あせをかいてる。

　タキオンが裏うらで、なにかを計けい画かくしているのか。

　それを知しることができるのは、今いまはあたしとマサキだけ。

　そして、このドアのむこうに、その手てがかりがあるかもしれない。

　あたしは、深しん呼こ吸きゅうする。

　さてと。

　気き合あいを入いれ直なおすと、あたしはドアをノックした。







　　　　８　恐きょう怖ふの計けい画かく




　　　コンコン

「はい、どうぞ。開あいてますよ」

　ノックしてすぐに、ドアのむこうから、男おとこの人ひとの返へん事じがある。

　あたしは、マサキと視し線せんをかわして、うなずきあう。

「失しつ礼れいします」

　ドアを開あけると、目めにとびこんできたのは、本ほんの山やまだった。

　テーブルの上うえに、積つみ重かさねるように、おかれている。

　しかも、壁かべ際ぎわにも本ほん棚だながならび、すき間まなく、本ほんでうめつくされている。

　奥おくには教きょう授じゅ用ようの席せきらしき、立りっ派ぱなデスクが１つ。

　その手て前まえに、お客きゃくさん用ようなのか、ソファとテーブルがおかれている。

　北きた澤ざわ教きょう授じゅの部へ屋やも、たずねたことがあるけど、こんなに本ほんがないから、その差さにまずとまどう。

　でも、研けん究きゅう分ぶん野やがちがうから、とうぜんといえばとうぜんね。

　実じっ験けんのデータを重じゅう要よう視しする研けん究きゅう者しゃと、いろいろな人ひとが書かいた研けん究きゅうレポートを参さん考こうにする研けん究きゅう者しゃとでは、部へ屋やの中なかもちがうのは、考かんがえてみればあたりまえか。

　あたしは納なっ得とくして、すぐに頭あたまを切きりかえる。

「よくきたね。私わたしが村むら枝えだだ」

　村むら枝えだ教きょう授じゅは、細ほそ身みの体たい型けいの50代だいぐらいの男おとこの人ひとだ。

　髪かみはきれいに整ととのえられて、背せすじもピンとのびていて、清せい潔けつ感かんがある。

　大だい学がく教きょう授じゅの中なかには、ぼさぼさ頭あたまで、身みだしなみに気きをつかわないような、けっこう個こ性せい的てきな人ひともいるけど、村むら枝えだ教きょう授じゅはそういうタイプじゃないみたい。

「宇う佐さ美み桜さくら子こです。急きゅうなお願ねがいを快かい諾だくしていただいて、ありがとうございます。こちらは、友ゆう人じんの藤とう堂どうマサキです」

　村むら枝えだ教きょう授じゅにあいさつをして、ふたりで頭あたまを下さげる。

　いちおう、ここではマサキは、あたしと同おない年どしの友とも達だち、ということにしてある。

　マサキに名みょう字じをきいたら、

「『藤とう堂どう』ということにしておいてくれ」

　って言いっていた。

　あきらかに、本ほん当とうの名みょう字じじゃないよね。

　村むら枝えだ教きょう授じゅから、ソファをすすめられ、あたしとマサキはすわる。

「お茶ちゃとオレンジジュースとアイスコーヒーがあるけど、なにが飲のみたい？」

　村むら枝えだ教きょう授じゅは、部へ屋やのすみにある小こ型がたの冷れい蔵ぞう庫こにむかうと、きいてくる。

「それじゃあ、オレンジジュースで」

「アイスコーヒーでお願ねがいします」

　あたしとマサキが答こたえる。

「……大だい学がく教きょう授じゅというから、もっと上うえから目め線せんなのかと思おもっていた」

　マサキが、小こ声ごえで言いってくる。

「そういう人ひとがいないとは言いわないけど、だいたいはいい人ひとよ。そんなの教きょう授じゅにかぎらないでしょ。人ひとによる」

　あたしが言いうと、マサキは納なっ得とくしたようにうなずく。

　村むら枝えだ教きょう授じゅは、コップに飲のみ物ものをそそぐと、こちらにもどってきた。

「高こう校こうの部ぶ活かつ動どうで、遺い伝でん子し組くみ換かえ食しょく品ひんについて調しらべていて、私わたしに話はなしをききたい、ということだったね。若わかい人ひとが興きょう味みを持もってくれるのは、うれしいよ。身み近ぢかな問もん題だいだからね」
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　あたしたちがコップを受うけとると、村むら枝えだ教きょう授じゅは、むかい側がわにすわる。

「はい。生せい物ぶつ学がく研けん究きゅう会かいという部ぶ活かつをしていて、そこで調しらべることになったんです」

　あたしは、考かんがえておいた「設せっ定てい」を話はなす。

　さすがに、犯はん罪ざい計けい画かくの可か能のう性せいが……なんて、話はなせるわけないし、信しんじてもらえる自じ信しんもない。

「なるほど。しかし宇う佐さ美みくん、きみの研けん究きゅう分ぶん野やは、ぶつ……」

「あ、あの！　村むら枝えだ教きょう授じゅのご著ちょ書しょを拝はい読どくして、ぜひお話はなしをうかがいたいと、思おもったんです！」

　あたしは、村むら枝えだ教きょう授じゅの言こと葉ばを打うち消けすように、あわてて言いう。

「うん？　そうなのか。気きに入いるほど読よんでもらえたなら、光こう栄えいだね」

　村むら枝えだ教きょう授じゅは、うれしそうに笑わらう。

　どうやら、ごまかせたみたい……。

　北きた澤ざわ教きょう授じゅの紹しょう介かいだから、あたしのことは、とうぜん知しってるんだよね。

　ちらりとマサキをうかがうと、さっきの村むら枝えだ教きょう授じゅの言こと葉ばを気きにした様よう子すもなく前まえをむいている。

　……気きがつかなかったわけがないと思おもうけど、さっきも言いっていたとおり、今いまはおいておくことにしてるみたい。

　わたしも、視し線せんを村むら枝えだ教きょう授じゅにむける。

　村むら枝えだ教きょう授じゅと話はなしをするのは、あたしの役やく割わりだ。

「それで、さっそくなんですが、遺い伝でん子し組くみ換かえ食しょく品ひんについて、教おしえていただきたいのですが」

「そうだね。だが、ここできみたちがどれぐらい知ち識しきを持もっているのか、確かく認にんしているのは時じ間かんがもったいない。私わたしが基き本ほん的てきなことから、説せつ明めいするかたちでいいかな？」

「はい。そうしていただけると、助たすかります」

　あたしはおもわず、満まん面めんの笑えみでうなずく。

　あっ、いけない、いけない。

　あたしは、ゆるんだほおを引ひきしめる。

　専せん門もんの研けん究きゅう者しゃに、基き礎そから教おしえてもらえる機き会かいなんて、そうそうない。

　そう思おもうと、いつもの知ち識しき欲よくが出でてきて、ついうれしくなってしまったけど、目もく的てきはそこじゃないんだから。

「遺い伝でん子し組くみ換かえとは、作さく物もつの遺い伝でん子しを組くみ換かえることで、寒さむさに強つよくしたり、虫むしにやられにくくしたりして、収しゅう穫かく量りょうを安あん定ていさせたり、増ふやしたりする技ぎ術じゅつだ」

　村むら枝えだ教きょう授じゅの説せつ明めいに、あたしは真しん剣けんにききいる。

「人ひとは、今いままでも作さく物もつを交こう配はいさせることで、食たべるものを豊ゆたかにしてきた。品ひん種しゅ改かい良りょうというものだ。これは自し然ぜんな方ほう法ほうで、作さく物もつを食たべやすいものに変かえる方ほう法ほうだ。身み近ぢかなところなら、お米こめの品ひん種しゅがあるだろう。あれはよりおいしいものを求もとめて、人ひとが別べつ々べつのお米こめを交こう配はいさせて、新あたらしいお米こめをつくったことでできあがる。みかんやぶどう、いちごなど、さまざまな果くだ物ものでも、より甘あまいものをつくったりするために、甘あまい品ひん種しゅをかけあわせて、新あたらしい品ひん種しゅをつくることがある」

「でも、それは人ひとの手ては入はいっていても、植しょく物ぶつを自し然ぜんの力ちからで交こう配はいさせているんですよね？」

「まあ、多た少しょうむりやりなところもあるが、自し然ぜんといえるだろうね。だが、遺い伝でん子し組くみ換かえ食しょく品ひんはちがう」

　村むら枝えだ教きょう授じゅはそう言いって、息いきをつく。

「遺い伝でん子し組くみ換かえの方ほう法ほうの１つに、アグロバクテリウム法ほうというのがある。これは、アグロバクテリウムという細さい菌きんの一いち部ぶを抜ぬきとり、組くみこみたい遺い伝でん子し──ＤＮＡを入いれて、また、アグロバクテリウムにもどす。そして、そのアグロバクテリウムを遺い伝でん子し組くみ換かえしたい作さく物もつに感かん染せんさせるんだ。そして、培ばい養ようして増ふやせば遺い伝でん子し組くみ換かえ作さく物もつのできあがり、だ」

「細さい菌きんに感かん染せんさせるというと、なんだか危あぶない気きもするんですが……」

　あたしは、たずねる。

　細さい菌きんと言いえば病びょう気きと関かん係けいするもの、とふと頭あたまをよぎる。

「細さい菌きんといっても、害がいがないものは、いくらでもある。ヨーグルトには乳にゅう酸さん菌きんが入はいっているし、納なっ豆とうをつくるには納なっ豆とう菌きんをつかう。細さい菌きんは身み近ぢかなもので、あつかいかたをまちがえなければ、人にん間げんの生せい活かつを豊ゆたかにする」

「たしかに……」

　言いわれてみれば、身み近ぢかな存そん在ざいかも。

　人ひとの腸ちょうの中なかには、数すう百ひゃく兆ちょうの細さい菌きんが住すんでる、と前まえに本ほんで読よんだことがある。

　自じ分ぶんの体からだの中なかにあるのなら、世せ界かい中じゅうにあるのは、ぜんぜん不ふ思し議ぎじゃない。

「遺い伝でん子し組くみ換かえ食しょく品ひんは、どれぐらい、つくられているんですか？」

「年ねん々ねん増ふえているよ。大だい豆ずは80％以い上じょう、トウモロコシでも30％以い上じょう。ジャガイモ、食しょく用よう油あぶらにつかうナタネなんかも、だいぶ増ふえたね。繊せん維いにつかうワタも、大だい部ぶ分ぶんが遺い伝でん子し組くみ換かえ作さく物もつになっているよ」

「思おもった以い上じょうに多おおいですね……」

　マサキが、おどろいた顔かおをしてる。

「だろう。便べん利りだから、どんどん増ふえている。収しゅう穫かく量りょうが増ふえるし、害がい虫ちゅう対たい策さくも最さい小しょう限げんですむ。だが、反はん対たい意い見けんもある」

「反はん対たい、ですか。問もん題だい点てんがあるということですね」

「いくつかの問もん題だいは起おきている。食しょく品ひんなら安あん全ぜん性せいへの不ふ安あんがあるし、作さく物もつの遺い伝でん子しを組くみ換かえたことで、ほかの作さく物もつや虫むしや動どう物ぶつなど、生せい態たい系けいに影えい響きょうがあるのではないか、と主しゅ張ちょうする声こえもある。だが、今いまとなってはもう遺い伝でん子し組くみ換かえ作さく物もつのない世せ界かいには、そうかんたんにもどれない。その段だん階かいに、もうこの世せ界かいはきているんだ」

　そこまで、遺い伝でん子し組くみ換かえ食しょく品ひんは使つかわれてるんだ……。

　さすがに、あたしも知しらなかった。

　でも、ここまできいても、いいことにしか使つかえそうにないよね。

　あのタキオンの資し料りょうは、気きにしすぎだった？

「害がい虫ちゅうや寒さむさに強つよいものがつくれる──ということは、あえて弱よわい植しょく物ぶつを作つくろうとしても、できるということですか？」

　マサキが質しつ問もんする。

　あっ……そうだ。

　たしかに、今いまの説せつ明めいなら、できてもおかしくなさそうだ。

　村むら枝えだ教きょう授じゅは、質しつ問もんの意い味みがわからなかったのか、首くびをかしげつつも答こたえてくれる。

「もちろん、つくれるが、それには意い味みがないだろうね」

「意い味みがない、というのは、どういうことですか？　強つよい作さく物もつと交こう配はいして、弱よわくなったりはしませんか？」

　あたしは、マサキの考かんがえを察さっして質しつ問もんする。

　マサキが言いいたいのは、弱よわい作さく物もつを強つよい作さく物もつと交まじり合あわせてしまうことで、強つよい作さく物もつを弱よわくしてしまうことが、可か能のうかどうか、ということだと思おもう。

　タキオンが、それを狙ねらう意い味みはわからないけど。

「たとえば、寒さむさに弱よわい麦むぎをつくったとしよう。それを寒さむさに強つよい麦むぎの近ちかくに植うえたところで、強つよい麦むぎのいきおいにやられてしまう。ほんの一いち部ぶが、交こう配はいして弱よわい麦むぎになったところで、被ひ害がいは微び々びたるものだし、すぐに対たい応おうできるよ」

「なるほど……」

　言いわれてみれば、弱よわい作さく物もつなのだから、強つよい作さく物もつの近ちかくでは、長ながく生いきていられないにちがいない。

　となると、とくにそれが脅きょう威いになるようなことはない？

　遺い伝でん子し組くみ換かえの資し料りょうがあったのは、なにか表おもての会かい社しゃのもので、タキオンの裏うらの計けい画かくなんて、存そん在ざいしなかった？

　それならそれで、安あん心しんはできるんだけど……なにか引ひっかかる。

「しかし、おもしろいことをきいてくるね」

「い、いえ、あの……遺い伝でん子し組くみ換かえ作さく物もつが、悪わるいことに使つかわれたりしないのか、というのも、ちょっと調しらべていたので」

　あたしは、あわてて言いいわけする。

　ここには、真面目まじめな高こう校こう生せいとしてきているのだから、あんまり外はずれたことばかりを、きくわけにもいかない。

「……ふむ。悪わるいこと、か」

　村むら枝えだ教きょう授じゅは、考かんがえるように腕うでを組くむ。

「なにかあるんですか？」

　マサキが、うながすようにきく。

「遺い伝でん子し組くみ換かえ作さく物もつの危き険けん性せいとして、方ほう法ほうは、考かんがえられなくはないよ」

「いったいどんな、方ほう法ほうが？」

　思おもわず、ソファから腰こしをうかしそうになり、ぐっと我が慢まんする。

「さっきのたとえなら、遺い伝でん子し組くみ換かえで強つよい麦むぎをつくった。これは、かんたんには寒さむさや害がい虫ちゅうにはやられないし、収しゅう穫かく量りょうも安あん定ていしている。これをどうにかするのなら、方ほう法ほうは単たん純じゅんだ。もっと強つよい作さく物もつを遺い伝でん子し組くみ換かえでつくるんだ」

「もっと強つよい、ですか？」

　あたしは、首くびをひねる。

　弱よわくしたいのに、強つよい作さく物もつ？

「強つよい麦むぎより、さらに強つよい作さく物もつで、その場ばの土つちの栄えい養ようを、根ねこそぎ奪うばってしまうようなものだね。自し然ぜん界かいでも、より強つよい植しょく物ぶつが弱よわい植しょく物ぶつを、枯かれさせてしまうことは、めずらしくない。それを遺い伝でん子し組くみ換かえ作さく物もつで、人じん為い的てきに行おこなうことは、可か能のうだろう」

「そんなこと、できるんですか!?」

　あたしは、今こん度どは我が慢まんできずに、ソファから立たちあがる。

「あ、ああ。ただ、やる意い味みがない。作さく物もつをそこまで強つよくするのは難むずかしいから、もともとあるていどの繁はん殖しょく力りょくの強つよさをもつ作さく物もつにかぎられる。となると、雑ざっ草そうに近ちかい植しょく物ぶつになるだろう。それを人じん工こう的てきに増ふやしたところで、なんの意い味みがある？」

　あたしのいきおいに、村むら枝えだ教きょう授じゅは少すこしとまどいつつも、説せつ明めいしてくれる。

　それは、そうだ……。

　遺い伝でん子し組くみ換かえで、寒さむさや害がい虫ちゅうなどにも強つよくした作さく物もつより、さらに強つよい植しょく物ぶつ。

　それを増ふやすことが、秘ひ密みつの犯はん罪ざい組そ織しきの計けい画かく？

　……いや。

　可か能のう性せいはあるかもしれない。

　あたしは、となりにすわるマサキを見みる。

　マサキは難むずかしい顔かおで、考かんがえこんでいる。

　マサキも、なにか思おもいついたみたい。

　時と計けいを確かく認にんすると、教きょう授じゅと約やく束そくしていた時じ間かんが、そろそろ終おわる。

「村むら枝えだ教きょう授じゅ。貴き重ちょうなお時じ間かんをいただいて、ありがとうございました」

　あたしは頭あたまを下さげて、お礼れいを言いう。

　となりで、マサキもいっしょに頭あたまを下さげてる。

「ああ、もうこんな時じ間かんか。おもしろい話はなしができて、楽たのしかったよ。またなにかあれば、時じ間かんをつくろう」

　村むら枝えだ教きょう授じゅは、迷めい惑わくそうな顔かおひとつせずに、笑え顔がおで答こたえてくれる。

　本ほん当とうにいい教きょう授じゅに話はなしがきけて、よかった。

「……どう思おもう？」

　Ｂ棟とうの建たて物ものの外そとまで出でたところで、歩あるきながら、あたしはマサキにきく。

「最さい後ごのやつのことだな？」

「そう。遺い伝でん子し組くみ換かえで強つよくした作さく物もつすら、枯からしてしまうような植しょく物ぶつの可か能のう性せい。もしも、作つくれてしまっていたとしたら？　遺い伝でん子し組くみ換かえは、自し然ぜんの流ながれから外はずれた進しん化かだから、急きゅう速そくに広ひろまって、人ひとの手てでは止とめられないかもしれない」

「それで広こう大だいな作さく物もつ畑ばたけが枯かれてしまったら、とんでもない損そん害がいになるだろう。作さく物もつの輸ゆ出しゅつで成なり立たっている国くにも多おおいし、日に本ほんのように自じ給きゅう自じ足そくできずに、輸ゆ入にゅうにたよる国くにもある。どちらにとっても、致ち命めい的てきだ」

「タキオンは、それを利り用ようすると思おもう？」

　あたしは、さっき村むら枝えだ教きょう授じゅから、話はなしをきいたときに、思おもったことをきいてみる。

　……なかば、想そう像ぞうはついていたけど。

「タキオンが、利り用ようしないわけがない。タキオンは世せ界かいを破は滅めつさせる気きはないはずだ。幹かん部ぶの１人ひとりを知しっているが、荒こう野やの君くん臨りん者しゃになるようなタイプじゃない。だが、それを元もとに国くにをおどしたりするには、十じゅう分ぶんだ」

「やっぱり……。国くにをおどして、利り益えきを得える。その国くにをいいように、あやつることすらできるかもしれない。マサキが前まえに言いっていた、タキオンのやり方かたにもあうわね」

　わかっていたとはいえ、そうなった世せ界かいを想そう像ぞうして、背せすじがゾクリとする。

「だが、そうなるとＵＦパークのテロ計けい画かくはいったい、なんなんだ？」

　マサキは、まゆをひそめて、考かんがえる顔がおをする。

「それも謎なぞね。……そういえば、あっちは本ほん当とうにだいじょうぶなの？　今朝けさ、どこかに行いってきたようだけど」

「ああ、ちょっとしたアンティークショップに、立たち寄よってきただけだ」

「あ、アンティークショップ!?」

　予よ想そう外がいの答こたえに、あたしは思おもわず、大おおきな声こえをあげる。

　マサキにジロリと見みられて、あわてて口くちもとをおさえる。

「前まえに言いった、『正せい義ぎの味み方かた』の、連れん絡らく先さきの１つだ。あそこに知しらせておけば、話はなしは通とおるだろうからな」

　マサキは、それだけ答こたえると、また考かんがえこみ始はじめる。

　言いってる意い味みはさっぱりだけど、マサキがだいじょうぶと言いうなら、信しんじるしかない。

　警けい察さつに通つう報ほうしても、意い味みはうすい。

　こっちはこっちで、重じゅう大だい事じをかかえてる。

　両りょう方ほうに対たい処しょするのは、不ふ可か能のうだ。

　話はなしながら歩あるいていたら、いつのまにか大だい学がくの外そとまできていたらしい。

　景け色しきが見みなれない、お店みせのならぶ繁はん華か街がいに変かわっている。

　どこかで、ゆっくり考かんがえたいところだけど……。

　あたりを見みまわして、すぐにカフェを見みつける。

「ねえ、マサキ。あそこで休やすんでいかない？」

　あたしは、だまったままのマサキに言いう。

　マサキは顔かおを上あげると、あたしが示しめしたカフェを見みる。

「そうだな。こんな街まち中なかなら、おそわれる心しん配ぱいも少すくないだろう」

　マサキがうなずき、あたしと２人ふたりでカフェにむかう。

　歩あるきながら、あたしは考かんがえる。

　遺い伝でん子し組くみ換かえ植しょく物ぶつで、広こう大だいな作さく物もつ畑ばたけを人ひと質じちにとる。

　つまりそれは、食しょく料りょうを人ひと質じちにとる、と同おなじ意い味みになる。

　世せ界かいは大だい混こん乱らんにおちいって、飢き餓がでどれだけの人ひとが亡なくなるか、わからない。

　そして、世せ界かいはタキオンにうばわれる。

　あたしは、どこかでまだ、無む関かん係けいな世せ界かいの話はなしだと思おもってた。

　それに、巻まきこまれただけだって。

　でも、もうそんなことは言いってられないかもしれない。

　これは、あたしの世せ界かいの話はなしでもあるんだから。







　　　　９　特とく別べつな関かん係けい




　カフェで席せきにつくと、ほっと息いきをつく。

　あたしの前まえには、チョコレートドーナツとアイスミルクティー。

　マサキの前まえには、ブレンドコーヒーがおかれている。

　頭あたまをフル回かい転てんさせているせいか、甘あまいものが食たべたくなるんだよね。

　カフェの中なかは、お客きゃくさんがちらほらといるぐらいで、すいている。

　ランチタイムには早はやいし、会かい社しゃも学がっ校こうもある日ひだから、あたりまえかもしれないけど。

　でも、ちょうど静しずかに考かんがえたかったから、よかった。

　はしの席せきで、ほかのお客きゃくさんと、少すこしはなれた場ば所しょだし。

「それで、どうするの？」

「どうする、とは」

「もしタキオンの計けい画かくが、あたしたちの考かんがえたとおりのものだとして、それをどうやって実じっ行こうするのかは、さっぱりわからないまま。手て出だししようがないじゃない」

　あたしは、声こえをひそめて言いう。

　タキオンの計けい画かくについては、予よ想そうがたてられた。

　だけど、それを、いつ、どこで、どうやってやるのかがわからなくちゃ、阻そ止ししようがない。

「また調しらべるしか、ないだろう。セキュリティレベルは上あがっているだろうが、また忍しのびこむことも考かんがえないとな」

「忍しのびこむ……」

　あのときの恐きょう怖ふがよみがえって、身体からだがぶるっとふるえる。

　警けい備びをしていた大おお男おとこや、あたしを追おいかけてきた黒くろ服ふくの男おとこたち。

　また、あんなのがいるところに行いくと考かんがえると、正しょう直じき、足あしがすくむ。

「桜さくら子こはむりをするな。今こん度どはおれ１人ひとりで……」

　マサキが言いいかけて、口くちをとざしたので、あたしは顔かおを上あげる。

　すると、目めの前まえに男おとこの人ひとが立たっていた。

　目め立だつ金きん髪ぱつで、ととのった顔かお立だちに、さわやかな笑えみをうかべている。

　いわゆるイケメンというやつに入はいるのは、まちがいない。

　白しろのシャツに、グリーンのカーディガンをはおって、ジーンズのズボンというすがたは、ラフだけれど、着きこなし方かたのせいなのか、すごくしゃれて見みえる。

　だけど、あたしが気きになったのは……。

　ちらりとマサキを見みる。

　マサキが、今いままで見みたことのないような顔かおで、目めを見み開ひらいて、この男おとこの人ひとのことを見みている。

「……ファンタジスタ様さま……生いきていらして……」

　ぼうぜんとした表ひょう情じょうのまま、マサキが言いう。

　ファンタジスタ？　この男おとこの人ひとの名な前まえ？

　名な前まえにしては、ずいぶんと変かわってるけど。

　それに、マサキのこの様よう子すからすると、この男おとこの人ひとはおそらく……。

「とうぜんだろう。マジシャンが死しんでしまっては、観かん客きゃくが悲かなしむからな」

　金きん髪ぱつの男おとこの人ひとはそう言いって、肩かたをすくめる。

　マサキが、ハッとしたように立たちあがろうとするが、それを金きん髪ぱつの男おとこの人ひとが手てで制せいする。

「目め立だつ真似まねはやめておいてくれ。久ひさ々びさの再さい会かいを味あじわいたいところだが、そうもいかない」
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　金きん髪ぱつの男おとこの人ひとは、あたしとマサキの間あいだの、空あいている席せきにすわる。

　目め立だたないようにといっても、この金きん髪ぱつの男おとこの人ひとが、そもそも目め立だっているから、関かん係けいない気きもする。

　今いまも、店てん内ないの女おんなの人ひとが、視し線せんをむけてきているし。

「失しつ礼れいしました」

　マサキは、顔かおこそ冷れい静せいをたもっているものの、テーブルの下したでは、落おちつかないように、ひざの上うえで手てが動うごいてる。

　高たかぶる気き持もちを、必ひっ死しでおさえている。そんなふうに見みえる。

　この金きん髪ぱつの男おとこの人ひとは、マサキにとって、そういう相あい手てだってことなんだと思おもう。

「マサキには、やってもらいたいことがある。ここに行いってほしい」

　金きん髪ぱつの男おとこの人ひとは、メモ用よう紙し１枚まいと、ＵＳＢメモリをテーブルにおく。

「これは……？」

　マサキが、メモとＵＳＢメモリに手てをのばし、たずねる。

「このメモは、きみたちが調しらべているものの、取とり引ひきが行おこなわれる場ば所しょだ。ＵＳＢメモリには、わかっているやつらの拠きょ点てんのデータが入はいっている。すぐに引ひきはらわれるだろうがな」

　まさか！

　あたしは、思おもわずメモを見みてから、金きん髪ぱつの男おとこの人ひとを見みる。

　なにを考かんがえているのか、にこやかな笑えみを、あたしにむけてくる。

　あたしたちが、今いま一いち番ばん欲ほしいものを、このタイミングで持もってきた？

　ふつうに考かんがえたら、あやしい。

　あやしいんだけど、この人ひとがもしも思おもったとおりの人ひとなら、その必ひつ要ようはないのかもしれない。

「それでは、本ほん当とうにやつらの狙ねらいは……！」

「とある遺い伝でん子し組くみ換かえを行おこなった植しょく物ぶつのデータだ。ヨーロッパの小しょう国こくで、秘ひ密みつ裏りに研けん究きゅうされていたものだ。この植しょく物ぶつは、麦むぎや米こめなどの主しゅ要ような食しょく品ひんになる作さく物もつを弱よわらせ、つくった毒どく素そを作さく物もつに吸きゅう収しゅうさせるらしい」

「そんなものが！」

　あたしはおどろいて、ガタッとテーブルをゆらす。

「お嬢じょうさん、落おちついて。せっかくのかわいい顔かおを、そんなふうにけわしくしたらもったいない」

　金きん髪ぱつの男おとこの人ひとは、歯はの浮うくようなセリフを、スラスラと言いう。

　なんだろう、この人ひと。

　真面目まじめなのか不ふ真面目まじめなのか、つかみづらい。

「でも、そんな話はなしをここでしていいんですか？　だれか、きいているかも」

　あたしは、まわりを見みまわす。

　聞きき耳みみをたてられている様よう子すはないけど、それは素人しろうと目めで見みた話はなしでしかない。

「こんな話はなし、知しらない人にん間げんがきいても、物もの語がたりの話はなしぐらいにしか思おもわないだろう。……そして、今いま相あい手てにしているのは、どこにいようが盗とう聴ちょうしてくるようなやつらだ。どこで話はなそうが、大たい差さない」

　金きん髪ぱつの男おとこの人ひとは、急きゅうに視し線せんをするどくする。

　思おもわず、気け圧おされて身みをひいてしまったけど、その視し線せんも一いっ瞬しゅんのこと。

　すぐに、ニコニコとした笑えみにもどる。

　でも、この人ひとの言いうことが本ほん当とうなら、予よ想そうしていたより、事じ態たいは深しん刻こくだ。

　あたしたちは、まだ研けん究きゅう段だん階かいだと思おもっていたんだから。

　それが、もう研けん究きゅうは完かん成せいして、植しょく物ぶつのデータの取とり引ひきが行おこなわれる段だん階かいだという。

　どう考かんがえても、後ご手てにまわりすぎてる。

「その取とり引ひきを、マサキに阻そ止ししてもらいたい、という話はなしなんだ」

　金きん髪ぱつの男おとこの人ひとは、ちょっと買かい物ものに行いってきてほしい、と言いうかのような気きがるさで言いう。

「ファンタジスタ様さまは、どうなさるんですか？」

　マサキが、けげんな顔かおになる。

「べつの用ようがあってね。こちらも重じゅう大だい事じなんだ」

　重じゅう大だい事じ……？

　それって……。

「もしかして、ＵＦパークのことですか？」

　あたしは、ふと気きづいて、たずねる。

「きみはなかなか聡さといね」

　金きん髪ぱつの男おとこの人ひとが、あたしをまじまじと見みる。

「なるほど。この短たん期き間かんでやつらの思おも惑わくに、これだけ近ちかづけたのは、きみの力ちからもあってか。こっちの人にん間げんが半はん年としかかって調しらべた成せい果かが、さっきのメモだというのに」

　金きん髪ぱつの男おとこの人ひとは、どこかあきれたような顔かおをしている。

「こっち、ですか？」

　気きにかかる言こと葉ばに、あたしは首くびをひねる。

「タキオンと敵てき対たいしている組そ織しきだ。タキオンに世せ界かいを牛ぎゅう耳じらせないよう、阻そ止しするために動うごいている」

「なら、いい人ひとたちなんですね」

　そういう人ひとたちがいるなら、少すこしは安あん心しんできる。

　だけど、金きん髪ぱつの男おとこの人ひとは意い地じ悪わるい笑えみをうかべると、クスッと笑わらう。

「いや。きみのような一いっ般ぱん人じんからしたら、彼かれらも悪あく人にんだよ」

「えっ？　でも、タキオンのことを阻そ止しするって……」

「悪わる者ものを阻そ止しするのが、正せい義ぎとはかぎらない。利り害がいでぶつかる、悪あく人にん同どう士しということもあるんだ。今こん回かい、タキオン阻そ止しに動うごいているのは、そういう悪あく人にんだよ」

「そ、そうなんですか……」

　あたしは、とまどいつつも、うなずく。

　それは間かん接せつ的てきに、この目めの前まえの金きん髪ぱつの男おとこの人ひとも悪あく人にんだ、という話はなしになっている。

　でも、あたしを追おいかけてきた黒くろ服ふくの男おとこみたいな悪あく意いは、この人ひとからは今いまのところ感かんじないけれど。

「やはり納なっ得とくがいきません。おれも、ファンタジスタ様さまとごいっしょに……」

　だまっていたマサキが、あきらめきれないように言いう。

　だけど、金きん髪ぱつの男おとこの人ひとは首くびを横よこにふる。

「ダメだ。マサキには取とり引ひき現げん場ばに行いってもらう。人ひと手でが足たりなくてね。というより、動うごける人にん間げんがほぼいない。こちらもマークされているんだ。ビルに忍しのびこんだのも、こっちのしわざだと思おもわれているようだから、きみたちはいわばノーマークなんだよ。これは命めい令れいだ」

「……わかりました」

　強つよい言こと葉ばで言いわれて、マサキはうなだれるように、うなずく。

　金きん髪ぱつの男おとこの人ひとが、あたしを見みた。

「きみはどうする？」

　えっ、あたし？

「きみは留る守す番ばんしているのが安あん全ぜんだろう」

「いいえ、ここまできたら、最さい後ごまで付つき合あいます。こんな話はなしを知しってしまって、留る守す番ばんなんてしてたら、気きが気きじゃないですから」

　タキオンの裏うらの計けい画かくを知しってしまってから、半はん分ぶんぐらいは覚かく悟ごが決きまっていた気きがする。

　ここで、下おりるなんてできない。いくらこわくたって。

「そうか。なら、きみとマサキの成せい功こうを祈いのろう」

　金きん髪ぱつの男おとこの人ひとが、立たちあがる。

　あたしも、あいさつを返かえそうと、顔かおをあげたところで、ふわりと一いち輪りんの赤あかい花はながテーブルに落おちてくる。

　それに視し線せんをうばわれていると…………あれ？

　目めの前まえから、金きん髪ぱつの男おとこの人ひとがいなくなっていた。

「マジック……？」

　あまりの出で来き事ごとに、あたしはあっけにとられる。

　店みせの窓まどぎわにすわっていたサラリーマン風ふうのスーツすがたの男おとこが、あわてたように立たちあがって、店みせを出でていくのが見みえる。

　もしかして、今いまのもタキオンの……？

　いや、それよりもあの金きん髪ぱつの男おとこの人ひと……。

　今いままでの会かい話わのキーワードが、頭あたまの中なかでつながっていく。

　たしか、ファンタジスタというマジックの技ぎ術じゅつをつかう怪かい盗とうが、ヨーロッパを中ちゅう心しんに活かつ動どうしている、というニュース記き事じを読よんだことがあったのを、思おもいだす。

　数すうカ月げつ前まえは、日に本ほんでも活かつ動どうしていたというのも、書かいてあった気きがする。

　それじゃあマサキは……？

　そこまで考かんがえて、やめておく。マサキのことだけ探さぐるのはフェアじゃない。

「いつまでも、ほうけている時じ間かんはない」

　マサキは、金きん髪ぱつの男おとこがいたときとは、ガラリと態たい度どが変かわって、もとにもどっている。

　こっちのほうが、あたしは付つき合あいやすいけどね。

「さっきのが、マサキの主あるじ様さま？」

　あたしは、立たちあがりながら、マサキにきく。

　マサキは、ぐっとかみしめるように言いった。

「そうだ。──生いきていらっしゃった」







　　　　10　最さい後ごのミッション




　セーフハウスにもどると、さっそく準じゅん備びに取とりかかる。

　場ば所しょがわかった以い上じょう、あとはそこに忍しのびこむしかない。

　メモに書かかれていたのは、取とり引ひき場ば所しょとその日にち時じ。

　しかも、日にち時じは今日きょうの昼ひるの２時じだ。

　今いまは12時じすぎ。

　準じゅん備びや移い動どうのことも考かんがえると、時じ間かんのよゆうはほとんどない。

　あたしは、もくもくとリュックサックに荷に造づくりをする。

　あまりなれたくはないけど、一いち度ど経けい験けんしたから、準じゅん備びもスムーズに進すすむ。

　リュックサックに、小こ型がたのライトやタブレット端たん末まつ、地ち図ずにコンパスをつめこんでいく。

「本ほん当とうに行いくつもりか？」

　窓まどぎわで、同おなじようにリュックサックに荷に物もつをつめていたマサキが、手てをとめて、あたしを見みている。

　その目めが、めずらしく迷まよっているように、ゆれている。

　ぶっきらぼうだけど、意い外がいとやさしく、気きをつかってくれるタイプなのは、ここ数すう日じつの付つき合あいでわかってる。

　だから、あたしはまっすぐに、マサキを見みつめ返かえす。

「もちろん。あたしでも、なにか役やくにたつかもしれない。役やくにたたなそうなら、迷めい惑わくのかからない場ば所しょで、おとなしくしてる」

　はっきりとした口く調ちょうで、マサキにつげる。

　それをきいて、マサキは短みじかく息いきをつく。

「わかった」

　どうやら、あたしの意い志しがかたいと、思おもってくれたみたいだ。

　本ほん当とうはあたしだって、こわい。

　足あしだって、気きをつけてないと、ガクガクふるえてきそう。

　だけど、マサキ１人ひとりで行いかせる気きにはならないんだ。

　あたしは、あらためて行いき先さきを確かく認にんする。

　メモに書かかれたタキオンが取とり引ひきを行おこなう場ば所しょは、街まちの中ちゅう心しんからはなれた倉そう庫こ街がい。

　地ち図ずで見みると、ＵＦパークからは意い外がいと近ちかくて、10キロぐらいしかはなれていない。

　わざわざ近ちかくを選えらんでる、ということは……。

「これは、ＵＦパークのテロに注ちゅう目もくを集あつめさせて、そのうちに取とり引ひきをすませるというつもりね」

　あたしは、タブレット端たん末まつに表ひょう示じさせた、地ち図ずを見みながらつぶやく。

　遠とおい場ば所しょのほうがよさそうに思おもえるけど、遠とおすぎると、それぞれの場ば所しょで人ひと手でが足たりてしまう場ば合あいがある。

　たとえば警けい察さつなら、東とう京きょう都とで事じ件けんが２つ起おきたら、どっちも警けい視し庁ちょうが動うごかなくちゃいけない。でも、事じ件けんがおきたのが東とう京きょう都とと千ち葉ば県けんでなら、警けい視し庁ちょうと千ち葉ば県けん警けいで別べつ々べつの人じん員いんをつかって対たい応おうできてしまう。

「そうだろうな。タキオンに対たい抗こう組そ織しきがあったのなら、これだけの大おおがかりなテロもうなずける。その組そ織しきへの対たい策さくなんだろう」

　あたしのつぶやきをきいて、マサキが言いう。

「あのマサキの主あるじ様さまという人ひとがにおわせていた、タキオンとは別べつの組そ織しきのことね。半はん年とし前まえから調ちょう査さしている、というようなことを言いっていたし、おたがいの手てのうちを探さぐりあっていたのかしら？」

「そんなところだろう。テロを起おこすときけば、対たい抗こう組そ織しきはそれを阻そ止ししに動うごかざるを得えない。そちらに人ひとをさいている間あいだに、手て薄うすになっているＵＦパークの近ちかくで取とり引ひきをすませる、という方ほう法ほうだ」

「でも、主あるじ様さまが言いうには、その組そ織しきだって『いい人ひと』ではないんでしょう？　テロなんて関かん係けいないんだから、放ほうっておくんじゃないの？」

　あたしのような一いっ般ぱん人じんから見みたら、どちらも悪あく人にんだ、と言いっていた。

　それなら、テロを無む視しすることだって、ありえそうなものだけど。

「それはないな。テロを無む視しするような組そ織しきなら、タキオンに対たい抗こうなどしないだろう。相あい手ては世せ界かい的てき犯はん罪ざい組そ織しきだ。戦せん力りょく差さは大おおきい。その対たい抗こう組そ織しきが、助たすかりたいだけなら、すなおにタキオンの傘さん下かに入はいればいい。だが、あえて争あらそうほうを選えらんでいる」

「つまり『悪あく人にん』ではあるけど、おとなしい『悪あく人にん』と、極ごく悪あくな『悪あく人にん』がいるっていう感かんじかな。考かんがえ方かたがちがうから、力ちからの差さがあっても争あらそうことを選えらんでる。……でも、ＵＦパークのテロ計けい画かくは、計けい画かくがバレてるんだから、中ちゅう止しする可か能のう性せいはあるんじゃない？」

　あたしは、ちょっとした希き望ぼうを持もって、きいてみる。

「いや。おそらくテロは起おこすだろう。起おこさないとわかってしまえば、取とり引ひき現げん場ばに人ひと手でをさかれる。だが、テロはわかっていても、そちらに人ひとをさかずにはいられない。つまり、タキオンの作さく戦せんは、もとからばれても問もん題だいがないんだ」

「取とり引ひきを成せい功こうさせるためだけに、ＵＦパークの人ひとたちの命いのちをおびやかすほうを、選えらぶわけね。たしかに『極ごく悪あく人にん』ね」

「それぐらいは、やるやつらだ」

　マサキは、吐はき捨すてるように言いう。

　今いままでもそんな気きはしてたけど、どうやら、なにかタキオンに思おもうところが、あるみたい。

「話はなしはここまでだ。行いくぞ」

　マサキの言こと葉ばに、あたしはうなずく。

　あたしとマサキは、準じゅん備びを整ととのえ終おえる。

　アパートのドアを開あけると、マサキが辺あたりを警けい戒かいする。

　あたしに目めで合あい図ずを送おくってきて、うなずいてアパートの外そとに出でる。

　強つよい日ひ差ざしに、目めを細ほそめる。

　さあ、行いかなくちゃ！

　あたしとマサキは、取とり引ひき阻そ止しのために動うごきだした。




　ほこりっぽいにおいが、鼻はなをむずむずさせる。

　メモに書かかれていた郊こう外がいの倉そう庫こ街がいにつくと、あたしとマサキは、取とり引ひき場ば所しょよりだいぶ手て前まえで、様よう子すをうかがう。

　あたりは、昼ひる間まだというのに人ひと気けがない。

　あきらかに、不ふ自し然ぜんだよね。

　倉そう庫こなら、そこで働はたらく人ひとがいるはずなのに、人ひとがいないだなんて。

　倉そう庫こ街がいのまわりには、ちょっとした林はやしがあるけど、鳥とりの鳴なき声ごえがきこえてくるだけで、人ひとの声こえはきこえてこない。

　どこの倉そう庫こも閉しまっていて、人ひとはいなそうに思おもえるけど……。

「あそこだな」

　マサキが、20メートルほど先さきの倉そう庫こを、目めでしめす。

　正しょう面めんの大おおきな扉とびらは、閉とじられていて、中なかは見みえない。

　窓まどがついているのも、２メートル以い上じょうの高たかい位い置ちだから、のぞくのはむりそう。

　人ひとの気け配はいなんてものがわかるマサキなら、なにか気きづいているのかもしれないけど。

　ちらりと、マサキを見みたけど、けわしいぐらいに真しん剣けんな目めで、倉そう庫こを見みている。

「桜さくら子こは、ここで待たい機きだ。まずは、おれだけで行いってくる」

　あたしは、うなずく。

　最さい初しょからついていっても、足あし手でまといになるのはわかってる。

　あたしが役やくにたてるとしたら、マサキが取とり引ひき場ば所しょを制せい圧あつしたあと。

　パソコンから情じょう報ほうを抜ぬきだしたりする作さ業ぎょうだ。

　あたしは、近ちかくのコンテナのかげにかくれる。

　それを確かく認にんして、マサキが倉そう庫こにむかって、すばやく近ちかづいていく。

　正しょう面めんのドアから入はいるのは、さすがにむちゃだから、高たかい位い置ちにある窓まどを確かく認にんしてる。

　もしかして、あそこから入はいるつもり？

　マサキは、近ちかくのコンテナの上うえに、かるがるとのぼる。

　そこからジャンプして、窓まど枠わくに飛とびつく。

　ふつうなら、大おおきな音おとが鳴なりそうなものだけど、ほとんど無む音おんで、それをこなしてる。

「……猫ねこの生うまれ変かわりじゃないの」

　あたしは、あらためて見みるマサキの身しん体たい能のう力りょくに、あきれつつ感かん想そうを言いう。

　マサキは、手てぎわよく窓まどを外そとから開あけると、倉そう庫この中なかに入はいっていく。

　ここからは、あたしには見みる方ほう法ほうがない。

　ただ、無ぶ事じにもどってくることを、祈いのって待まつしかない。

　両りょう手てを、ギュッと組くみ合あわせて、にぎりしめる。

　……お願ねがいだから、うまくいって……。

　心こころの中なかで、何なん度どもくり返かえす。

　神かみ様さまなんて信しんじていないけど、こういうときにできるのは、やっぱり神かみだのみだけなのかもしれない。

　１分ぷんがすぎ、そろそろ３分ぷんになる。

　もうなにか動うごきがあっても、いいはずだけど……。

　　　バリンッ！

　とつぜん、派は手でにガラスが割われる音おとが、きこえてくる。

　つづいて、いくつもの怒ど鳴なり声ごえ。

　戦せん闘とうになってる!?

　うまくいかなかったの？　それとも、制せい圧あつしているところ？

　マサキの、戦せん闘とう能のう力りょくの高たかさは知しってる。

　かんたんには、やられたりしない。だけど……。

　足あしが倉そう庫このほうに、むかいかけて、ぐっとこらえる。

　あたしが行いったところで、役やくにたたないどころか、足あし手でまといになる可か能のう性せいのほうが高たかい。

　ダメだ、ここで待まってないと。

　でも、ただ待まってるのが、こんなにじりじりとして、つらいなんて思おもわなかった。

　──無ぶ事じでいてよ、マサキ。

　祈いのっていると、不ふ意いに日ひ差ざしがかげる。

　雲くもでもかかったのかな？

　空そらを見みあげようとして、左ひだり腕うでを強つよい力ちからでつかまれる。

　な、なに!?

　うしろを見みると、大おおきな体からだの黒くろ服ふくの男おとこが、立たっている。

　このかっこうって……最さい初しょにあたしを追おってきた、タキオンとかいう組そ織しきの人にん間げんと同おなじ……。

　背せすじにゾッと寒さむ気けが走はしる。

「こんなところに、かくれていたか。だが、もう逃にがさない」

　黒くろ服ふくの男おとこは、あたしと目めが合あうと、ニヤリと笑わらう。

　あたしを探さがしていた……ということは、ワナにかかった!?

　潜せん入にゅうしたマサキが、すぐに見みつかったのもおかしい。

　まるで、あたしとマサキがくるのを、知しっていたみたいだ。

　──いや。知しっていたのかもしれない。

　そこまで考かんがえて、今いまはそれどころじゃないことを思おもいだす。

「……このっ！」

　力ちからいっぱいに、腕うでを引ひきはがそうと暴あばれるけど、黒くろ服ふくの男おとこはびくともしない。

　やっぱり、ダメだ。力ちからの差さがありすぎる。

　急きゅう所しょといわれる目めつぶしとかをしようにも、背せの高たかさがちがいすぎて、届とどきそうにない。

　ここまでか……。

　あたしは、こめていた力ちからをぬく。

　いくつものシミュレートをしたけど、ぬけだすのはむり。

　マサキだけでも、無ぶ事じに逃にげてくれれば……。


ガシャン！



　倉そう庫このほうから、また大おおきな音おとがして、窓まどガラスを割わって、マサキが飛とびだしてくる。

「マサキ!!」

　無ぶ事じなすがたを見みて、ほっとする。

　マサキは、周しゅう囲いを見みまわし、あたしのほうを見みる。

　その顔かお色いろが変かわったように見みえたのは、たぶん気きのせいだと思おもう。

　マサキと、それを追おってくる黒くろ服ふくの男おとこが、７～８人にんを引ひきつれて、あたしのほうにむかって、まっすぐに走はしってくる。

　あたしを、つかまえている黒くろ服ふくの男おとこが、とまどっているのが、つかまれている腕うでごしに伝つたわってくる。

　どうするつもり？

「頭あたまを下さげろ！」

　マサキが怒ど鳴なる。

　あたしは、なにも考かんがえずに、とっさに頭あたまを可か能のうなかぎり、低ひくくする。

　すると、マサキが走はしるいきおいのままに、あたしをつかまえていた黒くろ服ふくの男おとこの顔がん面めんに、けりを入いれる。

「ぐはっ！」
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　うめき声ごえをあげて、黒くろ服ふくの大おお男おとこがばったりと倒たおれる。

　急きゅうに解かい放ほうされたあたしは、ふらついたけど、そのままマサキがあたしの腕うでをつかむ。

「走はしるぞ！」

　マサキに引ひっぱられて、あたしはいっしょに走はしりだす。

　いつか黒くろ服ふくの男おとこたちから、逃にげたときといっしょだ。

　ちがうのは、そのときより黒くろ服ふくの男おとこたちの数かずが多おおくて、気き絶ぜつもしてないってことだけど。

「ごほっ！」

「がはっ！」

　マサキはコンテナのかげをうまく使つかって、追おっ手てを１人ひとりずつ、倒たおしていく。

　さすがの戦せん闘とう能のう力りょくだけど、黒くろ服ふくの男おとこたちは、それ以い上じょうのいきおいで増ふえている。

　たぶん、20人にん以い上じょうはいる。

　さすがに、これだけの人にん数ずうを相あい手てにしたら、マサキだって勝かてないと思おもう。

「こっちだ」

　マサキとあたしは、追おっ手てを引ひきはなしてから、コンテナのかげにかくれる。

　とりあえず、すぐには追おっ手てに見みつからなそうだ。

　でも、時じ間かんの問もん題だいなのはまちがいない。

「中なかで待まちかまえられていた。こっちがくることも、わかっていたらしい」

　マサキは声こえをおさえて、前まえ置おきなしに話はなしだす。

「やっぱりワナだったのね。それじゃあ、あの金きん髪ぱつの人ひとがウソを……」

「いや、それはない。ファンタジスタ様さまは、おれにウソをつかない」

　マサキは、確かく信しんした様よう子すで言いう。

　でも、あたしには、まったく根こん拠きょがない。

　そんな言こと葉ばだけで、信しんじろっていうのがむちゃな話はなし。だけど……。

　あたしは、ふうぅと息いきをつく。

「それなら、あの人ひとの情じょう報ほうにウソはない。そういう前ぜん提ていで考かんがえましょう」

「いいのか？」

　マサキが、おどろいた顔かおできいてくる。

　自じ分ぶんで言いったくせに、あっさりと言いい分ぶんが通とおるとは、思おもっていなかったみたい。

　あたしは、それには小ちいさく笑えみだけ返かえす。

「タキオンは、あたしたちのことをノーマークだと、あえて思おもわせようとした。本ほん当とうは、がっちりとマークしていたのにね。それは同どう時じに、金きん髪ぱつの人ひとが言いっていたタキオンと敵てき対たいする組そ織しきに、情じょう報ほう戦せんで勝かったと思おもわせたかったとも言いえる。取とり引ひきの情じょう報ほうも、わざとつかませた。これが、たぶん実じっ際さいのところ」

　タキオンが上うわ手てだったのか、対たい抗こう組そ織しきがだらしなかったのかは、わからないけど。

「つまり、おれたちのことまで、数かずにふくめられていて、全ぜん部ぶ読よまれていたってことか」

「そう。あたしたちを、このウソの取とり引ひき場ば所しょにむかわせるのも、織おり込こみ済ずみよ」

　金きん髪ぱつの人ひとは、動うごけるのはあたしたちだけ、と言いっていた。

　でも、それすらもタキオンは読よんでいた、と考かんがえるなら、ワナをはられていたのも理り解かいできる。

　あたしがかくれていたのも、わかっていたみたいだし。

「じゃあ、本ほん当とうの取とり引ひき場ば所しょは、まったく別べつの場ば所しょか」

　マサキが、けわしい顔かおをする。

「金きん髪ぱつの人ひとから受うけとった拠きょ点てんデータがあるでしょ。あの中なかのどれかの可か能のう性せいが、高たかいと思おもう」

　もしかしたら、金きん髪ぱつの人ひとはこうなることを、予よ測そくしていたのかもしれない。

　そうじゃなければ、わざわざ拠きょ点てんデータなんてものを、ＵＳＢメモリに入いれて、わたしてくるだろうか。

　取とり引ひき場ば所しょを書かいたメモだけわたせば、よかったはず。

「なぜそう思おもう？」

「新あらたな取とり引ひき場ば所しょを指し定ていして動うごきだせば、それは情じょう報ほうとして相あい手てにつかまれる可か能のう性せいがある。場ば所しょを確かく保ほしたり、人ひとを遠とおざけたりと事じ前ぜん準じゅん備びがあるもの。でも、もともとの拠きょ点てんであれば、事じ前ぜん準じゅん備びは最さい小しょう限げんですむし、情じょう報ほうがもれる可か能のう性せいがグッと小ちいさくなる」

　あくまでこれは、対たい抗こう組そ織しきがあるていどの有ゆう能のうさをもっていたら、というのが条じょう件けんになるけど。

　でも、対たい抗こう組そ織しきが無む能のうなら、タキオンがテロまで起おこしてカモフラージュするとは思おもえない。

　そして、テロを陽よう動どうにつかうなら、そう遠とおい場ば所しょでもないはず。

「なるほどな。……ちっ、もう気きづかれたか」

　耳みみをすますと、いくつもの足あし音おとが、こっちに近ちかづいてくる。

「おれが派は手でに動うごいて、引ひきつける。その間あいだに桜さくら子こは街まち中なかに逃にげろ。そして、本ほん当とうの取とり引ひき場ば所しょを見みつけだせ。あとで合ごう流りゅうだ」

「見みつけだせって、もらった拠きょ点てんデータだけでもどれだけあると思おもってるの。50か所しょ以い上じょうよ」

　いちおう、タブレット端たん末まつにデータはコピーしてある。

　でも、探さがす場ば所しょが多おおすぎる。

「桜さくら子こなら、やれる。──〝頭あたまのまわる女じょ子し高こう生せい〟なんだろ」

　マサキはそう言いって、笑わらう。

　最さい初しょのあたしの自じ己こ紹しょう介かいを、まだ覚おぼえていたわけ？

「〝ちょっと頭あたまのまわる〟、よ。……はあぁ、わかったわ」

　あたしはうなずく。

「とにかく考かんがえてみる。ほうっておいて、自じ分ぶんの責せき任にんで世せ界かいがろくでもないことになるなんて、考かんがえたくもないわ」

　あたしは、覚かく悟ごを決きめる。

　マサキだって、ここから出でて敵てきを引ひきつけるのは、命いのちがけだ。

　なら、あたしはあたしができることを、やる。

「決きまりだ」

　マサキはうなずくと、コンテナのかげから飛とびだしていく。

「いたぞ！」「こっちだ！」「かこめ！」

　怒ど鳴なり声ごえが、きこえてくる。

　あたしは、声こえが遠とおくなるまで、その場ばでしばらく待まちつづける。

　３分ぷんほどして、声こえがきこえにくくなったところで、あたしはそーっとコンテナのかげから出でる。

　マサキ……。

　怒ど声せいがきこえるほうを見みて、あたしはギュッと両りょう手てをにぎりしめる。

　行いこう！

　あたしは前まえをむくと、街まちにむかって走はしりだした。







　　　　11　思おもいがけない救すくい人びと




「はあはあはあ………」

　あたしは両りょう手てをひざについて、息いきをととのえる。

　歩あるく人ひとに、チラチラと見みられているけど、気きにしてるよゆうはない。

　ここは、お店みせのならぶ大おお通どおり。

　時じ間かん的てきに会かい社しゃの仕し事ごと中ちゅうのスーツすがたの大人おとなや、学がっ校こうが早はやめに終おわったらしい制せい服ふくの学がく生せい、私し服ふくの若わか者ものなど、人ひと通どおりはけっこうある。

　ここまできたら、安あん全ぜんだと思おもうけど……。

　歩ほ道どうのはしによって、タブレット端たん末まつを開ひらく。

　もらったデータによると、拠きょ点てんの数かずは54か所しょ。

　取とり引ひきまで、どれだけ時じ間かん的てきなよゆうがあるかも、わからない。

　見みてまわるとしても、せいぜい２～３か所しょと、考かんがえたほうがいいよね。

　しかも近ちか場ばにかぎられてる。

　遠とおい場ば所しょなら、手ての出だしようがないけど、その可か能のう性せいは少すくないと、さっき推すい理りしたんだから、はずそう。

　だけど、ここから電でん車しゃで行いけるような近ちかくにかぎっても、30か所しょはのこってる。

　ここから、しぼりこむ条じょう件けんって……。

　頭あたまをフル回かい転てんさせていると、なにかが視し界かいのはしに入はいる。

　ん？　気きになって、通とおりの先さきに目めをこらす。

　う、うそ……。

　通とおりを、こっちにむかってくるのは、黒くろ服ふくの男おとこだ。それも３人にん。

　あたしは、とっさに裏うら路ろ地じに入はいって、走はしる。

　しばらく走はしってからふり返かえると、黒くろ服ふくの男おとこたちが、人ひと通どおりをぬけて追おってくるのが見みえる。

　ゾッと、背せ中なかに寒さむ気けが走はしる。

　あたしは、全ぜん力りょくでほそい路ろ地じを、走はしりつづける。

　人ひとごみをさけたのは、逆ぎゃく効こう果かだったかもしれない。

　あいつらだって、人ひと前まえでは派は手でな動うごきはできなかったはず。

　でも、今いまさらだ。

　黒くろ服ふくの男おとこたちは、みるみるうちに、あたしとの距きょ離りをちぢめてくる。

「もう逃にがさんぞ！」

　走はしるあたしの右みぎ手てを、黒くろ服ふくの男おとこの１人ひとりが、つかむ。

　がくっ、と体からだが引ひっぱられて、あたしは地じ面めんにすわりこむ。

　いたっ……。

　顔かおをしかめつつ、見みあげると、そこには黒くろ服ふくの男おとこが３人にん、あたしを見み下おろしている。

　ここまできたのに、ダメなの？

　取とり引ひき場ば所しょを見みつけるって、マサキと約やく束そくしたのに。果はたせないの？

　そうだ。マサキは、どうしたんだろう？　まさか、やられちゃったわけじゃないよね。

「おとなしく、ついてきてもらおうか」

　黒くろ服ふくの男おとこが、ぐいっとあたしを立たたせるように、引ひっぱり上あげる。

　その間あいだも、頭あたまを働はたらかせる。なんとかして、逃にげださないと。でも、どうやって？　力ちからは圧あっ倒とう的てきに負まけてる。武ぶ器きもない。それに逃にげられたとしても、また追おいつかれる可か能のう性せいが高たかい。

　ダメなことばかりが、頭あたまにうかぶ。

「こい！」

　乱らん暴ぼうに引ひっぱられて、あたしは連つれて行いかれそうになる。

　そのとき──

「────ちょっと。１人ひとりの女おんなの子こ相あい手てに、大だいの大人おとながぞろぞろと、なにしてるわけ？」

　マサキ!?

　思おもわず、そう思おもってしまったけど、ちがう。

　あきらかに女おんなの子この声こえだ。

　見みると、路ろ地じのむこうから、女おんなの子こが歩あるいてくる。

　年としはあたしと、たぶん変かわらないぐらい。

　ショートボブの髪かみで、背せはあたしより、少すこし高たかい。すらりとしたモデルのような体たい形けいで、黄き色いろいチュニックに、デニムのショートパンツという、明あかるいおしゃれなファッション。

　助たすけにくるには、あまりにも不ふ似に合あいなのは、一ひと目めでわかる。

「来きちゃダメ！」

　あんな子こを、巻まきこむわけにはいかない。

　だけど、

「ほうっておけるわけないでしょ。これ、映えい画がの撮さつ影えいってわけじゃないわよね？」

　女おんなの子こは、落おちついた様よう子すで、キョロキョロとまわりを見みている。

　なんで、そんなにのんきなの!?

　このままだと、あの子こまでなにかされちゃう！

　でも、今いまのあたしにできるのは、つかまる前まえに、あの子こに逃にげてもらうことしかない。

「映えい画がじゃないわ。だから、逃にげて！」

　あたしは、もう一いち度ど怒ど鳴なる。

「見みられたからには、逃にがすわけにはいかないな」

　黒くろ服ふくの男おとこの１人ひとりが、女おんなの子こに近ちかづいていく。

　女おんなの子こは華きゃ奢しゃだ。

　すぐにつかまえられて、身み動うごきがとれなくなってしまうにちがいない。

　だけど、女おんなの子こは逃にげる様よう子すもなく、黒くろ服ふくの男おとこをにらんでいる。

「無む用ような正せい義ぎ感かんなど、持もつんじゃなかったな、小こ娘むすめ」

「ダメ！」

　思おもわず、さけぶ。次つぎの瞬しゅん間かん──

　女おんなの子こは流ながれるような動うごきで、男おとこの手てをとる。

　……えっ？

　そのまま女おんなの子こが体からだを引ひいたかと思おもったら、くるりと黒くろ服ふくの男おとこの体からだがうき上あがって、反はん転てんする。

「ぐはっ！」

　受うけ身みをとるヒマもなく、黒くろ服ふくの男おとこが背せ中なかから地じ面めんにたたきつけられる。

　な、なにが起おこったの？

　のこった２人ふたりの黒くろ服ふくの男おとこのうち１人ひとりが、女おんなの子こにむかってかまえをとる。

　黒くろ服ふくの男おとこは、同おなじ手てを食くらわないためか、慎しん重ちょうに距きょ離りをとってる。

「こないの？　なら、こっちから行いくわ」

　女おんなの子こは、一いっ気きに黒くろ服ふくの男おとことの間ま合あいをつめると、うしろ手でにしていた右みぎ手てを、すばやく男おとこの顔かおの前まえにつきだす。

　　　ぷしゅ──

　女おんなの子こが右みぎ手てに持もっていたスプレーから、いきおいよくなにかがふきだす。

「ぐわああああっ！　目めがああぁぁ!!」

　スプレーをあびた黒くろ服ふくの男おとこが、顔かおをおさえて、のたうちまわる。

　ツンとするにおいが、あたしのほうにも、ただよってくる。

　これって、催さい涙るいスプレー!?

「貴き様さまぁ！」

　あたしをつかまえていた男おとこが、あたしから手てをはなして、女おんなの子こにむかう。

　催さい涙るいスプレーを使つかわれる前まえに、と思おもったのか、黒くろ服ふくの男おとこは一いっ気きに女おんなの子ことの距きょ離りをつめる。

「学がく習しゅう能のう力りょくがないわね」

　女おんなの子こは、黒くろ服ふくの腕うでをとって、最さい初しょの男おとこと同おなじように投なげ飛とばす。

「一度ど見みていれば！」

　だけど、男おとこも見みていてわかっていたからか、受うけ身みをとって、ダメージを軽かるくすませる。

　起おき上あがろうとした男おとこに、女おんなの子こがすばやく近ちかよると、今こん度どはなにかを男おとこの首くび筋すじにあてる。

「ぎゃああああああっ！」

　首くび筋すじに火ひ花ばなが散ちって、男おとこが悲ひ鳴めいを上あげる。

　す、スタンガン……。

　この子こ、いったい、どれだけ持もってるの。

　路ろ地じには、黒くろ服ふくの男おとこが３人にん、身み動うごきがとれない状じょう態たいでたおれこんでいる。

　これを目めの前まえの、あたしと大たいして体からだつきも変かわらない女おんなの子こが、あっという間まにやったなんて、信しんじられるだろうか。

「これで片かたづいたかな。……あなた、だいじょうぶ？」

　女おんなの子こがあたしに、声こえをかけてくる。

　あぜんとしつつ、あたしはコクコクとうなずく。

　近ちかくで見みると、女おんなの子こは猫ねこっぽい目めつきと、屈くっ託たくのない笑えみをうかべた美び少しょう女じょだ。

　マサキのときは、自じ分ぶんとはちがう世せ界かいの人ひとだと切きりはなして考かんがえていた。でも、目めの前まえの子こは、同おなじクラスにいそうに見みえる。

「警けい察さつに通つう報ほうっと。あとは、この場ばをはなれないと。早はやく行いこう」
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　女おんなの子こはスマホで、警けい察さつに電でん話わをしたあと、あたしの手てをとって、大おお通どおりにむかって歩あるきだす。

　手てをにぎってみても、ゴツゴツしていなくて、ふつうの女おんなの子この手てに思おもえる。

　……そうだ。まだお礼れいを言いっていなかった。

「あの……助たすけていただいて、ありがとうございました」

　あたしは、頭あたまを下さげる。

　この女おんなの子こがいなかったら、黒くろ服ふくの男おとこたちから、どんな目めにあっていたかわからない。

　もちろん、取とり引ひきを阻そ止しすることも、不ふ可か能のうになっていた。

「いいよ、いいよ。ちょうど通とおりかかっただけだし。それにしたって、久ひさ々びさにドイツから帰かえってきたと思おもったら、こんなに日に本ほんの治ち安あんが悪わるくなってるなんて。……響ひびきのやつは、いったいなにしてるんだか」

　女おんなの子こは、帰き国こく子し女じょらしい。

　最さい後ごにぼそりと言いった言こと葉ばは、よくきこえなかったけど。

「それで、なにか困こまりごと？」

　大おお通どおりまでもどってきて、歩ほ道どうのはしで、女おんなの子こがきいてくる。

　困こまりごと……。

　あんな目めにあっていれば、それは気きになるよね。

　でも、助たすけてもらったことには感かん謝しゃしているけれど、事じ情じょうに巻まきこむわけにはいかない。

　タキオンのことは、知しらないですむなら、そのほうがいいことのはずだし。

　だけど、取とり引ひき現げん場ばを探さがすのに、行いき詰づまっているのもたしかだ。

　なにか、取とっかかりでもいいから、ヒントがほしい。

　いつもは人ひとにたよることは、あんまりしないけれど、今いまだけはたよってでも答こたえを出だしたい！

　あたしはそう思おもって、女おんなの子こにきいてみることにする。

「場ば所しょを探さがしているんです」

「場ば所しょ？」

　意い外がいな答こたえだったのか、女おんなの子こが首くびをかしげる。

「わかりにくいとは思おもうんですけど……一いち度ど見みつけたと思おもった場ば所しょが、まちがっていたんです。ほかの候こう補ほの場ば所しょがたくさんありすぎて、どれかわからない。でも、もう探さがせる時じ間かんはかぎられていて。……ううん、こんなことをきいても、わけがわからないですよね」

　言いいながら、こんなことを言いわれても、こまるだろうな、と苦にが笑わらいする。

　だから、すぐに取とり消けそうと思おもって、女おんなの子このほうを見みる。

　あっ……。

　意い外がいにも、女おんなの子こは真しん剣けんな表ひょう情じょうで考かんがえてくれている。

「たしかに、雲くもをつかむような話はなしね。でも、あたしはさっきみたいな荒あら事ごとより、本ほん当とうは頭あたまを使つかうほうが得とく意いなの」

　女おんなの子こはそう言いって、笑わらって見みせる。

　荒あら事ごとも、十じゅう分ぶん得とく意いそうに見みえたけど……。

　さっきの戦せん闘とうでの動うごきを見みていたら、そう思おもわずにはいられない。

「そうだなぁ。すごくあいまいな話はなしだね。質しつ問もんしてもいい？　その探さがし場ば所しょは、言いいかえると、なにかのかくし場ば所しょに近ちかいもの？」

「……はい、そうです」

　考かんがえつつ、あたしはうなずく。

　取とり引ひき場ば所しょだから、かくされた場ば所しょであることには、ちがいない。

「その探さがし場ば所しょって、あなたにも関かん係けいしてる？」

「あたしに、ですか？　……そうですね。無む関かん係けいではないですけど、すごく関かん係けいがあるわけでもないです」

「なるほど……」

　女おんなの子こがうなずく。

「なら、最さい後ごの質しつ問もん。その探さがし場ば所しょをかくした相あい手ては、あなたのことを知しっている？」

「えっ……？」

　質しつ問もんの意い図とがわからず、一いっ瞬しゅんとまどう。

「……知しってます。どのていど、くわしくかまでは、わからないですけど」

「そう……それなら」

　女おんなの子こは、考かんがえに集しゅう中ちゅうした様よう子すで、ブツブツと小こ声ごえでなにか言いっている。

　でも、すぐに顔かおを上あげると、結けつ論ろんが出でたのか、うなずいた。

「なにか、わかりましたか？」

　正しょう直じき、これだけの手てがかりで、わかるわけない。

　だけど、この女おんなの子こは、不ふ思し議ぎとどこか、期き待たいさせるものがあるんだよね。

「はっきりした場ば所しょを言いいあてるのはむりだけど、推すい理りはできるわ」

「えっ……推すい理り？」

　急きゅうにミステリー小しょう説せつのような言こと葉ばが出でてきて、あたしは目めを丸まるくする。

「そう。可能性が高い場所は、あるでしょ」

「可か能のう性せいが高たかい……？」

　あたしが、頭あたまをフル回かい転てんさせても、思おもいつかずにいる方ほう法ほうを、ちょっときいただけの女おんなの子こが、思おもいつく？

　そんなわけない、と思おもいつつも、引ひきこまれるように気きになって、きいてしまう。

「しぼりこめないのは、どれも同おなじぐらいあやしいか、あやしくないと思おもってるってことでしょ。でも、もしかしたら、無む意い識しきのうちに、最さい初しょから候こう補ほからはずしちゃってる場ば所しょが、あるんじゃない？　探さがし場ば所しょが、まったくのランダムならお手て上あげよ。だけど、かくした相あい手てが、あなたのことを知しっているなら、話はなしは変かわってくるわ。探さがすのがあなただと考かんがえて、かくすことになる。そうなると、あなたがもっとも探さがさなそうな場ば所しょが、一いち番ばんあやしい」

　女おんなの子こは言いうと、「どう？」とうかがうように、あたしを見みる。

　あたしは、女おんなの子この言こと葉ばの意い味みを考かんがえる。

　かくした相あい手て、タキオン。

　タキオンは、あたしとマサキのことに気きづいていた。

　だって、ワナにかけるぐらいなんだから。

　でも、無意識にはずしてしまっている場所……？

　そんなところなんて、あっただろうか。

　考かんがえこんでいると、女おんなの子このスマホが鳴なる。

　思し考こうを中ちゅう断だんして、顔かおを上あげる。

「ごめんね。メッセージが入はいったみたい。……あっ、咲さ希きから連れん絡らくがきちゃった！　そういえば、ほうったままだったっけ。いそいでもどらないと」

　女おんなの子こは、あわてたように返へん信しんをしてる。

「あたしはもどらないといけないんだけど、あなたはどうする？　１人ひとりでだいじょうぶ？」

　女おんなの子こは、心しん配ぱいそうな表ひょう情じょうをしてる。

「ありがとうございます。だいじょうぶです。連つれと合ごう流りゅうする予よ定ていなので」

「そう。なら、いくらか安あん心しんではあるけど……なにか、ヒントになった？」

　女おんなの子こはそう言いうと、邪じゃ気きのない笑え顔がおをみせる。

「はい、なにかわかるかもしれません」

　そこまで話はなしていて、あたしはふと気きづく。

　女おんなの子この名な前まえを、きいてない。

　でも、同どう年ねん代だいの子こに名な前まえをきくなんて、いつ以い来らいだろう。

　緊きん張ちょうして、手てに汗あせがにじんでくる。

　こういうのは、ためらったら、ダメなのよね。

「あ、あの……あたしは、宇う佐さ美み桜さくら子こといいます。あなたの名な前まえをきいてもいいですか？」

　あたしは、思おもい切きって女おんなの子こにたずねる。

「あれ？　名な乗のってなかったっけ」

　女おんなの子こは、気きにしたふうもなく、あたしと正しょう面めんからむき合あう。

「あたしは、深ふか沢ざわ七な音お。七な音おって呼よんで。探たん偵ていをしているから、依い頼らいがあればぜひ！　縁えんがあったら、また会あいましょう」

　女おんなの子こ──七な音おさんは、そのまま片かた手てをあげて、大おお通どおりの人ひとごみに消きえていく。

　た、探たん偵てい？

　思おもいもよらない言こと葉ばに、びっくりしている間あいだにも、七な音おさんの背せ中なかが遠とおくなる。

　すがたが完かん全ぜんに見みえなくなると、とたんに心こころぼそさが増ましたけれど、それより今いまは取とり引ひき場ば所しょだ。

　七な音おさんが言いったことは、すごいヒントの気きがする。

　自じ分ぶんで無む意い識しきにはずしている場ば所しょ……。

　つまり、ありえないと思おもいこんでいる場ば所しょ。

　あたしはタブレット端たん末まつで、タキオンの拠きょ点てんの場ば所しょのリストを、探さがしていく。

　そんな場ば所しょは………………あったっ！

　そのとき、あたしのスマホが振しん動どうした。

　画が面めんに「マサキ」と表ひょう示じされてる。

　あたしは、あわてて電でん話わに出でる。

「無ぶ事じだったの!!」

『こちらはだいじょうぶだ。そっちは無ぶ事じか？』

　マサキの声こえが、落おちついた様よう子すで、ほっとする。

「うん。それはどうにかなったから。それより、取とり引ひき場ば所しょかもしれない場ば所しょを見みつけたわ」

『本ほん当とうか!?』

　マサキの声こえの調ちょう子しから、スマホのむこうで、身みを乗のりだしているのがわかる。

「とにかく、合ごう流りゅうしましょう。話はなしはそれからよ」

　あたしは言いって、マサキと合ごう流りゅう場ば所しょを決きめる。

　そうして、あたしとマサキは、もう一いち度ど取とり引ひき阻そ止しのために、動うごきはじめた。







　　　　12　力ちからを合あわせて




　あたしは、マサキといっしょに、あるビジネス街がいのビルのかげに、身みをひそめていた。

　ここは、マサキといっしょに忍しのびこんだビルが、見みえる場ば所しょ。

　平へい日じつの午ご後ご４時じすぎだから、道どう路ろにはスーツすがたの会かい社しゃ員いんらしき人ひとたちが、歩あるいてる。

「本ほん当とうにここなのか？」

　マサキは、まだ疑ぎ問もんをもっている顔かおをしてる。

「説せつ明めいしたでしょ」

　あたしの推すい理りはこういうもの。

　タキオンは、マサキとあたしのことを知しっていた。

　そして、金きん髪ぱつの人ひとの話はなしから、動うごけるのはマサキとあたしだけ。

　つまり、取とり引ひきにおいて注ちゅう意いすべき人にん間げんは、マサキとあたしということになる。

　そのとき、対たい抗こう組そ織しきに気きづかれずに、取とり引ひき場ば所しょを決きめるのなら、もともとある拠きょ点てんの中なかから選えらぶのが一いち番ばんいい。

　そして、その中なかでもっともあたしたちが、取とり引ひき場ば所しょだと考かんがえないところは、一いち度ど忍しのびこんだこのビル、というわけ。

　一いち度ど忍しのびこまれたビルを、取とり引ひき場ば所しょに使つかうとは、七な音おさんに言いわれるまで考かんがえもしなかった。

　セキュリティが厳げん重じゅうなところのほうが、選えらばれやすいと思おもいこんでいたから。

「たしかに、理り屈くつは通とおるが……合ごう理り的てきに考かんがえればセキュリティが最さい強きょうの拠きょ点てんを選えらぶだろう」

「もちろんよ。だけど、今いまのあたしたちが、１か所しょだけにしぼるのなら、ここしかない。賭かけてみるしかないってこと」

　確かく率りつ１００％にするなんて、もとからむりだ。

　だから、相あい手ての心しん理りを考かんがえ、可か能のう性せいが高たかい場ば所しょを割わりだす。七な音おさんが言いっていた推すい理りとは、そういうことなんだと思おもう。

　研けん究きゅうばかりしてきたあたしには、人ひとの心しん理りは苦にが手てな分ぶん野やだけれど、コツがわかればできないことはない。

「──わかった。賭かけに乗のろう。どっちにしろ、ほかの拠きょ点てんを探さがしてまわるほどのよゆうは、ないだろうしな」

　マサキが、心こころを決きめた顔かおで言いう。

「でも、昼ひる間まだし、人ひと通どおりもあるけど、どうするの？　忍しのびこんだら目め立だつんじゃない？」

「ここの裏うら口ぐちは、通とおりに面めんしていない。そちらから入はいる。それに、取とり引ひきを行おこなっているなら、機き密みつを守まもるタキオンの人にん間げんしか、今いまあのビルにはいないはずだ」

「それもそうね。事じ情じょうを知しらない末まっ端たんの会かい社しゃ員いんが、取とり引ひき当とう日じつの現げん場ばをうろうろしてるとは、思おもえないし」

　そう言いいながら、あたしもずいぶんと、こっちの世せ界かいの常じょう識しきに毒どくされているな、と感かんじる。

「もちろん、あたしもいっしょに行いくわ」

　マサキがなにか言いいかけたのを、さえぎるように、あたしは言いう。

「だが、危き険けんだ」

「でも、データの確かく認にんは必ひつ要ようよ。あたしならわかるわ。それに、パソコンやネットワーク上じょうに保ほ存ぞんされていたりしたら、あたしがいたほうがいいでしょ」

　危き険けんなのは、わかってる。

　でも、もう後あとがない。ここで失しっ敗ぱいすれば、取とり引ひきは成せい功こうしてしまう可か能のう性せいが高たかい。

　世せ界かいが、決けっ定てい的てきにこわされてしまうかも知しれないってときに。

　危あぶないからという理り由ゆうで、あたしがひかえていても、しょうがない。

　あたしは、まっすぐにマサキの目めを見みる。

　マサキは、考かんがえるように目めを閉とじ、そして開ひらいた。

「……そうだな。ついてきてくれ」

　マサキが言いって、あたしは緊きん張ちょうでこわばった笑え顔がおでうなずく。

　さっそく行こう動どうを開かい始しする。

　マサキが先さきに行いき、ビルの裏うら口ぐちにむかう。

　裏うら口ぐちは、低ひくめのコンクリートの塀へいで、かこわれている。

　まずは、裏うら口ぐちが見みえる、２車しゃ線せんの道どう路ろを挟はさんだ、別べつのビルのかげにたどりつく。

　──と、あとをついていくあたしを、マサキが手てで制せいする。

　遠とお目めにだけど、ビルの裏うら口ぐちの前まえに、警けい備び用ようのジャケットを着きた大おお男おとこが、２人ふたり立たっているのが見みえる。

　とんでもない威い圧あつ感かんに、遠とおくにいるのに、見みているだけでも身みがすくむ。

「警けい備びを強きょう化かした、というレベルじゃないな。やはり当あたりか？」

　マサキが、警けい備びの大おお男おとこを見みながら、声こえをおさえて言いう。

「とはかぎらないわ。おそらく、同おなじように外そとから確かく認にんできる、出で入いり口ぐちの警けい備びだけ、強きょう化かしているところは、ほかにもあるはずだから」

　あたしも、小こ声ごえで答こたえる。

「なるほどな。引ひっかけの可か能のう性せいもあり、か」

　タキオンという組そ織しきの行こう動どうを考かんがえれば、それぐらいの手て間まはかけているはずだ。

　だって、取とり引ひき１つのために、遊ゆう園えん地ちでテロを行おこなう組そ織しきなんだから。

「だが、この裏うら口ぐちからはむりだな」

　小こ型がたの単たん眼がん鏡きょうで、裏うら口ぐちを見みていたマサキが言いう。

「どうして？」

　マサキなら、あの２人ふたりの相あい手ても、できそうに思おもえるけど。

「あの２人ふたりを倒たおすことは可か能のうだ。だが、裏うら口ぐちのドアをよく見みてみろ」

　マサキが、単たん眼がん鏡きょうをわたしてくる。

　受うけ取とって、あたしも裏うら口ぐちをのぞいてみる。

　単たん眼がん鏡きょうで、裏うら口ぐちの様よう子すが拡かく大だいされて見みえる。

「……ん？」

　あたしは裏うら口ぐちのドアを見みていて、違い和わ感かんをおぼえて、目めをこらす。

　どこかが、おかしい。

　……もうちょっと倍ばい率りつをあげて……えっ？

　ちょっと待まってよ！　そこまでするわけ!?

　あたしは、違い和わ感かんの正しょう体たいに気きづいて、おどろかずにはいられない。

　──裏うら口ぐちのドアが、コンクリートで固かためられている。

　ドアそのものは、のこしてある。

　だけど、よく見みると、ドアのつなぎ目めのところは、コンクリートでしっかり固かためられている。

　しかも丁てい寧ねいなことに、コンクリートを、ドアといっしょの色いろでぬってある。

　ちょっと見みただけだと、気きづかないぐらいだ。

「裏うら口ぐちから侵しん入にゅうしたら、ドアは開あかずに相あい手てにばれるだけになる、可か能のう性せいが高たかい」

「つまり、これはワナってわけね」

　あの屈くっ強きょうな大おお男おとこの警けい備び員いんですら、マサキを釣つるためのエサなんだろう。

　よっぽど、前まえに潜せん入にゅうされたことに、怒おこっているのか。それとも、ここが本ほん命めいだからなのか……。

「正しょう面めんを突とっ破ぱするしかないな」

　正しょう面めん口ぐちに移い動どうする。

　こちらは、車くるまの通とおりは少すくない道どう路ろで、反はん対たい側がわにはビルがならぶ。

　大おお通どおりからは１本ぽん外はずれているからか、そこまで人ひと通どおりは多おおくなく、今いまも２、３人にんぐらいが目もく標ひょうのビルの前まえを、通とおりすぎていくていど。

　マサキとあたしは、気きづかれないように、正しょう面めん口ぐちのななめむかい側がわの、位い置ちをとる。

　ここからなら、警けい備び員いんたちの視し線せんも、角かく度ど的てきにとどかない。

　さっき、ちらりと見みた感かんじだと、正しょう面めん口ぐちにいる警けい備び員いんは、４人にん……いや５人にんだったかも。

　かなり多おおい。

「あの人にん数ずうは、１人ひとりではむりか。……桜さくら子こ、手て伝つだってくれ」

「……へ？」

　こともなげに、マサキに言いわれて、あたしは飛とびあがる。

「自じ慢まんじゃないけど、あたしは運うん動どう音おん痴ちな上うえに、運うん動どう不ぶ足そくよ」

　研けん究きゅうばかりの生せい活かつだったから、身体からだを動うごかすなんてこと、めったにしない。

「本ほん当とうに自じ慢まんじゃないな……」

　マサキが、あきれたような声こえを出だす。

「だが、桜さくら子こでもできることだ。こいつを、あいつらがいる正しょう面めん口ぐちにむかって、投なげつづけてくれ。それだけでいい」

　マサキはそう言いって、布ぬのの袋ふくろから、ピンポン玉だまぐらいの茶ちゃ色いろい玉たまを、とりだす。

「それはなに？」

「やってみればわかる」

「でも、あたしはなにかを投なげるのも自じ信しんないわよ。警けい備び員いんに当あてるなんて、とてもじゃないけどむり」

「正せい確かくさは求もとめてない。正しょう面めん口ぐちの近ちかくにとどけばいいんだ。それならできるだろ？」

　あたしは、自じ信しんがないながらも、うなずく。

「この袋ふくろに、同おなじ玉たまが10個こ入はいっている。おれが走はしりだしたら、投なげはじめてくれ。投なげきったところで、桜さくら子こも正しょう面めん口ぐちに走はしれ」

　マサキは言いうと、袋ふくろをわたす。

　袋ふくろの中なかをのぞくと、さっきと同おなじ茶ちゃ色いろい玉たまが、ぎっちりと入はいっている。

　マサキは気き軽がるに言いっているけど、これは失しっ敗ぱいできない作さく戦せんだ。

　この玉たまでなにが起おきるか教おしえないのも、そこからあたしに、自じ分ぶんの役やく割わりの重じゅう要よう性せいに気きづかせないため。

　マサキなりのやさしさだ。

　それに、応こたえないわけにはいかない。

　あたしは、正しょう面めん口ぐちに玉たまを投なげ入いれられる位い置ちに、移い動どうする。

　警けい備び員いんからも、こっちが見みえるはずだから、警けい備び員いんがあたしの顔かおを知しっていたら、いつ気きづかれるかわからない。

　時じ間かんをかけるほど、成せい功こう率りつが下さがるから、すばやく準じゅん備びする。

「できたわ。いつでもいける」

「カウントをとるぞ。……３、２、１……ＧＯ！」

　マサキが、正しょう面めん口ぐちにむかって走はしりだす。

　距きょ離りは10メートルほど。

　さすがに、マサキの足あしの速はやさでも気きづかれる。

　あたしは、思おもいっきりふりかぶって、玉たまを正しょう面めん口ぐちにむかって投なげる。

　玉たまが落おちるのを見み届とどける前まえに、次つぎの玉たまを手てにとって、投なげる。

　　　パンッ！　パンッ！

　つづけざまに割われた玉たまは、とたんに煙けむりを大たい量りょうに発はっ生せいさせる。

　これって、煙けむり玉だま!?

　正しょう面めん口ぐちが、煙けむりにつつまれる。

「どうした！」「なにが起おこっている！」

　警けい備び員いんの怒ど鳴なり声ごえがきこえる。

　少すくないながらも、通とおりがかりの人ひともおどろいたように、足あしを止とめてる。

　幸さいわいなのは、煙けむりに気きをとられて、あたしに気きづいていないこと。

　あたしは手てを止とめずに、玉たまを投なげつづける。

　力ちからのかげんがわからなくて、すぐに腕うでが痛いたくなる。

　こんなことなら、少すこしぐらい運うん動どうをしておくべきだったかも。

「はあはあ……」

　玉たまを投なげ切きって、あたしは息いきを切きらす。

　正しょう面めん口ぐちは、煙けむりにつつまれたままだ。

　どうなっているのか、さっぱりわからない。

　この中なかにつっこむの……？

　……ううん！　なやんでいる場ば合あいじゃない。

　あたしは心こころを決きめて、正しょう面めん口ぐちにむかって走はしる。

　すぐに煙けむりの中なかに入はいりこみ、視し界かいが煙けむりでみたされる。

「こっちだ」

　マサキの声こえのするほうに行いくと、ぐいっと腕うでを引ひっぱられる。

「きゃっ！」

「おれだ。静しずかにしろ」

　すぐ近ちかくに、マサキの顔かおがある。

「警けい備び員いんは？」

「倒たおした。奇き襲しゅう成せい功こうだ。あっちは見みえないが、こちらはギリギリまで、相あい手ての立たち位い置ちが、わかっていたからな。あの煙けむりの中なかでは、数かずの利りは活いかせない。このままビルの中なかに入はいるぞ」

　マサキに手てを引ひかれ、あたしはビルの中なかへと侵しん入にゅうする。

　入はいってすぐに気きづいたのは、違い和わ感かんだった。

　一いち度どきているから、見みた目めは、どことなく覚おぼえている。

　だけど、そういうことじゃない。

　ビル中じゅうが、ひっそりとしている。

　これだけの騒さわぎが、正しょう面めん玄げん関かんであったのに、だれ一人ひとり出でてくる気け配はいがない。

　まだ、夕ゆう方がたで、仕し事ごとが終おわるか終おわらないか、という時じ間かん帯たい。

　働はたらく人ひとが、このビルにいないなんて、ふつうならありえない。

「いないな」

　マサキが、手て近ぢかなドアを開ひらいて、中なかにだれもいないのを確かく認にんする。

　あたしも、マサキのうしろから見みてみると、照しょう明めいが落おとしてあり、まるで夜よ中なかみたいだ。

「警けい備びもなし、か」

　裏うらと表おもてには警けい備び員いんがいたから、中なかにもいると思おもっていたのに、出でてくる気け配はいがない。

　もしかして、取とり引ひき場ば所しょはここじゃなかった？

　表おもてだけそれっぽくして疑うたがわせて、中なかは空からっぽ。

　そんなイメージが、頭あたまをよぎる。

「上うえまで順じゅん番ばんに見みていくぞ」

　マサキが、階かい段だんを上あがっていく。

　あたしもついていき、階かいごとに順じゅん番ばんにドアを開あけて、部へ屋やをのぞく。

「だれもいない……」

　あたしは、ぼうぜんとつぶやく。

　のこすは、あと１階かい。最さい上じょう階かいだけだ。

「これだけいないとなると、ここはハズレだったか、それとも……」

　マサキは言いって、言こと葉ばをにごす。

「ほかにも可か能のう性せいがあるの？」

　あたしは気きになって、マサキにきく。

「なくもない。あまり考かんがえたくはないが」

　マサキはそれだけ言いって、最さい上じょう階かいへの階かい段だんを上あがっていく。

　最さい上じょう階かいもひっそりしている。

　ここにもいないとなると、ハズレ確かく定てい……。

　自じ信しんはあったつもりだったのに……。

　あたしがあきらめかけていると、マサキが急きゅうに足あしを止とめる。

　どうかしたの？　そうきこうとして、マサキの顔かおつきがするどくなっているのに気きづいて、やめる。

　　　カタッ

　物もの音おとがきこえた。

　あたしは、耳みみをすましてみる。

「…………については、…………これを見みてもらえば…………」

　……あっ。

　声こえがきこえる！

「この部へ屋やだ」

　マサキが指ゆびでしめす。

　ドアをそーっと、少すこしだけ開あける。

　部へ屋やの中なかの会かい話わが、ききとれるぐらいの大おおきさになる。

「この中なかに、遺い伝でん子し組くみ換かえをした植しょく物ぶつのデータが入はいっている」

　はっきりと、声こえがきこえてくる。

　まちがいない！

　今いま、「遺い伝でん子し組くみ換かえをした植しょく物ぶつ」って言いった！

　取とり引ひき現げん場ば!?

　ドアのすき間まからは、スーツすがたの男おとこが、アタッシェケースを持もって話はなしているのが見みえる。

　マサキはすき間まから、中なかの様よう子すをうかがっていたけれど、急きゅうに顔かお色いろを青あおざめさせて、ドアからはなれる。

　そのときに、ちらりと見みえる。

　スーツすがたの男おとこの反はん対たい側がわに、右みぎ目めに眼がん帯たいをした大おお男おとこがいる。

　あれが、取とり引ひき相あい手てのタキオンの一いち員いん？

　ゾッとして、あたしはすぐにドアからはなれる。

「どうしたの、マサキ？」

　ドアからはなれた場ば所しょで、小こ声ごえでたずねる。

「まさかあいつがいるとは。だから、警けい備び員いんがビルの中なかにいなかったんだ。最さい後ごの防ぼう衛えい策さくが──最さい強きょうだから、必ひつ要ようなかった」

　マサキは、熱ねつにうかされているみたいに、ぼうぜんとつぶやく。

「なによ？　あの片かた目めに眼がん帯たいの大おお男おとこが、問もん題だいなの？　あれぐらいの大おお男おとこなら、下したでも倒たおしてきたじゃない」

　たしかに、強つよそうではあったけど。

「やつは別べっ格かくだ。タキオンの幹かん部ぶ、ファルコン。主あるじ様さまと海うみにしずんだはずだが、やつも生いきていたんだな」

　幹かん部ぶ!?

　マサキから出でた言こと葉ばに、あたしはおどろく。

　でも、考かんがえてみればあたりまえか。

　これだけ重じゅう要ような取とり引ひきなら、幹かん部ぶが出でてこないほうがおかしいぐらいかも。

　ただ、それよりも気きになるのは、マサキの様よう子すだ。

　いつものよゆうが、まったく感かんじられない。

　こんなマサキを、見みるのははじめて。
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「かなわないの？」

　あたしは、思おもい切きってきいてみる。

「以い前ぜん戦たたかったことがある。結けっ果かは、こっちのボロ負まけだ」

「うそ……」

　あたしはおどろいて、口くちもとを手てでおさえる。

　今いままで見みてきたマサキは、どんな大おお男おとこでも圧あっ倒とうしてきた。

　だけど、そのマサキがボロ負まけした？

　あの眼がん帯たいの大おお男おとこに？

「とにかく、すきを見みつけて、遺い伝でん子し組くみ換かえ植しょく物ぶつのデータが入はいっているという、アタッシェケースをうばいとるしかない」

　マサキが言いって、ドアに近ちかづく。すると──

　中なかで会かい話わしていた、スーツすがたの男おとこと、ファルコンとマサキがよんだタキオンの幹かん部ぶが、会かい話わを止とめる。

「どうかしましたか？」

　スーツすがたの男おとこが、おびえたようにファルコンを見みる。

「お客きゃくさんが、きたようだ」

　ファルコンは、感かん情じょうを一いっ切さいこめない声こえで言いうと、不ふ意いに片かた手てで、手て近ぢかにあったデスクトップパソコンの本ほん体たいを持もちあげる。

　……は、はい？

　ここにあるタイプの、デスクトップパソコンは、15キロ以い上じょう、重おもいものなら20キロ以い上じょうはある。

　それを片かた手てで苦くもなく持もちあげている。

　ファルコンは、デスクトップパソコンをふりかぶると、こちらをむく。

　冗じょう談だんでしょ。

　　　ブンッ！

　うなりをあげて、デスクトップパソコンが、マサキとあたしがいるほうにむかってとんでくる。

「ちっ！」

　マサキが、あたしにとびついて、そのまま床ゆかにころがる。

　　　ガシャン！

　大おおきな音おとを立たてて、デスクトップパソコンが、壊こわれて床ゆかに部ぶ品ひんをまきちらす。

　なに、あのむちゃくちゃ。

　背せ中なかに、ツーと汗あせがつたう。

　今いままでの相あい手てとは、ぜんぜんちがう。

　こんなのから、どうやってアタッシェケースをうばいとるわけ!?

「やるしかないか」

　マサキが立たちあがり、部へ屋やに飛とびこんでいく。

「マサキ！」

　あたしも、ふるえる足あしをたたいて、なんとか部へ屋やに入はいる。


ドガシャーン！



　部へ屋やに入はいった瞬しゅん間かんに見みたのは、宙ちゅうをとばされるマサキだった。

　ファルコンとは反はん対たい側がわの、スチールロッカーに、背せ中なかからつっこむ。

　人ひとがとぶところなんて、はじめて見みた。

　ファルコンは、こちらを一いっ瞬しゅん見みただけで、すぐにマサキのほうへ、視し線せんをもどす。

　あたしなんて、警けい戒かいする必ひつ要ようもないっていうことらしい。

　それは当あたってる。

　あたしに、あんな怪かい物ぶつみたいなの、相あい手てにできるなんて思おもえない。

　そういえば、取とり引ひき相あい手てのスーツすがたの男おとこは？

　部へ屋やを見みまわすと、部へ屋やのすみっこで、頭あたまをかかえて丸まるくなって、ふるえている。

　あれなら、だいじょうぶそう。

　それよりも、マサキは！

　あたしは、スチールロッカーにつっこんだ、マサキを心しん配ぱいする。

「ちっ、あいかわらず、むちゃくちゃだ……」

　マサキが顔かおをしかめつつ、立たちあがる。

　そのまま、体たい勢せいを低ひくくして、ファルコンにつっこんでいく。

　目めで追おえないぐらいの、スピードだ。

　ファルコンの目めの前まえまでいくと、左ひだりにいくかのように動うごいてから、右みぎに動うごく。

　遠とおくから見みるからわかるけど、目めの前まえでやられたら、いなくなったように見みえるはず。

　だけど……。

　　　バンッ！

　にぶい音おとがして、ならぶ机つくえの上うえに、マサキがころがるようにふっとぶ。

　ファルコンは、あのマサキの速そく度どに対たい応おうして、腕うでを一ひと振ふりしただけで、はじきとばす。

「くそっ！　あきらかに、前まえより強つよくなってるだろ。どうなってやがる」

　マサキは舌した打うちすると、今こん度どはすぐにはとびかからずに、かまえをとる。

　あたしは、それを見みてることしかできない。

　……できない。本ほん当とうに？

　七な音おさんに言いわれたことを、思おもいだす。

　無む意い識しきにはずしてしまう存そん在ざい。

　今いまのあたしが、そうじゃない？

　この場ばにいるだれもが、あたしは戦せん力りょく外がいだと思おもってる。

　なにもできないし、脅きょう威いにならない。そう無む意い識しきに判はん断だんをくだしてる。

　なら、この状じょう況きょうをくつがえすには、あたしが動うごくのが一いち番ばんいい。

　まだ、足あしのふるえは止とまらない。

　できることなら、この部へ屋やから出でていきたい。

　でも、そんなことをしたら、きっと一いっ生しょう後こう悔かいする。

　変かわってみせるって、決きめたんだから。

　あたしは、部へ屋やを見みまわす。

　手て近ぢかに、鈍どん器きになりそうなものは、なくもない。

　パイプイスや、ノートパソコンもそれなりの重おもさがあるし、なぐられたら痛いたい。

　だけど、あたしがそれでファルコンをなぐったところで、たぶん足あし止どめにもならない。

　なら、どうする？

　考かんがえる。考かんがえて、考かんがえて、頭あたまをフル回かい転てんさせる。

　……あたしは、だれ？

　宇う佐さ美み桜さくら子こ。

　天てん才さいだって言いわれてる、女おんなの子こでしょ！

　この場ばを切きり抜ぬける方ほう法ほうぐらい、思おもいつけるはず。

　その間かんも、マサキとファルコンの戦たたかいは、つづいている。

　マサキは、防ぼう御ぎょ主しゅ体たいに動うごいて、ファルコンの攻こう撃げきの直ちょく撃げきをさけている。

　それでも、ガードした腕うでごと、ふっとばされたりしていて、長ながく持もつとは思おもえない。

　ファルコンは、マサキ以い上じょうのスピードに、マサキを圧あっ倒とうするパワーがある。

　本ほん当とうに人にん間げんかどうか、疑うたがわしいぐらい。

　……ん？　今いま、なにか引ひっかかったような……。

　もう一いち度ど、部へ屋やを見みまわす。さっきと景け色しきは変かわらない。だけど……。

　そうだ！　ファルコンだって人にん間げんだよね。

　なら、できる方ほう法ほうはある！

　あたしは、戦たたかう２人ふたりを横よこ目めに、必ひつ要ようなものをとりにいくために、動うごきだす。

　まずは、パソコンからのびている、電でん気きコード。

　それをパソコンとコンセントから１本ぽん抜ぬいて、机つくえの上うえにあったハサミで、コーティングしてあるゴムの部ぶ分ぶんを切きり取とる。

　中なかから出でてきたのは、にぶい色いろをした導どう線せん。

　ふつうなら、絶ぜっ対たいにやってはいけない方ほう法ほうだけど、あのファルコンという大おお男おとこなら、死しんだりはしないはず。

　次つぎは、室しつ内ないにある小ちいさめの給きゅう湯とう室しつに入はいる。


ドガシャ！



　ものすごい音おとに、思おもわずふり返かえると、マサキが机つくえの上うえのパソコンをなぎたおして、倒たおれている。

　そこにファルコンの追つい撃げきがくる！

　危あぶないっ！

　さけびそうになるのを押おしとどめると、マサキが間かん一いっ髪ぱつで、身体からだを起おこしてパンチをよける。

　起おき上あがるときに、マサキがあたしをちらりと見みたけど、すぐに視し線せんをファルコンにもどす。

　逃にげろ、とは言いわれなかった。

　まだ、マサキはあきらめてないし、あたしがあきらめていないことに、マサキも気きづいてくれてる。

　だけど、あの様よう子すだと、マサキがもう持もたない。

　いそがないと。

　あたしは、給きゅう湯とう室しつの棚たなから、塩しおをとりだして、食しょく塩えん水すいをつくって、２リットルの空からのペットボトルにいれる。

　導どう線せんがむきだしのコードと、ペットボトルをかかえて、あたしは部へ屋やにもどる。

　マサキ！

　静しずかになった室しつ内ないでは、マサキがファルコンの右みぎ手てで首くびもとをつかまれて、持もちあげられている。

「ううぅ……うあぁ……」

　マサキが、うめき声ごえをあげる。

　足あしが床ゆかについてない。あのままだと、窒ちっ息そくしちゃう！

　ファルコンは、あたしのことに気きづいて、視し線せんをむけてきたけど、その目めは「まだいたのか？」と言いいたげだ。

　だけど、それぐらいあなどられていたほうが、今いまは都つ合ごうがいい。

　今いまは、マサキをつかまえていて、ファルコンも片かた手てがふさがっている。

　動うごくなら今いましかない！

「うぅ……」

　でも、あたしの足あしは動うごきだせずに、ふるえてる。

　あたしの考かんがえる方ほう法ほうは、あのファルコンの、近ちかくに行いかなくちゃできない。

　こわくないわけない。足あしがすくむ。体からだがふるえる。

　……それでも！

　あたしは、ふるえる両りょう足あしをいきおいよく、両りょう手てでたたく。

　痛いたみを感かんじるままに、ファルコンにむかって走はしりだす。

　遠とおくから、ペットボトルの食しょく塩えん水すいを、ファルコンにむかってあびせる。

　ファルコンも、まさか水みずをかけられるとは思おもわなかったのか、それとも意い味みがないと思おもってるからか、なんの反はん応のうもしめさない。

　その無む意い識しきのあなどりを、利り用ようさせてもらうわ！

　あたしは、ファルコンの近ちかくまで行いくと、身みをかがめて、すべりこむようにファルコンの足あしもとにむかう。

　つづけて、導どう線せんがむきだしのコードを持もって、ファルコンの足あしにまきつける。

「さっきから、羽は虫むしがうるさい」

　ファルコンが、足あしをかるくふるう。

「きゃっ！」

　あたしは、ふっとばされて、床ゆかをころがる。

　だけど、反はん撃げきがくると思おもっていたから、両りょう腕うでで顔かおをおおっておいて、正せい解かいだった。なんとか、まだ動うごける。

　ガードした腕うでも真まっ赤かになっているけど、折おれてはなさそう。

「桜さくら子こ！」

　つかまれたままのマサキが、ふっとばされた、あたしにさけぶ。

「マサキ、そいつからはなれて！」

　あたしはさけび返かえす。

　作さく戦せんを、説せつ明めいしているよゆうなんてない。

　だから、あたしを信しんじてもらうしかない。

　短みじかい時じ間かんだけど、積つみ上あげてきた信しん頼らいを信しんじるしかない。

「うおおおおおおっ！」

　マサキが、首くびもとをつかまれたまま、ファルコンのお腹なかに連れん続ぞくでけりをくりだす。

　ボコボコボコ、と連れん続ぞくでけりが決きまる。

　持もち上あげられているとは、とても思おもえない威い力りょくだ。

「ちっ」

　ファルコンは舌した打うちすると、マサキをほうり投なげる。

　効こう果かがあったらしい。

　──そして、この瞬しゅん間かんを待まってた。

　あたしは、ファルコンの足あしにまいたコードの先さきを持もって、コンセントにさす。

　すると、電でん流りゅうがコードをたどっていく。

「ぐぅおおおおおおおっ！」

　食しょく塩えん水すいで、通つう電でんしやすくなったファルコンの体からだに、電でん流りゅうが流ながれる。
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　さけび声ごえをあげていたファルコンは、ビクッと体からだをふるわすと、片かた膝ひざをつく。

「感かん電でん、か……羽は虫むしと思おもってほうっておいたのが、まちがいだったか」

　ファルコンが、ギロリとあたしを見みる。

　背せ中なかに寒さむ気けが走はしる。

　だけど、もうこっちの作さく戦せんは、半はん分ぶんは終おわってる。

　マサキが立たちあがって、ファルコンを無む視しして、スーツすがたの男おとこのところへむかう。

「それをわたせ！」

　マサキは、スーツすがたの男おとこからアタッシェケースをとりあげる。

「ひいぃ！」

　スーツすがたの男おとこは、すっかりおびえて、抵てい抗こうする気きもないらしい。

　ファルコンは、まだ感かん電でんから立たち直なおれておらず、動うごけていない。

　マサキがアタッシェケースを開ひらくと、ＵＳＢメモリと、難むずかしい数すう式しきや図ず形けいが書かかれた書しょ類るいの束たば。

　マサキから見みせられ、あたしはざっと書しょ類るいに目めを通とおす。

　パッと見みただけでは、さすがに、なにが書かかれてるかまではわからない。でも、遺い伝でん子し組くみ換かえに関かかわる書しょ類るい、ということは判はん別べつがつく。

　ファルコンは、まだ片かた膝ひざをついたまま立たちあがれてない。

　マサキが、ファルコンを見みる。

「今こん回かいはこっちの勝かちだ。城しろでの借かりは返かえしたぞ、ファルコン」

「……ふん、負まけを認みとめよう。だが、おれを生いかしておくのなら、次つぎはないぞ」

　ファルコンが、マサキをにらみつける。

　マサキは、ちらりとあたしを見みる。

「さあな。次つぎの相あい手ては、おれでないことを祈いのっているさ」

　マサキは言いって、あたしの手てを引ひいて、部へ屋やを出でる。

　そのまま正しょう面めん口ぐちまで、走はしる。

　警けい備び員いんが、よろよろと復ふっ活かつしているところを、マサキがうしろから走はしりながら、なぐりつけて、気き絶ぜつさせる。

　そのまま外そとに出でて、走はしる。

「ずいぶんと、むちゃをしたな、桜さくら子こ」

　マサキが、走はしりながら言いってくる。

「だって、ああでもしないとアイツは止とめられないと、思おもったから」

　あたしも、あのとき動うごきだせた自じ分ぶんの勇ゆう気きに、おどろいてる。

「助たすかった。……桜さくら子こが協きょう力りょく者しゃでよかった」

　マサキが、なにかをぼそりと言いったけど、走はしる風かざ切きり音おんで、よくきこえない。

「え、なにマサキ。今いま、なにか言いった？」

「いや。まだ、終おわってないと言いったんだ」

　そんな言こと葉ばだったかな？　と思おもったけど、それよりマサキの言いうとおりだ。

　しばらく走はしって、大おお通どおりぞいのオープンカフェまでたどりつく。

「追おっ手てはいないな」

　マサキがまわりを確かく認にんして、つげる。

「それなら、この遺い伝でん子し組くみ換かえ植しょく物ぶつのデータの使つかい道みちだけど」

「予よ定てい通どおりにいく」

　マサキが言いう。

「そうね。もともと、取とり引ひきをじゃまするだけだと、あたしたちは負まけだった。データを再さい度ど取とり引ひきされたら、ふせぎようがない」

　最さい初しょから、この作さく戦せんでは取とり引ひき阻そ止しは、作さく戦せん目もく的てきの１つでしかなかった。

「そうだ。だからこそ、このデータが必ひつ要ようだった」

「作さく物もつを駆く逐ちくしてしまう、遺い伝でん子し組くみ換かえ植しょく物ぶつは正しょう体たい不ふ明めいだから脅きょう威いになる。だけど、その正しょう体たいが調しらべつくされてしまえば、対たい応おうは可か能のうだもの。世せ界かいの食しょく料りょうを人ひと質じちになんて、とることはできない。このデータを、しかるべき研けん究きゅう機き関かんで調しらべてもらえばだいじょうぶ」

　村むら枝えだ教きょう授じゅなら、この植しょく物ぶつの脅きょう威いを理り解かいして、どこかきちんとした研けん究きゅう機き関かんを紹しょう介かいしてくれるはずだ。

「なら、行いくぞ。休やすんでいるヒマはない」

「だいじょうぶ？　マサキ、ふらふらみたいだけど」

　よく見みると、マサキは体からだ中じゅう、傷きずだらけだ。

　あれだけ、何なん度ども派は手でにふっとばされたら、とうぜんだよね。

　歩あるく人ひとにも、注ちゅう目もくされてる。とはいっても、かかわり合あいになりたくないからか、目めをあわせようとする人ひとはいないけれど。

「このていどなら、だいじょうぶだ。桜さくら子ここそ腕うではどうなんだ？」

「痛いたいけど、折おれてはいないわ」

「それなら、もうひと仕し事ごと、このまま行いく」

　マサキは、歩あるきだす。

「ほんと、人ひと使づかいが荒あらいわね」

　あたしは苦く笑しょうしつつ、マサキのあとをついていく。

　ヘトヘトのはずだけど、なぜか足あしは動うごいてくれる。

　それはもしかしたら、仲なか間まがいっしょだからかもしれない。

　そんなことを、マサキの背せ中なかを見みて思おもいながら、歩あるいていった。







　　　　13　そして、次つぎの戦せん場じょうへ




　朝あさ方がたになって、あたしとマサキは、薄うす汚よごれたアパートの前まえにいた。

　昨日きのうの昼ひるまで使つかっていたアパートとは、べつのところだ。

　ここも、マサキがセーフハウスに使つかっているところ、なんだそうだ。

　でも、どっちもボロボロのアパートなのが、マサキの趣しゅ味みなのか、意い味みがあるのかはわからないけど。

　あのあと、村むら枝えだ教きょう授じゅのところに直ちょっ行こうして、コピーしたデータをわたし、事じ情じょうを説せつ明めいしてきた。

　村むら枝えだ教きょう授じゅは、遺い伝でん子し組くみ換かえ植しょく物ぶつのデータを見みて、顔かお色いろを青あおざめさせていたから、事じ態たいの深しん刻こくさはわかってくれていたと思おもう。

　すぐに、信しん用ようのおける研けん究きゅう機き関かんに連れん絡らくして、対たい策さくを練ねると言いっていた。

「──これでひとまず、解かい決けつだな」

　マサキが、畳たたみの床ゆかにたおれこむ。

　いつも気きを抜ぬかないマサキにはめずらしいけど、さすがに今日きょうは疲ひ労ろうがはげしいらしい。

「そうね」

　あたしも、畳たたみの上うえにすわりこむ。立たっているのも、もう限げん界かい。

　足あしが棒ぼうのようというたとえはきいたことがあるけど、こういうことを言いうって、よくわかったわ。

「だから……桜さくら子こ、きみはもう帰かえれ」

　マサキは、こっちを見みないままに言いう。

　……って、いきなりなに!?

「ちょ、ちょっと待まってよ！　まだ絶ぜっ対たい安あん全ぜんってわけじゃ……」

　あたしは、あわてる。

　なんであわてたのかは、自じ分ぶんでもわからなかったけど。

「桜さくら子こが知しったことは、全ぜん部ぶ終おわった。タキオンも、終おわったことにまで、手てを出だすほど、のんびりしちゃいられない」

「のんびりしてられないって、タキオンには次つぎの計けい画かくがあるってこと？」

　また、あの恐おそろしい組そ織しきが、計けい画かくをたてている。

　あまり考かんがえたくないけど、たぶんマサキの言いうとおりなんだと思おもう。

「そうだ。だが、それは桜さくら子こには関かん係けいない」

　マサキが起おきあがって、あたしを見みる。

　その顔かおも目めも、真しん剣けんだ。冗じょう談だんでも、めんどうだからでも、ない。

　それが……マサキの顔かおを見みただけで、わかってしまった。

「……それは、そうね」

　だから、うなずくしかない。

　あたしだって、うすうす、わかっていたことだったから。

　マサキとは、一いち時じ的てきな協きょう力りょく関かん係けい。

　事じ件けんが終おわれば、そもそも住すむ世せ界かいがちがう。

「……遊ゆう園えん地ちのほうは、どうなったかな？」

　あたしは、少すこしだけ話はなしを変かえてみる。

「さあな。だが、ファンタジスタ様さまもむかわれたようだし、だいじょうぶだろう」

　マサキは、どこか自じ慢まんげに言いう。

　そんなふと見みせる、子こどもっぽいところに、あたしは笑えみをうかべる。

　金きん髪ぱつの人ひとの正しょう体たいも、かくすつもりはないらしい。

　もう、あたしが気きづいていることも、わかっているんだろう。

「信しん用ようしてるのね。あなたの主あるじ様さまを」

「もちろんだ。おれも、すぐにファンタジスタ様さまのそばにむかう」

　そうだよね。ずっと探さがしていた主あるじ様さまが、見みつかったんだから。

　そして、その主あるじ様さまからのたのまれごとも、無ぶ事じにやりとげた。

　なら、今いますぐに主あるじ様さまのもとにかけつけるのが、マサキの役やく割わりなのだし、それをマサキは心こころから望のぞんでいるように見みえる。

　…………ただ、ちょっとばかり、さびしいけれど。

「わかったわ。それじゃあ帰かえる」

　あたしは、立たちあがる。

　この、ものすごく濃こい数すう日じつ間かんのことを考かんがえると、あまりにあっさりしていたけど、ただの協きょう力りょく関かん係けいだものね。しょうがないよ。

　玄げん関かんで、くつをはく。あとは、このドアを開あければ……。

「桜さくら子こ」

　不ふ意いに名な前まえをよばれて、あたしはふり返かえる。

　すぐうしろに、マサキが立たっていた。

　あたしの右みぎ手てをとって、手てのひらにメモをねじこんでくる。

「なにこれ？」

　あたしは、受うけとったメモを、ぽかんと見みつめる。

「おれの連れん絡らく先さきの１つだ。なにかあったら連れん絡らくしろ。さっきはああ言いったが、予よ想そうが外はずれてる場ば合あいもありえる」

　マサキは、てれをかくすかのように、横よこをむいている。

　こんな表ひょう情じょうのマサキ、はじめて見みたよ。

　あたしは思おもわず、笑わらってしまう。

「そうね。ありがたくもらっておくわ。……マサキ」

「なんだ？」

「ありがとう」
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　あたしは、アパートを出でると、駅えきにむかって歩あるきだす。

　朝あさ日ひがのぼって、街まちが動うごきだしている。

　ゴミ出だしをする人ひと、会かい社しゃにむかう人ひと、学がっ校こうにむかう人ひと。ほかにもいろいろ。

　また、いつもの日にち常じょうにもどれるんだ。

　そう実じっ感かんすると、うれしいはずなのに、どこかさびしさも感かんじてる。

　あんな危あぶないこと、もう嫌いやだって思おもうのに、忘わすれられずにいる。

　ふつうの日にち常じょうが、嫌いやなわけじゃない。

　だけど、前まえと少すこしばかりちがって見みえる。

　だって、このふつうの日にち常じょうは、あんなふうに人ひと知しれず、世せ界かいの危き機きを救すくっている人ひとたちがいるから、守まもられているってことを知しったから。

「あたしも、がんばらなくちゃね！」

　両りょう手てにグッと力ちからをこめて、決けつ意いを新あらたに歩あるいていく。

　この日にち常じょうを、めいっぱいに楽たのしめるように。







　　　　14　インターミッション─幕まく間あい─




　　　カラン

　テーブルにおかれた、アイスコーヒーの氷こおりがとけて、音おとを立たてる。

　その音おとがきこえるほど、部へ屋やの中なかは静しずかだった。

　部へ屋やの大おおきさは、30畳じょうはあるだろうか。

　その大おおきな部へ屋やの中ちゅう央おうには、ガラス張ばりのテーブルがあり、黒くろ光びかりする高こう級きゅうソファが、おかれている。

　ケイは、その片かた側がわのソファに、１人ひとりですわっていた。

　むかいにいるのは、欧おう米べい系けいの白しら髪がの老ろう人じん。

　高こう級きゅうそうなスーツすがたで、たたずまいにも品ひんがある。

　ただし、その眼がん光こうも、雰ふん囲い気きも、とても老ろう人じんといえるようなものではなく、気きを抜ぬくと威い圧あつされそうだ。

　ケイは、ちらりとまわりに目めをむける。

　右みぎ側がわには大おおきな窓まどがあり、見みえる景け色しきから、この場ば所しょがそうとう高たかい位い置ちにあるのがわかる。

　室しつ内ないに目めをむければ、落おちついた赤あか色いろの高こう級きゅうじゅうたんがしかれ、数すう百ひゃく万まんはするだろう陶とう芸げい品ひんや絵かい画がが、センス良よく飾かざられている。

　ケイと老ろう人じん以い外がいには、老ろう人じんのうしろにひかえる、スーツすがたの女じょ性せいと男だん性せいが立たっている。

　立たちすがたから、あっという間まにケイをとりおさえることが、可か能のうな能のう力りょくを持もっているのは、まちがいないだろう。

　アスカなら、互ご角かくに戦たたかえるかもしれない。

　だが、ナビゲーター役やくのケイには、もちろんムリだ。

「さて。事じ件けんは解かい決けつされるか──見み物ものだな」

　老ろう人じんは、テーブルの上うえにおかれた、ノートパソコンの画が面めんをのぞきこんでいる。

　その老ろう人じんの表ひょう情じょうに、笑えみは混まざっていない。

　するどく、刺さすような視し線せんで、パソコンの画が面めんを見みつめている。

　──まるで、大だい事じなことを見みきわめようとするように。

「問もん題だいは、ない」

　ケイは、そんな老ろう人じんに短みじかく答こたえる。

「それは、パートナーへの信しん頼らいか？　だが、ハードルをクリアできないかぎり、我われ々われの間あいだで交かわした話はなしは、なかったことになる。……わかっているな？」

「もちろんだ。おれの思おもったとおりに、進すすんでいる」

「その目めは、どこまでを見み通とおしているのか……興きょう味み深ぶかいところだな」

　表ひょう情じょうを変かえずに返へん事じをするケイに、老ろう人じんはわずかに肩かたをすくめて、ソファの背せもたれに体からだをあずける。

「ならば、心こころしてその活かつ躍やくぶりを見みるとしよう。我われ々われにとっても、うまくいくことを願ねがっているのだから」







　　　　15　ようこそ、ＵＦパークへ！
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　わたしは、ＵＦパークに行いくために、駅えきにむかって走はしりながら、アイツに電でん話わをかける。

　だって、このままわたし１人ひとりでＵＦパークについたとしても、広ひろいパーク内ないから、爆ばく弾だんを探さがしだせるとは思おもえないんだよね。

　だから、わたしはアイツに協きょう力りょくをたのむことにして、電でん車しゃに乗のる前まえに連れん絡らくしたんだけど……。

『──さっそくのお誘さそいとは、うれしいかぎりだね』

　スマホのむこう側がわからきこえてきたのは、かるい調ちょう子しの声こえ。

　織おり戸と恭きょう也やこと、怪かい盗とうファンタジスタ。

　敵てきにしたらやっかいだけど、味み方かたになってくれるのなら、たよりになる。

　って、判はん断だんしたんだけど……まちがっていたかも。

　さっそく、後こう悔かいが頭あたまをよぎる。

「重じゅう大だい事じよ。すぐにきて」

　わたしは、真しん剣けんな声こわ色いろで言いう。

『つれないな。……わかったよ。こちらも、そろそろ連れん絡らくがくるかと思おもっていたところだ』

「え？　それってどういう……」

　気きになることを言いう恭きょう也やに、わたしはきこうとしたけど、その前まえに恭きょう也やがさらに言いってくる。

『だが、こちらも、先さきにすませておかなきゃならない用よう事じがあってね』

「用よう事じっ？　こっちのほうがたいへんなことに……！」

『言いわなくても、わかってる。だが、こちらも重じゅう要ような用よう事じなんだ』

　恭きょう也やは、さっきまでのかるい調ちょう子しが消きえて、真しん剣けんなのが、声こわ色いろだけでもわかる。

　わたしは、ひとつ息いきを吸すってから、言いった。

「それなら、待まちあわせ場ば所しょは……」

『ＵＦパークだな』

　!?

　わたしの言こと葉ばを、恭きょう也やに先さき回まわりして言いわれて、おどろく。

　なんで知しって……!?

『あとで会あおう』

　きこうと思おもった瞬しゅん間かん、ブツンと電でん話わが切きれる。

　いったい、なにを知しってるわけ、恭きょう也や！

　恭きょう也やの重じゅう要ような用よう事じって、なに？

　それに、ＵＦパークの爆ばく弾だんテロについても、知しっているみたいだった。

　やっぱり、恭きょう也やがかかわっている？

　ううん……そう考かんがえるのは、まだ早はやいよね。

　ケイなら、そんなかんたんに結けつ論ろんは出ださないはず。

　まずは、爆ばく弾だんテロの阻そ止し。

　それを第だい一いちに考かんがえて、動うごかなくちゃ！

　ＵＦパークへむかう電でん車しゃに乗のりこむと、わたしはスマホで、駅えきからの最さい短たんルートを検けん索さくする。

　いつもなら、ケイが指し示じしてくれていたこと。

　今いまなら、そのすごさと、ありがたみが、よくわかるよ！

　それに冷れい静せいになって考かんがえてみたら、ケイは敵てきにさらわれたわけじゃない。

　自じ分ぶんから出でていった。

　だからこそ、理り由ゆうがあるんだと思おもう。……たぶん。

　それでも今いま、こんなときでも連れん絡らくがない。それは、連れん絡らくしなくても、わたしにどうにかできると、思おもっているから。

　きっとそう！

　なやんでたって前まえに進すすめない。プラスに考かんがえることにしたんだから！

　電でん車しゃをおりて、わたしは改かい札さつを出でると、走はしりだす。

　スマホで調しらべると、駅えき前まえからシャトルバスが出でているらしい。

「でも、あと15分ふん？　待まってられない！」

　走はしったほうが早はやい！

　全ぜん身しんから、力ちからを一いっ瞬しゅんだけぬいて、リラックスする。

　その次つぎの瞬しゅん間かん、地じ面めんをけって、全ぜん速そく力りょくで走はしりだす。

　スマホの地ち図ずを見みつつ、わたしは通とおりを歩あるく人ひとの間あいだを、ぬうように走はしりぬける。

　びっくりして、ふり返かえっている人ひともいるけど、今いまは気きにしてられない。
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「あった！　ここだ」

　わたしは、ＵＦパークの正しょう面めん入いり口ぐちの前まえにたどりつく。

　平へい日じつということもあって、チケットを買かう列れつには、10人にんぐらいしかならんでない。

　いざとなったら、パーク内ないに忍しのびこむことも考かんがえてたけど、その必ひつ要ようはなさそう。

　チケットを買かう間あいだに、実み咲さきたちに電でん話わをかけようと、スマホをタップする。

「……まだダメだ」

　実み咲さきたちに、電でん話わが通つうじない。

　実み咲さき１人ひとりなら、充じゅう電でん切ぎれかもしれないけど、優ゆ月づきも水み夏なつも通つうじないなんて……。

　いったい、どういうこと？

　ＵＦパーク内ないがケータイの圏けん外がいだなんて、きいたことない。

　となると……出でてくる前まえに美み華か子こさんが言いっていたことが、当あたりなのかも。

『タキオンがＵＦパーク全ぜん体たいの情じょう報ほうを遮しゃ断だんしている』って話はなし。

　こんなことをするには、高たかい技ぎ術じゅつ力りょくが必ひつ要ようだし、タキオンなら、そういうこともできるはず……だよね？

　え～と、そうなると……本ほん当とうに、爆ばく弾だんテロが起おきる可か能のう性せいが、高たかい？

　ケイが考かんがえそうなことを、なんとかわたしの頭あたまでも想そう像ぞうして、考かんがえを組くみ立たてていく。

　その間あいだに列れつの順じゅん番ばんがきて、チケットを買かって、わたしはＵＦパークの中なかに入はいる。

　明あかるい音おん楽がくが流ながれていて、中なかの人ひとが混こん乱らんしてる様よう子すはないみたい。

「ようこそ、ＵＦパークへ！」

　もふもふの、シロクマをモチーフにした着きぐるみマスコットが、小ちいさな子こどもに風ふう船せんをくばっている。

　入いり口ぐちでもらった、ＵＦパークの案あん内ない図ずを広ひろげる。

　ＵＦパークの区く画かくは、大おおきく分わけて３つ。

　レストランやオリジナル商しょう品ひんのショップがならぶ区く画かく、ジェットコースターや観かん覧らん車しゃなど乗のり物ものがそろう区く画かく、季き節せつの花はな畑ばたけが見みられる大おおきな池いけのある公こう園えん区く画かくの３つだ。

　かなり広ひろくて、敷しき地ち面めん積せき20ヘクタールって書かかれてる。

　……ヘクタールって、どれくらい？

　スマホで調しらべてみると、１ヘクタール＝１００００平へい方ほうメートルらしい。

　う～～んと、とりあえず、とんでもなく広ひろいってこと！

　ええと、どうしよう？

　わたしは歩あるきながら、近ちかくのゴミ箱ばこやベンチのかげを、探さがしてみる。

　爆ばく弾だんがしかけられてたら……と思おもったんだけど。

　あるのは、置おき去ざりにされた空あき缶かんとか、小ちいさなゴミぐらい。

　爆ばく弾だんらしきものは、見みあたらない。

　こんな方ほう法ほうだと、いったい何なん日にちかかるか、わからないよ。

　それでも、ほかに方ほう法ほうが思おもいうかばないから、探さがすのをやめるわけにもいかない。

　本ほん当とうは実み咲さきたちも見みつけて、逃にげてって言いいたいけど、実み咲さきたちだけ逃にがせれば解かい決けつってわけじゃない。

　爆ばく発はつするまえに、どうにかしなくちゃ。

　でも、どうやったら探さがしだせるの？

　ケイなら、すぐに方ほう法ほうを思おもいつくはずなのに。

　やっぱり、わたし１人ひとりじゃダメなのかも……？

　焦あせる気き持もちが大おおきくなってくる。

　それでも、体からだは休やすめずに、ベンチの裏うらにまわっては、あやしいものがないか探さがす。

「ない……」

　あといくつ、このＵＦパークにベンチがあるんだろう？　ゴミ箱ばこは？

　それに、そういう場ば所しょにあると、決きまったわけじゃない。

　探さがす方ほう法ほうを、考かんがえ直なおしたほうがいいよね。

　でも、どんな方ほう法ほうなら、この広ひろいテーマパーク内ないから爆ばく弾だんを見みつけられるんだろう？

　わたしはその場ばで立たち止どまり、考かんがえる。

　テストのときより、頭あたまを回かい転てんさせてるような気きがする。

　だけど、いいアイディアは、そうそううかばない。

「──あれ？　アスカ!?」

　不ふ意いに、おどろいたような声こえがきこえてくる。

　ふり返かえると、実み咲さき、優ゆ月づき、水み夏なつの３人にんが立たっている。

　見みつけた……！

　ほっとしたのも一いっ瞬しゅんのことで、すぐに３人にんの不ふ思し議ぎそうな顔かおに、気きがつく。

　ま、まずい……。

「アスカ、あなた急きゅう用ようがあったんじゃないの？」

　水み夏なつが、けげんそうな顔かおで、わたしを見みる。

「そう言いってたよね？　どうしてここにいるの？」

　実み咲さきも、不ふ思し議ぎ半はん分ぶん、心しん配ぱい半はん分ぶんな表ひょう情じょうで、わたしを見みてる。

「もしかして、用よう事じが早はやく終おわったから、おくれてきたの？」

　優ゆ月づきが、のんびりとした調ちょう子しで、言いう。

　それだ！

　と、とびつきたいところだけど、そう答こたえると、このあと実み咲さきたちといっしょに、行こう動どうしないといけなくなる。

　そうしたら、爆ばく弾だん探さがしができなくなっちゃう。

　え～と……どうしたらいいの……。

　うまい言いいわけが思おもいつかない。

　ええい！

　一いち度ど、実み咲さきたちと合ごう流りゅうして、またすきを見みて、抜ぬけだすしかないか！

　──その前まえに。

「ごめんごめん、飲のみ物もの買かってたら、おそくなったよ」

　片かた手てをあげて、人ひと受うけのよさそうな笑えみをうかべた恭きょう也やが、こっちにやってくる。

　帽ぼう子しをかぶって、サングラスをしているのは変へん装そう？

　イケメンなのに、あやしさが満まん載さいなんだけど。

　しかも、このタイミング。ああ、こんなときに！

　わたしは、頭あたまを抱かかえたくなる。……ん？　飲のみ物ものを買かってたら？

　恭きょう也やの言こと葉ばを思おもい返かえして、ふと考かんがえ直なおす。

　もしかして恭きょう也や、わたしがこまっているのに、気きづいている？

　恭きょう也やは、わたしのとなりまでくると、かるく目めくばせしてくる。

　実み咲さきたちはといえば、恭きょう也やのことを見みて、目めを丸まるくしている。

「え～と、だれ？」

　素す直なおな質しつ問もんを、水み夏なつがする。

「ぼくは、アスカの親しん戚せきなんだ。海かい外がいからこっちに遊あそびにきていて、今日きょうは急きゅうに案あん内ないをお願ねがいしたんだ」

　恭きょう也やが、スラスラと説せつ明めいする。

　よくそんなウソが、口くちごもることなく出でてくるよね……。

　この場ばは助たすかるけどさ。

　とりあえず、ここは恭きょう也やの話はなしにのっかるしかない！

「そ、そうなの。急きゅうに親しん戚せきに案あん内ないをたのまれちゃって。それが、このＵＦパークだったのは、本ほん当とうに偶ぐう然ぜんだったんだけど」

　わたしは言いいながら、実み咲さきたちの反はん応のうを見みる。

　実み咲さきと優ゆ月づきは、豪ごう華か客きゃく船せんで恭きょう也やのことを見みているはずだけど、サングラスと帽ぼう子しで、ごまかせているみたい。

　実み咲さきたちにウソをつくのは、心こころ苦ぐるしいけどね……。

　わたしは、ギュッと胸むねの前まえで、手てをにぎる。

「そうだったんだ。それなら、いっしょにまわりませんか？」

　実み咲さきが、恭きょう也やに提てい案あんする。

「合ごう流りゅうしてもいいんだけど、ぼくが行いきたいところがあるんだ。そっちを見みてまわってから、あとで合ごう流りゅうということにしないかい？」

　わたしより先さきに、恭きょう也やが答こたえる。

　しかも、実み咲さきの提てい案あんを断ことわらずに、こっちが爆ばく弾だんを探さがす時じ間かんもできる、ベストな答こたえ。

「そういうことなら、アスカをお願ねがいします」

「わかったよ。いちおう、連れん絡らく先さきを交こう換かんしておこうか。……ん？　圏けん外がいになってるね」

　実み咲さきと話はなしていた恭きょう也やが、スマホを見みながら言いう。

「そうなんです。どうしてだか、園えん内ないどこでもつながらなくて……」

「しょうがないね。時じ間かんと場ば所しょを決きめて、待まちあわせをしようか」

　恭きょう也やと実み咲さきで、テキパキと話はなしをすすめてる。

「あの～実み咲さき。案あん内ないしてるのは、わたしなんだけど」

「だって恭きょう也やさん、しっかりしてそうなんだもの」

　実み咲さきが、クスクスと笑わらう。

「たしかに、大人おとなのよゆうって感かんじがあるものね」

「アスカちゃんも、しっかりしてると思おもうよ」

　優ゆ月づきだけはフォローしてくれるけど、フォローだっていうのが、わかってつらい。

「それじゃあ、あとで観かん覧らん車しゃでね」

　実み咲さきたちと、いったん別わかれる。

　合ごう流りゅうは、３時じ間かん後ごの午ご後ご３時じに観かん覧らん車しゃ前まえ、ということに決きまった。

　実み咲さきたちの背せ中なかが、人ひとごみに見みえなくなってから、わたしはジロリと恭きょう也やを見みる。

「いいタイミングで合ごう流りゅうできて、よかったよ」

　恭きょう也やは、ひょうひょうとしてる。

「それにはお礼れいを言いっておく。……ありがと。でも、あんなにウソがペラペラと出でてくるのって、なれてるから？」

　わたしは、ジト目めで恭きょう也やを見みる。

　ウソがうまいっていうのは、これから協きょう力りょくする相あい手てとしては、どうなんだろう？

「おれは必ひつ要ようなウソをつくだけだよ。それより、今いまはやることがあるだろう」

　恭きょう也やの言こと葉ばに、わたしは表ひょう情じょうを引ひきしめる。

「そうね。でも、その言いい方かただと、事じ情じょうは知しっているみたいね」

　すると、恭きょう也やはしれっとこたえた。

「……情じょう報ほうは入はいっているよ」

「じゃあ、なんで前まえもって止とめなかったの！」

　思おもわず、声こえを荒あららげる。

　もっと早はやく知しっていたのなら、この爆ばく弾だんテロを、止とめられたんじゃないの？

「事じ前ぜんに、止とめるわけにはいかない事じ情じょうが、あったんだよ。それに、事じ前ぜんに食くい止とめても、べつの場ば所しょで知しらないタイミングで、同おなじ事じ件けんを起おこすかもしれない。それじゃあ、意い味みがない。企たくらみ自じ体たいをつぶす必ひつ要ようがあったんだ」

　恭きょう也やの言こと葉ばに、わたしは反はん論ろんできない。

　相あい手ては、タキオンだもんね。

「……わかった。でも、この園えん内ないには、こんなにたくさんのお客きゃくさんがいる。ここで爆ばく弾だんが爆ばく発はつしたら、どうなるか……。絶ぜっ対たいに阻そ止しするから！」

　だけど、たった２人ふたりで、どうすれば爆ばく弾だんを探さがしだせるのか……。

　さっきまで考かんがえていたことを、恭きょう也やに素す直なおに話はなす。

　わたしには、相あい手てとかけひきして会かい話わする、なんてムリ。

　それなら、最さい初しょから手てのうちを明あかして、相あい手ての動うごきを見みきわめるしかない。

　……ケイがきいたら、「バカじゃないのか」とか言いわれそうだけどね。

「やや悲ひ観かん的てきだが、冷れい静せいな判はん断だんだな。たしかに、このまま闇やみ雲くもに探さがしていても、爆ばく弾だんが見みつかるかどうかは、運うんまかせでしかないな」

「じゃあ、なにかべつの方ほう法ほうを……」

　わたしが言いいかけたところに、恭きょう也やは言こと葉ばをつづける。

「──ただ、このまま手てがかりがないとも、かぎらない」

「え？　それってどういう……」

　わたしが、恭きょう也やにきこうとした瞬しゅん間かん──

　　　ドンッ！

　体からだに響ひびくような、爆ばく発はつ音おんがきこえてくる。

「きゃああああっ！」

　つづけて、甲かん高だかい悲ひ鳴めい。

　どこかで、爆ばく弾だんが爆ばく発はつした!?

　わたしは、恭きょう也やと視し線せんをかわすと、爆ばく発はつ音おんがしたほうへむかって、走はしりだした。







　　　　16　タキオンの思おも惑わく




　爆ばく発はつ音おんがしたほうにむかうと、スタッフが集あつまっているのが見みえる。

　やっぱり、間まに合あわなかったの……!?

「気き落おちするのは、まだ早はやいよ、お嬢じょうさん」

　恭きょう也やが、わたしのとなりで言いう。

　それって、どういう……!?

　近ちかづくと、ちらほらと野や次じ馬うまになっている、お客きゃくさんのすがたがある。

「爆ばく発はつしたのは、あれかな」

　恭きょう也やが、地じ面めんに横よこ倒だおしになっている、金きん属ぞく製せいのゴミ箱ばこを指ゆびさす。

　たしかに、ゴミ箱ばこの金きん属ぞくが黒くろくこげているし、地じ面めんにもこげあとがある。

　でも、想そう像ぞうしていたより、ずっと爆ばく発はつの規き模ぼは小ちいさい。

　ケガをした人ひとがいたのか、スタッフに支ささえられて、救きゅう護ご室しつにむかっていく。

　よくは見みえなかったけど、自じ分ぶんで歩あるけるぐらいで、見みた感かんじのケガもすり傷きずしか、わからないぐらいだった。

「さがってください！」

　ＵＦパークのスタッフの人ひとがやってきて、お客きゃくさんが近ちかづかないようにしてる。

　わたしや恭きょう也やも、スタッフの人ひとの指し示じ通どおりに、うしろに下さがる。

「ゴミ箱ばこが爆ばく発はつしたんだって」

「やだ！　早はやくここを出でたほうがいいんじゃない」

　さわぎに気きづいた若わかいカップルが、足あしばやにその場ばを立たち去さっていく。

　広ひろいパーク内ないだから、爆ばく発はつに気きづいた人ひとは多おおくないと思おもう。

　でも、すぐに情じょう報ほうは広ひろがるし、見みてない人ひとが話はなしをふくらませて伝つたえたりして、パニックが起おこるかも。

「これだけで、テロってわけは、ないよね？」

「そうだといいけど、ちがうだろうね」

　恭きょう也やは、肩かたをすくめる。

　だとしたら、この爆ばく発はつはなんなのだろう？

　こんな小ちいさな爆ばく発はつを起おこして、タキオンになんの意い味みがあるの？

　それとも、タキオンとはべつの人ひとによる爆ばく発はつとか。

　……ううん。それこそありえないよ。

　タキオンの計けい画かくと、ぐうぜん同おなじ場ば所しょで、べつの人ひとが爆ばく弾だんテロを起おこすなんて。

「テロ失しっ敗ぱい？　これじゃあ、警けい戒かいされるだけだよね……」

　警けい察さつだってよばれるだろうし、パークは、臨りん時じ閉へい園えんになって、お客きゃくさんに帰かえってもらうことになるかも。

　そうなったら、タキオンがＵＦパークを爆ばく弾だんテロの場ば所しょに選えらんだ意い味みが、よくわからなくなる。

「……警けい戒かいされることが、狙ねらいだろう」

「え？　どういう意い味み？」

　わたしが恭きょう也やにきき返かえすのと、ほぼいっしょのタイミングで、とつぜん園えん内ないに放ほう送そうが流ながれる。

『ギギィ……ジジィ……』

　大おおきなノイズが入はいり、思おもわず顔かおをしかめる。

『やあ、みなさん、楽たのしんでいるかな？』

　機き械かいで変かえた、若わかい男おとこの声こえがする。

　その異い質しつさに、お客きゃくさんやスタッフから、ざわめきが起おきる。

『だが、楽たのしい時じ間かんは、今いまこのときまでだ。我われ々われはパーク内ないに爆ばく発はつ物ぶつをしかけた。さきほど、東ひがしの区く画かくで小ちいさな爆ばく弾だんを爆ばく発はつさせた。これはほんのあいさつだ。この爆ばく弾だんの10倍ばいの威い力りょくのある爆ばく発はつ物ぶつを、パーク内ないにしかけてある。楽たのしみにするといい』

　タキオン！

　声こえが変かえてあるから、だれかはわからない。

　あのときに見みた、幹かん部ぶのだれかだろうか。

「どういうこと？」

「さっきの爆ばく発はつって、これのことよね！」

「アトラクションじゃないの？」

「ケガ人にんが運はこばれてたのを見みたぞ！　アトラクションじゃない！」

　混こん乱らんした様よう子すで、まわりの人ひとたちのざわめきが、さらに大おおきくなっていく。

『これを見みろ』

　放ほう送そうは終おわっておらず、今こん度どはパーク内ないのいろいろな場ば所しょに設せっ置ちされている、大おお型がたビジョンに映えい像ぞうが表ひょう示じされる。

　そんな……！

　覆ふく面めんをした男だん女じょが２人ふたり、立たっている。

　その横よこには、スーツを着きたおじさんや、スタッフが、しばられた状じょう態たいで床ゆかにころがされている。

　しかも、覆ふく面めんの男だん女じょの手てには拳けん銃じゅうがにぎられ、銃じゅう口こうはそのおじさんや、スタッフにむけられていた。

『このＵＦパークの社しゃ長ちょうとスタッフの一いち部ぶは、すでに人ひと質じちとなっている。それと、今いまから外そとにだれか出でようとしたら、即そく座ざに爆ばく弾だんを爆ばく発はつさせる。逃にげ切きれると思おもうなよ』

　ブツン、と放ほう送そうと映えい像ぞうが同どう時じに切きれる。

　完かん全ぜんにしてやられた。

　わたしは、くちびるをギュッとかむ。
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「ここからが、大たい変へんなことになるな」

　恭きょう也やが真しん剣けんな表ひょう情じょうで、予よ言げんするようにつげた。

「いやーっ！」

「逃にげるぞ！」

「〝爆ばく発はつさせる〟って言いってたわよ。出で入いり口ぐちに爆ばく弾だんがしかけてあったら、どうするの！」

「じゃあ、どうすればいいんだよ！」

「安あん全ぜんな場ば所しょにかくれるしかない！」

「どこが爆ばく発はつするかわからないのよ！　このパーク内ないに、安あん全ぜんなところなんてないでしょ」

「警けい察さつはどうしたんだ！」

「ずっと圏けん外がいのままだぞ！」

　お客きゃくさんが怒ど鳴なり声ごえをあげて、パニックになってる。

　広ひろいパーク内ないだから、押おし合あいなどは、まだ起おきてないけど。

　逃にげると爆ばく発はつさせる、という脅おどしがきいているのか、出で入いり口ぐちにむかう人ひとは少すくない。

　むやみに逃にげようとする人ひとは、スタッフやほかのお客きゃくさんに、とりおさえられている。

　スカイタワーでの、パニックを思おもいだす。

　あのときは、せまいタワー内ないだったから、もっとひどかった。

　でも、今いまは逃にげることすらゆるされずに、広ひろいパーク内ないにいるしかない。

　恐きょう怖ふ心しんにたえられない人ひとが多おおくても、おかしくないよね。

　でも、違い和わ感かんがある気きがする。

　爆ばく弾だんテロを成せい功こうさせたいなら、人ひと質じちをとったり、小ちいさな爆ばく弾だんを爆ばく発はつさせて、おどすみたいなことを、する必ひつ要ようがぜんぜんない。

　爆ばく発はつさせたあとに、犯はん行こう声せい明めいみたいなのを、出だすんじゃないかな？

　こんなとき、ケイならどう考かんがえる……。

　わたしは、必ひっ死しに頭あたまを働はたらかせる。

　ケイみたいに一いっ瞬しゅんでは導みちびきだせなくても、ケイの考かんがえを一いち番ばん近ちかくできいてたのは、わたしなんだから。

　………………あ。

「……まさか、これがやつらの狙ねらいなの？　さわぎを起おこすこと自じ体たいが」

　ぽろりと、考かんがえが口くちをついて出でた。

「おそらく、正せい解かいだ」

　恭きょう也やがうなずく。

「テロを起おこすのなら、だまってやればいい。わざわざ前まえもって、あおる必ひつ要よう性せいがないからね。だから、このテロは、とあるべつの重じゅう大だい事じから目めをそらすための、大おおがかりな陽よう動どうだ」

「陽よう動どう!?　しかも、べつの重じゅう大だい事じって……なんなのそれ！」

　わたしは、恭きょう也やにつめよる。

「そっちの件けんには、べつの人にん間げんが対たい応おうしているよ。彼かれらなら、問もん題だいなく仕し事ごとを果はたしてくれるだろう」

　恭きょう也やは、わたしにつめよられても、気きにした様よう子すもなく、答こたえる。

　しかも、どこかほこらしげだし。

　でも、たとえそうだとしても、こことはべつの場ば所しょで事じ件けんが起おきてるってきいて、だまってるわけにもいかないよ！

「だからといって、ここでのテロも、放ほう置ちするわけには、いかないだろう？　そして今いま、ここにいるのは、おれときみだけだ」

「そ、それは……そうだけど」

　テロを放ほう置ちするのは、ありえない。

　だけど、恭きょう也やの言いってることが、信しん用ようできるの？

　ケイならこんなとき、冷れい静せいな判はん断だんがくだせるのに……。

　わたしには、それができない。

　判はん断だんできるのは、恭きょう也やをわたしが信しん用ようできるかどうか、だけ。

　どうして、こんなときにここにいないのよ、ケイ。

　わたし１人ひとりじゃ…………ううん！

　　　パンッ！

　わたしは、自じ分ぶんの両りょう側がわのほおを、両りょう手てではる。

　よし！　気き合あい入はいった。

　ケイの考かんがえを、１００％真似まねすることはできなくても、それに近ちかづくことは、できるはず。

　だって、わたしはケイの相あい棒ぼうなんだから。

　恭きょう也やが、わたしの急きゅうな行こう動どうに、おどろいた顔かおをむけてくる。

　でも、すぐに妙みょうにうれしそうな表ひょう情じょうになる。

「……ふっきれたか」

　恭きょう也やがなにかつぶやいた気きがしたけど、よくききとれない。

「べつの事じ件けんにむかったのは、あなたが信しん頼らいしている相あい手てなのね？」

　恭きょう也やにきく。

「ああ。もっとも信しん頼らいがおける人にん間げんだ。いい相あい棒ぼうもついていたよ」

　そう話はなす恭きょう也やの目めもとが、やさしそうに見みえたのは、気きのせい？

　だれなのかは気きになったけど、それはおいておく。

　とにかく、恭きょう也やが信しん頼らいすると言いう以い上じょう、それを信しんじる。

　それが、今いまのわたしに出だせる結けつ論ろんだ。

「１つ、きいてもいい？」

「なにかな？」

「どうして、恭きょう也やはこのテロ事じ件けんの阻そ止しに、協きょう力りょくしているの？」

　最さい初しょから、恭きょう也やの行こう動どうはよくわからなかった。

　情じょう報ほうをわざと流ながしてきたり、なにかを知しっているそぶりを見みせたり。

　しかも、今いまはタキオンのテロ計けい画かくを阻そ止しするのに、協きょう力りょくするつもりみたいだし。

　わたしが知しっている恭きょう也やは、そこまでお人ひと好よしじゃなかったんだよね。

「正せい義ぎの味み方かたなんて、ガラじゃないが、恩おん人じんからの、ことわれないたのまれごとなものでね。今こん回かいにかぎっていえば、１００％信しん用ようしてもらっていい」

　恭きょう也やは、肩かたをすくめて答こたえる。

　その言こと葉ばを、まるごと信しんじるのはどうかと思おもうけど、でもここまでの恭きょう也やの話はなしに、ウソらしいものはないんだよね。

「わかった……信しん用ようする」

　恭きょう也やといっしょに、タキオンのテロを阻そ止しする。

　一いち番ばん大だい事じなのは、このＵＦパークにいる人ひとたちの、身みの安あん全ぜん。

　それが、今いまのわたしの──怪盗レッドの方ほう針しんだ！

「考かんがえはまとまったようだね。それで、まずはどうする？」

　恭きょう也やが、わたしにきいてくる。

「それは決きまってるわ。犯はん人にんのところに行いく。といっても、様よう子すを見みにいくだけのつもりだけど。情じょう報ほうを得えるには、それが一いち番ばんだから」

　わたしは、考かんがえていたことを恭きょう也やに伝つたえる。

　あの大おお型がたビジョンにうつしだされた場ば所しょの様よう子すから、スタッフ専せん用ようの部へ屋やの１つだと思おもう。

「ワナの可か能のう性せいもあるぞ」

「だとしても、そこになにかの情じょう報ほうがあることには変かわりないでしょ」

　わたしの答こたえに、恭きょう也やはふきだすように笑わらう。

「な、なによ？」

「いや、きみらしい判はん断だんだと思おもってね。きみの相あい棒ぼうがいたら、そういう決けつ断だんはしないだろう。それに、今いまは意い外がいと、それが一いち番ばんかもしれない。……イノシシのような作さく戦せんだけどね」

「だれがイノシシよ！」

　なんで、みんなわたしのことを、動どう物ぶつにたとえるのが好すきなのよ！

　しかも、まっすぐに進すすんでいく動どう物ぶつばっかりだし。

「とにかく、方ほう針しんが決きまったわけだし、さっそく動うごくわよ」

　わたしはため息いきをつくと、走はしりだした。







　　　　17　新あらたな強きょう敵てき！




　走はしりながら、これでもかっていうぐらい、頭あたまをフル回かい転てんさせる。

　今いま手てに入はいる情じょう報ほうで、大おお型がたビジョンに映うつった場ば所しょを探さがしだす方ほう法ほう。

　それがわからなきゃ、どうにもならない。

　必ひっ死しに考かんがえて、なんとか１つだけ、思おもいついた。

　案あん内ない図ずから、スタッフ専せん用ようの部へ屋やがありそうな場ば所しょに、見けん当とうをつけるという方ほう法ほう。

　そもそも、お客きゃくさんに開かい放ほうされない場ば所しょだから、そこだけが案あん内ない図ずだと空くう白はくになってたりするしね。

　これなら、いけるはず！

「きみにしては、上じょう出で来きだ」

　恭きょう也やの言こと葉ばに、パッとふりかえる。

　本ほん気きでほめてるみたい……引ひっかかる言いい方かただけど。

「もっとうまい方ほう法ほうもあるんじゃないかって、言いいたいんでしょ」

「いや。今いまいる人にん間げんで最さい善ぜんのことをする、というのは、おれは好このましく思おもう。いない人にん間げんの力ちからを惜おしんでも、しかたがない」

　恭きょう也やが、暗あんにケイのことを言いっているのはわかったけど、わたしはそれには反はん応のうしない。

　今いまは、ケイのことを考かんがえてる場ば合あいじゃないのは、恭きょう也やの言いうとおりだし。

　混こん乱らん状じょう態たいのおかげで、わたしと恭きょう也やが、人ひとをぬうように走はしっても、それほど目め立だたずにすんでる。

「次つぎで６つめね」

　スタッフ専せん用ようの部へ屋やを見みつけて、案あん内ない図ずに赤あかで○をつける。

　今こん度どの建たて物ものは大おおきめで、３階かい建だてのスタッフ用ようの事じ務む所しょらしい。

　入いり口ぐちの前まえには、ＵＦパークの警けい備び員いんにしては、目めつきが悪わるい警けい備び服ふくの男おとこが２人ふたり、立たっている。

　いかにも、あやしい。

　さすがに、いきなり近ちかづいたりはせずに、恭きょう也やが持もってきた単たん眼がん鏡きょうを使つかって、中なかの様よう子すを見みる。

「ここって！」

　わたしは確かく認にんすると、恭きょう也やにも見みてもらう。

「どうやら、あの大おお型がたビジョンで映うつっていたのと、同おなじ場ば所しょのようだね。ただ……」

「まったく、人ひとの気け配はいがないわ」

　中なかの人ひとは、だれも見みえなかった。

　死し角かくにいるのか、本ほん当とうにだれもいないのかは、ここからだと判はん断だんはできないけど。

「それに、あそこに立たってる警けい備び員いんって、絶ぜっ対たいにあやしいでしょ」

「タキオンがおれたちをさそっているのか……それとも本ほん当とうに目めつきが悪わるいだけの、善ぜん良りょうな警けい備び員いんかもしれない」

　善ぜん良りょうな警けい備び員いんだなんて、絶ぜっ対たい思おもってないくせに。

　とにかくアタリを引ひいたなら、ここからは、レッドとして動うごいたほうがよさそうだよね。

「ちょっと、着き替がえてくるから待まってて」

　わたしは恭きょう也やに言いって、Ｔシャツとショートパンツを、その場ばでぬぐ。

　こんなときのために、レッドのコスチュームを、下したに着きこんでおいたんだ。

　こっちには、お客きゃくさんもいないから、レッドのすがたを見みられる心しん配ぱいはなさそう。

　だれかに見みられてもいいように、レッドのすがたになったんだけど、これ以い上じょうさわぎを大おおきくしたくないし。

「さて。準じゅん備びが整ととのったし、さっそく忍しのびこんで……って、恭きょう也や!?」

　恭きょう也やがスタスタと、警けい備び員いんにまっすぐにむかっていく。

「やあどうも。あなた、マジックはお好すきですか？」

　恭きょう也やが、警けい備び員いんに話はなしかける。

「なんだおまえ？　そこで止とまれ！　これ以い上じょう近ちかづくな」

　警けい備び員いんがさけぶ。

「そういうわけにも、いかないものでね」

　恭きょう也やは、一いっ気きに間ま合あいをつめる。

「……ぐはっ！」「げほっ！」

　恭きょう也やが有う無むを言いわせずに、パンチと手て刀がたなをはなって、警けい備び員いん２人ふたりを気き絶ぜつさせる。

「せっかく、ばれないように行いこうと思おもってたのに、なにしてるの!?」

　わたしは、恭きょう也やのもとに駆かけよって、怒おこる。

「それはむりだな。おれたちがきていることは、ばれている。タキオンの新しん幹かん部ぶには、きみの相あい棒ぼうのように、広ひろく深ふかい知ち識しきをもち、ハッキングに長たけた人にん間げんがいる。監かん視しカメラの映えい像ぞうはもちろん、どこにカメラがしかけられているか、わかったものじゃない」

　恭きょう也やが、近ちかくにあった監かん視しカメラを、にらみつける。

　いわれてみれば、タキオンのワナにはまったとき、ケイとハッキングで互ご角かくにわたりあっていたヤツがいた。

　あの新しん幹かん部ぶがいるのなら、たしかにこっちの行こう動どうなんて、バレバレにちがいない。

「そういうことなら、しょうがないか。……でも、前まえもって言いってよね。びっくりするでしょ」

　わたしは小こ声ごえで文もん句くを言いうと、事じ務む所しょのドアをそっと開あける。

　　　ギイィ

　ドアがわずかにきしむ音おとをたてて、開ひらく。

　気け配はいでわかっていたけど、中なかには人ひと気けがない。

　やっぱり、だれもいない……。

　部へ屋やには、事じ務む仕し事ごと用ようの机つくえがならび、その上うえにパソコンや書しょ類るいがおかれている。

　人ひとがいない以い外がいは、変かわった様よう子すはなさそう。

「もぬけの殻からだな。予よ想そうしてはいたが、すでに移い動どうしたか」

　恭きょう也やが、２階かいの給きゅう湯とう室しつをのぞいて、肩かたをすくめる。

「映えい像ぞうに映うつした場ば所しょに、いつまでも留とどまるわけがないか……」

　それはわたしも予よ想そうしてた。

　タキオンが、そんな間まのぬけたことを、するとは思おもえないし。

「だけど、時じ間かんはそうかけられなかったはずだし、なにか手てがかりがあれば……」

　ケイなら、そう考かんがえるかもと思おもったんだけど……。

　考かんがえながら、３階かいに上あがる。

　映えい像ぞうに映うつっていた部へ屋やだ。

　指し令れい室しつのような役やく割わりなのか、通つう信しん設せつ備びらしい機き材ざいが備そなえつけられてるけど、それ以い外がいはけっこう広ひろ々びろとしてる。

　ここにも人ひとの気け配はいはないし、手てがかりもなさそ…………ゾクッ！

　部へ屋やに入はいった瞬しゅん間かん、背せすじに寒さむ気けが走はしって、一歩ぽ体からだを引ひく。

　　　ビュン！

　目めの前まえに、木きの棒ぼうがするどく突つきたてられる。

　なに!?

　木きの棒ぼうがのびてきたほうに、視し線せんをむけると、そこには背せの低ひくい、白しら髪が交まじりの黒くろ髪かみの、茶ちゃ色いろい着き流ながしすがたの50代だいぐらいのおじさんが、立たっていた。

「わしの棍こんをかわすとは、なかなかやるのう」

　着き流ながしのおじさんが、２メートルはありそうな木きの棒ぼうを、手てもとに引ひきもどす。

　その流ながれるような動うごきに、目めの前まえにあったはずの木きの棒ぼうを、つかむタイミングを失うしなう。

　棍こん……？

　中ちゅう国ごく武ぶ術じゅつの１つに、棍こん術じゅつというのがあるって、前まえにお父とうさんに教おしえてもらったことがあったっけ。

　でも、それよりもなによりも、一いち番ばんおどろくべきなのは、気け配はいを感かんじなかったこと。

　この部へ屋やに、だれか潜ひそんでいる気け配はいはなかった。

　そんなことができるのは、ファルコンとかの一いち部ぶの達たつ人じんたちだけ。

　つまり、目めの前まえにいるおじさんは、そういう人ひとだってことになる。

「さすがは、怪かい盗とうレッドということかのう」

　なんでそれを!?

　わたしは、おじさんをにらみつける。

　わたしのことを怪かい盗とうレッドだと、迷まよいなく言いった。

　つまり、タキオンの関かん係けい者しゃの可か能のう性せいが高たかいってことだよね。

　わたしは、ちらりと恭きょう也やを見みる。

　タキオンの関かん係けい者しゃなら、恭きょう也やが知しっているかもしれない。

　そう思おもったんだけど……。

「藤とう堂どう伊い織おり……まさかあんたがいるとはな」

　恭きょう也やはおどろいた表ひょう情じょうで、おじさん──藤とう堂どう伊い織おりを見みている。

「久ひさ々びさじゃのう、ファンタジスタ」

　ひょうひょうとした調ちょう子しで、伊い織おりは言いう。

　会かい話わしている間あいだも、一いっ見けんしてすきだらけなのに、間ま合あいをつめられる気きがしない。

　すきだと思おもって飛とびこんだら、たぶんやられるのは、こっちだ。

「……知しり合あいなの？」

　わたしは、恭きょう也やにきく。

「ああ、そうだ。おれが知しっていたときは、タキオンの武ぶ術じゅつ顧こ問もんをしていた。棍こん術じゅつの達たつ人じんだ。こんな話はなし方かただし、見みた目めだが、だまされるなよ」

「そんなの、動うごきを見みればわかる」

　わたしは、うなずく。

　ファルコンのような、圧あっ倒とうするプレッシャーはない。

　だけど、静しずかにこちらをジリジリとしめあげるような、そんなプレッシャーは感かんじつづけてる。

「今いまは新しん幹かん部ぶらしいがの。レッドよ。この間あいだのあいさつのときには、行いけずに悪わるかったのう。ちと用よう事じがあって、行いけなかったんじゃよ」

　タキオンの新しん幹かん部ぶ!?　このおじさんが？

　だけど、今いまむかい合あうだけでも、その実じつ力りょくの高たかさは、幹かん部ぶと言いわれても十じゅう分ぶんにうなずける。

　しかも、この間あいだのあいさつって言いってた。

　たぶん、タキオンにワナにはめられたときのことを、言いっているんだと思おもう。

　あのとき、さらにこんな達たつ人じんがいたりしたら、脱だっ出しゅつは絶ぜつ望ぼう的てきだったかもしれない。

「さて、話はなしもこれぐらいにしようかの。わしの相あい手てを、少すこしばかりしてもらおうかの。逃にげられるとは、思おもわんことじゃ」
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　そう言いって、伊い織おりは棍こんをかまえる。

　一いっ気きにプレッシャーがふくれあがる。

　やばいっ！

　この相あい手てに、様よう子す見みや手て加か減げんなんてしてたら、すぐにやられるっ！

　わたしは、半はん身みになってかまえをとる。

　そのすきをついて、恭きょう也やが動うごく。

　予よ備び動どう作さなしに、切きり口くちするどいカードを、伊い織おりに投なげつける。

「ほい、ほい！」

　伊い織おりは、棍こんの真まん中なかあたりで、カードをかるくはじく。

　もちろん、恭きょう也やも当あたるとは思おもっていなかったはず。

　わたしは、恭きょう也やのカードに一いっ瞬しゅんおくれて、一いっ気きに間ま合あいをつめる。

　全ぜん力りょくの発はっ勁けいをためるすきは、たぶんくれない。

　だけど、威い力りょくをおさえた発はっ勁けいなら！

「はあっ！」

　わたしは、走はしるいきおいのままに、発はっ勁けいをはなつ。

「ふうっ！」

　伊い織おりは、わたしの発はっ勁けいの右みぎ手てを棍こんで受うけ止とめると、そのままななめに、受うけ流ながす。

　う、うそでしょ！

　体たい勢せいをくずされたところに、伊い織おりの棍こんが上うえからふってくる。

「くっ！」

　ギリギリで、体からだをそらしてかわす。

　そのまま、右みぎ足あしでけりをはなつと、棍こんでかんたんに受うけ止とめられる。

　ダメだ！

　わたしは一いち度ど、距きょ離りをとる。

　２メートルはある長ながい棍こんなのに、伊い織おりはそれを上じょう下げ左さ右ゆうにうまく使つかってくる。

　まさか、接せっ近きん戦せんでも圧あっ倒とうされるなんて……。

　キュッと、くちびるをかむ。

　だけど、勝かって爆ばく弾だんの情じょう報ほうを手てに入いれるしか、今いまは方ほう法ほうがない！

　わたしは、恭きょう也やと視し線せんをかわす。

　もう一いち度ど、間ま合あいをつめようと、ふみだすのと同どう時じに、棍こんがするどく飛とんでくる。

　それをギリギリでかわしつつ、さらに間ま合あいをつめる。

「なかなかいい動うごきじゃ！」

　伊い織おりが、棍こんを横よこになぐように、わたしにたたきつけてくる。

　とっさに右みぎ手てでガードする。

「ぐうぅ……！」

　痛いたみに顔かおをしかめて、足あしが止とまる。

　だけど、それだけ時じ間かんがかせげれば十じゅう分ぶん。

　恭きょう也やが、伊い織おりの目めの前まえまで近ちかづいてる。

「これなら、どうかな」

　恭きょう也やの手てから、どこから出だしたのか、風ふう船せんが次つぎ々つぎと飛とびだしていく。

　風ふう船せんは伊い織おりにむかっていくと、

　　　パンッ　パンッ

　と、次つぎ々つぎと割われていく。

　そして、風ふう船せんの中なかから、粉こなが舞まうようにばらまかれる。

「麻ま痺ひ性せいの薬くすりだ。吸すいこめば、藤とう堂どう伊い織おりといえども動うごけなくなる」

　恭きょう也やは、自じ分ぶんが薬くすりを吸すいこまないように、距きょ離りをとる。

「それがどうかしたかのう」

　伊い織おりは、あわてる様よう子すもなく、棍こんを手てもとまでもどすと、一いっ気きに回かい転てんさせる。

　ブンブン、と風かざ切きり音おんをたてて、棍こんが扇せん風ぷう機きのようにまわる。

　すると、恭きょう也やがまいた薬くすりが、散ちっていく。

「とんでもないな。常じょう識しき外はずれをするのがイリュージョニストだが、さらに上うえをいかれるとはね」

　恭きょう也やが、ため息いきまじりに言いう。

「そんなこと言いってる場ば合あい？」

　わたしは、ジロリと恭きょう也やをにらむ。

「どうしたかのう。もう攻せめてこんのかな？」

　伊い織おりは、よゆうたっぷりに棍こんをふって、挑ちょう発はつしてくる。

　正しょう直じき、打うつ手てなしだ。

　正しょう面めんから攻せめても、受うけ流ながされるし、そもそも棍こんはリーチが長ながいから、近ちかづくのすら難むずかしい。

　恭きょう也やのからめ手ても、力ちから業わざでねじふせられる。

　伊い織おりを倒たおす手てが、見みつからない……。

「じゃが、想そう像ぞう以い上じょうに粘ねばっているのう。もっと早はやくに床ゆかにふしていると、思おもっておったが。その褒ほう美びに、いいことを教おしえてやろう」

　いいこと？

　わたしは、急きゅうな伊い織おりの言こと葉ばに、まゆをしかめる。

「爆ばく弾だんがしかけられているのは、観かん覧らん車しゃじゃよ」

　えっ!?

　とつぜんの情じょう報ほうに、わたしは耳みみをうたがう。

　なんで、いきなりそんなことを……。

　わたしたちを、まどわすため？

　どっちにしろ、信しんじられるわけない。

「なぜ、こんなことを教おしえるかわかるか？」

　わたしも恭きょう也やも答こたえない。

「それはのう、爆ばく発はつ時じ刻こくは２時じちょうど。あと３分ぷんしかないからじゃよ。ここからじゃ、もう間まに合あわん。だから、教おしえたまでじゃよ」

　そんな！

　わたしは時と計けいを確かく認にんする。

　たしかに、２時じまであと３分ぷん。

　しかも観かん覧らん車しゃって、実み咲さきたちと待まちあわせしてる場ば所しょじゃない！

　約やく束そくにあわせて、実み咲さきたちは観かん覧らん車しゃの近ちかくにいるはずだよ！

　わたしは、あわてて部へ屋やを飛とびだそうと、ドアにむかう。

　　　ビュン！

　その目めの前まえに、伊い織おりの棍こんがつきだされる。

「そうかんたんに行いかせはせんよ」

　カッ、と体からだ全ぜん体たいの血ちが熱あつくなる。

　そんな場ば合あいじゃないって、言いってるでしょ！

　わたしは、伊い織おりをにらみつける。

　そのときだ。

『冷れい静せいになれ』

　ふと、ケイの言こと葉ばが頭あたまの中なかをよぎる。

　いつだって、熱あつくなりそうなわたしを、ケイはおさえてくれてた。

　そうだ。今いまはケイは近ちかくにいない。

　だけど、冷れい静せいにならなくちゃダメだ。

「恭きょう也や。わたしがしかけて、すきを絶ぜっ対たいにつくるから、アイツを動うごけなくして」

　わたしは、まっすぐに恭きょう也やの目めを見みて言いう。

　どうやって？　とか話はなしてる時じ間かんはない。

「わかった。きみを信しんじるとしよう」

　恭きょう也やがうなずく。

　わたしは、思おもいっきり床ゆかをけって、前まえに出でる。

　作さく戦せん？　そんなのない。

　みんなイノシシだって言いうんだから、イノシシになってやろうじゃない！

　わたしは、まっすぐに伊い織おりに突とっ進しんする。

「読よみやすい攻こう撃げきじゃな」

　伊い織おりは棍こんでついてくる。

　わたしは、それを両りょう腕うでをクロスして、受うける。

「ぐっ！」

　衝しょう撃げきに顔かおをしかめつつ、棍こんに手てをのばす。

　だけど、伊い織おりはすばやく棍こんを引ひいて、わたしにつかませない。

　もう一いち度ど、わたしは突とっ進しんをしかける。

「しつこいのう！」

　今こん度どは、棍こんの連れん撃げきが飛とんでくる。

　目めでとらえられるかどうか、あやしいぐらいの速はやさだ。

「くうぅ……」

　だけど、一いっ発ぱつ一いっ発ぱつはさっきよりかるい。

　それに……！

　わたしは、わざと右みぎのわきばらにすきをつくる。

　調ちょう子しよく攻こう撃げきしていた伊い織おりは、さそわれるように、そこに攻こう撃げきを加くわえようと棍こんをのばす。

「しまっ……！」

　伊い織おりがさけぶ。

　いくら速はやい攻こう撃げきでも、予よ測そくできるなら対たい処しょは可か能のうだよ！

　わたしは、わきばらと腕うでではさむように、棍こんをおさえつける。

「恭きょう也や！」

　わたしが言いうのと同どう時じに、恭きょう也やは伊い織おりにせまる。

「あなどったのは、そっちだったようだね！」

　パチン、と恭きょう也やが指ゆびをならすと、伊い織おりの頭ず上じょうに巨きょ大だいな風ふう船せんがあらわれる。

　　　パンッ！

　風ふう船せんが派は手でに割われて、さっきと同おなじ麻ま痺ひ薬やくが伊い織おりにふりそそぐ。

　今こん度どは棍こんをわたしが、おさえこんでいるから、ふせげない。

「それならば！」

　伊い織おりは棍こんを手て放ばなして、逃にげようとする。

「させないよ」

　恭きょう也やが、伊い織おりの足あしにむけて、カードを放はなつ。

　スパッと伊い織おりの右みぎ足あしに切きり傷きずをつくり、動うごきをにぶらせる。

　その動うごきが止とまった一いっ瞬しゅんで、伊い織おりは麻ま痺ひ薬やくを吸すいこむ。

「ぐううぅ……なかなか……やりおるのう……」

　伊い織おりが、体からだをけいれんさせて、床ゆかに倒たおれこむ。

「命いのちに別べつ状じょうはないものだから、心しん配ぱいはいらない。いずれ回かい復ふくする」

　恭きょう也やが、床ゆかに倒たおれた伊い織おりに言いう。

　わたしはすでに、階かい段だんをおりて、事じ務む所しょを飛とびだしてる。

　──のこり時じ間かんは１分ぷん。

　観かん覧らん車しゃは……見みえた！

　４００～５００メートル先さきに、観かん覧らん車しゃを見みつける。

　わたしは観かん覧らん車しゃにむけて、全ぜん速そく力りょくで走はしる。

　途と中ちゅうにある、モニュメントの銅どう像ぞうを乗のりこえて、噴ふん水すいをとびこえる。

　一いっ直ちょく線せんの最さい短たんコースをとる。

　お客きゃくさんが、おどろいたように、わたしをふり返かえる。

　それを無む視しして、走はしる。とにかく走はしる。

　そうじゃなきゃ、実み咲さきたちが……！

　──のこり30秒びょう。

　ダメだ。間まに合あわない。

　まだ観かん覧らん車しゃは、２００メートルは先さきにある。

　爆ばく弾だんを見みつける時じ間かんも、近ちかくにいる人ひとを避ひ難なんさせる時じ間かんもない。

　たどりつけもしない。

　やっぱり、わたし１人ひとりじゃダメなんだ！

　大たい切せつな人ひとを守まもりきれないんだ！

　──のこり10秒びょう。

　もう間まに合あわない。

　わたしは、足あしが止とまりそうになる。

　そのときだった。

『ガガガガッ』

　通つう信しん相あい手てのいないはずのインカムから、ノイズがきこえる。

『アスカ、きこえるか？』

　それは、ひさしぶりにきいた、ケイの声こえだった。
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　　　　18　ラッキーカラーは、赤あか




　ど、どうしてケイが？

　今いままでどこでなにを……ううん、ちがう！

『──全ぜん部ぶ、わかっている』

　ケイは、まるでいなくなったことなど、なかったかのように、いつもの調ちょう子しで言いってくる。

　でも、その声こえはわたしを心こころの底そこから、安あん心しんさせてくれる。

「ケイ、爆ばく弾だんが！」

『すでに、取とりかかっている。爆ばく破は阻そ止しは、こちらからはむりだ。だが、通つう信しん機き器きで起き爆ばくするのを妨ぼう害がいしている』

　それってつまり、どういうこと？

『時じ間かんはかせげる、ということだ』

　ケイの言こと葉ばに、パッと、目めの前まえが明あかるくなった気きがした。

「十じゅう分ぶんだよ！」

　足あしに力ちからをこめて、観かん覧らん車しゃにむけて、また走はしりだす。

『かせげる時じ間かんは、５分ふんほどだ。あまりよゆうはない』

　その５分ふんで、爆ばく弾だんをとりのぞくか、まわりの人ひとを避ひ難なんさせるかしないといけないってことね。

　でも、ケイでも５分ふんしかかせげないのって……。

『タキオンの新しん幹かん部ぶのハッカーが、思おもいのほか手てごわい。技ぎ術じゅつはおれと拮きっ抗こうしている。そうでなければ、もっと時じ間かんをかせげていた』

　くやしさをにじませる声こえで、ケイが言いう。

　でも、ケイがいなかったら、もう爆ばく弾だんは爆ばく発はつしてた。

　なら、その希き望ぼうを、わたしがつなげるだけだよ！

　わたしは、観かん覧らん車しゃにたどりつく。

　まわりを見みまわすと、実み咲さきたちのすがたがある。

　やっぱり、ここにいた！

　でも、レッドのすがたをしてるから、気きづかれてない。

「みなさん、この観かん覧らん車しゃに爆ばく弾だんがしかけられている可か能のう性せいがあります！　避ひ難なんしてください!!」

　わたしは声こわ色いろを変かえて、まわりにむけてさけぶ。

「え、ウソでしょ……」

「そもそも、あの人ひとだれよ？」

　さすがに、いきなりそんなこと言いっても、信しん用ようしてもらえないか……。

　先さきに爆ばく弾だん解かい除じょにむかうべき？

「えっ、怪かい盗とうレッド……どうしてここに？」

　そのとき、実み咲さきが言いった言こと葉ばが、静しずまりかえった観かん覧らん車しゃ前まえにひびく。

「え？　怪かい盗とうレッドって……あの？」

「そういえば、あのすがたって怪かい盗とうレッドに似にてるよ。テレビの特とく集しゅうで、あんなかっこうだってやってたから」

「じゃあ爆ばく弾だんの話はなしも、本ほん当とうの話はなし？」

「あの怪かい盗とうレッドだ。本ほん物ものなら、ウソをつくわけがないだろ」

　観かん覧らん車しゃの近ちかくにいた人ひとたちの顔かおが、青あおざめていく。

「に、逃にげるぞ！」「早はやくしろー！」

　近ちかくにいた人ひとたちが、観かん覧らん車しゃから離はなれていく。

　その中なかに、実み咲さきたちが落おちついた様よう子すで、混まざっているのが見みえた。

　実み咲さきがちらりと、心しん配ぱいそうにこっちを見みていたけど、水み夏なつに引ひっぱられて走はしっていく。

　これでひと安あん心しん……ってわけには、まだいかないか。

　爆ばく弾だんをどうにかしないと。

　わたしは、観かん覧らん車しゃを見みあげる。

　白しろ、青あお、赤あか、黄き、緑みどり、紫むらさき、橙だいだいの色いろのゴンドラが２台だいずつ、合ごう計けい14台だいある。

「どうするつもりだい？」

　いつの間まにきたのか、恭きょう也やがとなりに立たっている。

　人ひとが少すくなくなるのを待まっていたみたい。

　今いまの恭きょう也やは、ファンタジスタのかっこうをしていないしね。

『爆ばく弾だんは、観かん覧らん車しゃのゴンドラのどれかに、設せっ置ちされている。あと３分ぷんだ。いそげ！　ファンタジスタと２人ふたりなら、間まに合あう』

「りょーかい！」

　わたしはうなずくと、観かん覧らん車しゃのゴンドラにとびついて、屋や根ねにのぼる。

「恭きょう也や。このゴンドラのどれかに爆ばく弾だんがあるそうよ。わたしは時と計けい回まわり、恭きょう也やは反はん時と計けい回まわりで見みていくっていうのはどう？」

　そういえばケイ、恭きょう也やがいっしょにいるって知しってた。

　どうして？　とちょっと気きになったけど、今いまはそれどころじゃない。

「のこり時じ間かんは？」

「３分ぷん……ううん、あと２分ふん45秒びょう」

　わたしは答こたえると、さっそく１つめの白しろのゴンドラを、探さがしはじめる。

　広ひろくないゴンドラの中なかを、一ひと目めで確かく認にんしてから、唯ゆい一いつかくせそうな、座ざ席せきの下したを調しらべる。

「ないっ、次つぎ！」

　わたしは、すばやく次つぎの黄き色いろのゴンドラにとびうつる。

　動うごきを止とめているゴンドラが、ガタンと大おおきくゆれる。

　２つめの黄き色いろのゴンドラ、３つめの青あおのゴンドラにも、爆ばく弾だんが見みつからない。

　のこりは、１分ぷん30秒びょう。

『落おちつけ。アスカのスピードなら、全ぜん部ぶ見みてまわれる』

　ケイが、わたしのあせりに気きづいて、言いってくる。

　口くちに出だしてないのに、本ほん当とうによく気きづくよね、ケイは。

　わたしは、小ちいさく笑わらって、次つぎの橙だいだい色いろのゴンドラに入はいりこむ。

「レッド！　こっちにあったぞ！」

　恭きょう也やが、反はん対たい側がわの紫むらさきのゴンドラから、声こえをあげてる。

　その手てには、30センチ四し方ほうの鉄てつ製せいの箱はこがある。

　あれが、爆ばく弾だんらしい。

　よかった！　あとは、あの爆ばく弾だんをどうにかすれば……。

『待まて、アスカ。まだ時じ間かんがある。爆ばく弾だんが１つとはかぎらない。すべてのゴンドラを探さがすんだ』

　そっか。しかけられたのが、１つだとはかぎらないよね！

　恭きょう也やにも同おなじことを伝つたえる。

　４つめ、５つめ……とゴンドラを調しらべて、最さい後ごの７つめ。

　最さい後ごにのこったのは、一いち番ばん高たかい場ば所しょにある、赤あかのゴンドラ。

　赤あかは、わたしの──そして怪かい盗とうレッドのカラー。

　最さい後ごが赤あかなんて、運うん命めいみたいって言いったら、ケイに笑わらわれるだろうか。

　赤あかのゴンドラに乗のりこむ。

　見みえる場ば所しょにはない。次つぎに座ざ席せきの下しただけど……あれ？

　イスの下したの閉とじられたスペースに、銀ぎん色いろの箱はこらしきものが見みえる。

　もしかして、これが２つめの爆ばく弾だん!?

　わたしは、イスの下したの金きん属ぞく板ばんをはずして、箱はこをそーっととりだす。

　さっき恭きょう也やが持もっていたのと、同おなじものだ。

『のこり30秒びょうだ、アスカ』

　ケイの声こえに、いそいで銀ぎん色いろの箱はこをとりだして、赤あかのゴンドラの外そとに出でる。

　恭きょう也やも、すべてのゴンドラを調しらべ終おわったところらしい。

　どうする!?　爆ばく弾だんを解かい除じょしてる時じ間かんは、もうない！

『１００メートル先さきに池いけがある！　まわりに人ひとはいない』

　ケイの指し示じがきこえると、同どう時じに、わたしは赤あかのゴンドラから飛とびおりる。

　べつのゴンドラにのりうつり、それをくり返かえして、地じ面めんまでたどりつく。

「なにか方ほう法ほうがあるのか、レッド」

　恭きょう也やも同おなじように、おりてきてる。

「池いけがあるから、そこに投なげこむ」

「なるほどな」

　わたしと恭きょう也やは、全ぜん速そく力りょくで走はしりながら言こと葉ばをかわす。

『のこり10秒びょう』

　９、８、７、６、５……。

　ケイのカウントをききながら、走はしる。

　池いけが見みえてきた。

　半はん径けい50メートルぐらいはありそうな大おおきな池いけだ。

　わたしは、銀ぎん色いろの箱はこをふりかぶる。

「いっけええええええっ！」
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　思おもいっきり、箱はこを池いけにむかって投なげる。

　同どう時じに、恭きょう也やからも箱はこが投なげられる。

　２つの箱はこは、池いけにむかって飛とんでいく。

『３、２、１……』




　ズド────ン！

　箱はこが池いけに落おちた瞬しゅん間かん、大おおきな水みず柱ばしらをあげて、爆ばく弾だんが爆ばく発はつする。

　池いけの水みずが舞まいあがり、パラパラと雨あめのようにふってくる。

「ま、間まに合あった……」

　わたしは、池いけのほうを見みつめる。

　水みず柱ばしらもおさまり、あらためて、まわりに人ひとがいないことを確かく認にんする。

「水みずの中なかで爆ばく発はつさせることで、威い力りょくを最さい小しょう限げんにとどめたか。とっさだというのに頭あたまがまわるな」

　恭きょう也やが、感かん心しんしたように言いう。

　だって、ケイだから。

　それぐらいは、とうぜんだよ。

「きみの手て柄がらじゃないのに、ずいぶんとうれしそうだな」

　恭きょう也やが、からかうように言いう。

「だって、『怪かい盗とうレッド』のやったことだもの。どっちの手て柄がらとかじゃないから」

「そういうものか……ん？　連れん絡らくか」

　恭きょう也やのスマホに連れん絡らくがきたらしく、電でん話わで話はなし始はじめる。

　すぐに切きると、わたしのほうを見みた。

「タキオンの幹かん部ぶたちは、早そう々そうに撤てっ退たいしたそうだ。人ひと質じちの無ぶ事じも確かく認にんしてある」

「それって、恭きょう也やの仲なか間ま？」

「ラドロの人にん間げんの話はなしだ」

　ラドロ……！

　そういえば、恭きょう也やはラドロのメッセンジャーって、言いってたっけ。

　そして、ケイもそのラドロに……って、ケイは？

　さっきから、声こえがしないけど……。

「ケイ！」

　わたしはあわてて、インカムにむかって話はなしかける。

『どうした？』

　すぐに返へん事じがある。

　よかったぁ……。今こん度どはいなくなってない。

「また、いなくなったかと思おもった」

『いなくなった、わけではない。居い場ば所しょは言いってあった』

　それをいなくなった、って言いうの！

　しかも、居い場ば所しょってラドロでしょ！

「事じ情じょうはちゃんと、説せつ明めいしてもらうからね！」

　わたしは、ケイに言いう。

　タキオンも撤てっ退たいしたのなら、わたしも引ひきあげないと。

『アスカ、待まて』

　ケイに止とめられる。

　なに？

『ここに、きてくれ』

　……へ？

「ここって、ケイは今いまどこにいるの？」

　わたしの質しつ問もんに、ケイは少すこし時じ間かんをあけてから、答こたえた。

『ラドロのボスの目めの前まえだ』







　　　　19　ラドロのアジトにて




「どうして、あなたに案あん内ないされるわけ？」

　わたしは、恭きょう也やをジト目めで見みる。

「ラドロにとっておれは新しん参ざん者ものだからな。こういった雑ざつ用よう仕し事ごともこなさなきゃならないんだよ」

　苦く労ろうしてる、みたいな表ひょう情じょうをしてるけど、恭きょう也やはこの状じょう況きょうをどこか楽たのしんでるように見みえる。

　だいたい、ラドロにいるからって、素す直なおに使つかわれるような性せい格かくでもないし。

　レッドのコスチュームから、私し服ふくすがたに着き替がえたわたしは、恭きょう也やの案あん内ないで、街まち中なかにある高こう層そうビルにやってきていた。

　外そとからだと、上うえが見みえないぐらいに高たかい。

　50階かいか、60階かいはありそう。

　１階かいの床ゆかは、きらりと光ひかる大だい理り石せき。

　スーツすがたの男だん女じょの会かい社しゃ員いん風ふうの人ひとたちが、１階かいロビーだけでもかなりの数かずいる。

　見みた感かんじは、ふつうの会かい社しゃのように見みえる。

　といっても、ふつうの会かい社しゃがどんななのか、くわしいわけじゃないんだけど。

　ドラマとかで見みるのと、イメージが同おなじ。

　受うけ付つけに美び人じんのお姉ねえさんが、すわっている。

「やあ。今日きょうもきれいだね」

　恭きょう也やが、受うけ付つけのお姉ねえさんに話はなしかける。

「どうぞ、お通とおり下ください」

　受うけ付つけのお姉ねえさんは、恭きょう也やの言こと葉ばには無む表ひょう情じょうで返へん事じをする。

　完かん全ぜんに、恭きょう也やのあしらい方かたがわかってる。

「つれないなぁ」

　恭きょう也やが、しょんぼりした様よう子すでもどってくる。

　今いまの話はなしぶりだと、だいぶ慣なれてる感かんじだよね。

　……やっぱり、関かん係けい者しゃ？

「ここは、ラドロのアジトなの？」

　わたしは、恭きょう也やにきくけど、肩かたをすくめるだけ。

　質しつ問もんには、答こたえるつもりはないみたい。

　恭きょう也やといっしょに、エレベーターに乗のりこむ。

　ほかに乗のってくる人ひとはいなくて、恭きょう也やと２人ふたりだけだ。

　恭きょう也やが50階かいのボタンを押おして、そのままエレベーターは動うごきだす。

　もうすぐ、ケイに会あえる。

　　　ドクン

　そう思おもうと、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが大おおきくなる。

　なにを言いえばいいのか。どんな顔かおをすればいいのか。

　自じ分ぶんでも、よくわからない。

　エレベーターから景け色しきをながめるよゆうもないままに、50階かいに到とう着ちゃくする。

　エレベーターをおりると、赤あか紫むらさきのじゅうたんのしかれたろう下かが、のびていた。

「こっちだ」

　恭きょう也やが、先さきを歩あるいていき、目めの前まえの、ぶあつい立りっ派ぱなドアの前まえに立たつ。

　　　コンコン

　恭きょう也やがノックすると、中なかから人ひとの気け配はいがして、ガチャリとドアが開あく。

　出でてきたのは、スーツすがたの女じょ性せいだ。

　ドアを開あけたままにして、中なかに入はいるように、うながされる。

　わたしは、ゆっくりと部へ屋やの中なかに入はいる。

　入はいった部へ屋やは、学がっ校こうの教きょう室しつの３倍ばいはありそうなぐらい、広ひろかった。

　前まえ、全ぜん面めんがガラスで、さえぎるものもなく、空そらを見みわたせる。

　その手て前まえには、テーブルとソファがあり、そこに、スーツすがたの白しら髪がの欧おう米べい系けいの老ろう人じんが１人ひとり、そして、そのむかい側がわに………………ケイが、すわっていた。

　なぜか、２人ふたりは、チェスを指さしている。

　…………は？

　あまりに予よ想そう外がいのケイのすがたに、わたしは思し考こうが停てい止しする。

　最さい後ごに船ふねの上うえから連れん絡らくしてきた様よう子すから、拉ら致ちされたとかじゃないんだ、とは思おもってた。

　だけど、ラドロのところにいるって言いうんだから、もっと緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きが流ながれてるものだと、思おもうでしょ。

　なのに、これはなに？

　部へ屋やの中なかは、ゆったりとした雰ふん囲い気きで、チェスを指さすケイと老ろう人じんも、どことなく親したしげだ。

　しかも、こっちにまだ気きづいてないみたい。

　そんな間まのぬけた状じょう態たいだけど……でも。

　……それでも……ケイが目めの前まえにいる。

　不ふ意いにそのことが実じっ感かんできて、目めにじんわりと、涙なみだがたまる。

「ケイッ！」

　呼よびかけたとたん、体からだが動うごいてしまった。

「アスカ……!?」

　わたしに気きづいて、おどろいた声こえをあげるケイ。

　ケイに駆かけよったわたしは、だきつく。

　なんで勝かっ手てにいなくなってるのよ、バカ。

　心しん配ぱいしないとでも思おもってたの。

　落おちこまないとでも思おもってたの。

　それとも……わたしならだいじょうぶだって、信しんじててくれたの？
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「アスカ……」

　ケイがもう一いち度ど、わたしの名な前まえをよんで、わたしはケイから体からだをはなす。

　でも、肩かたはつかんだまま。

「勝かっ手てにどっかにいなくなるのには、慣なれたけど、相あい棒ぼうに心しん配ぱいかけないでよね！　それと家か族ぞくにも」

　わたしは、キッとにらもうとしたけど、目めから涙なみだがポロポロとこぼれてきて、うまくできない。

「……ああ、そうだな」

　ケイは、なぜか目めをふせて、ほんのわずかに、笑わらっている。

　なによ、その顔かおは。

「本ほん当とうに反はん省せいしてるの？」

「しているが、今いまはそれよりも、先さきに話はなすべきことがある」

　ケイは、表ひょう情じょうを真しん剣けんなものに変かえる。

　それで、わたしもケイからはなれて、気きを引ひきしめる。

　目めの前まえにいる老ろう人じん。

　ケイがインカムで伝つたえてきたことが事じ実じつなら、この老ろう人じんがラドロの……。

　そう思おもっていると、部へ屋やの奥おくから人ひと影かげがすがたを見みせる。

　１人ひとりは赤あかいドレスの小ちいさな女おんなの子こ、そしてもう１人ひとりは、黒くろい装しょう束ぞくのひょろりと背せの高たかい男おとこ。

　有あり栖すちゃんにサクス!?

　有あり栖すちゃんは、いつものにこやかな楽たのしげな笑えみで、ステップをふむように近ちかづいてくる。

　サクスは、めんどうくさそうな表ひょう情じょうをしながら、老ろう人じんのうしろに立たつ。

「また会あえたわね、レッドさん」

「……う、うん。数すう日じつぶりだね」

　いつもの調ちょう子しで話はなしかけてくる有あり栖すちゃんに、わたしはなんとか返へん事じをする。

　なにがどうなっているのか、理り解かいを追おいつかせるのに必ひっ死しだ。

「さて。それでは話をしようか」

　そこで、ようやく老ろう人じんが言いった。

　　　ピリッ

　そのひと言ことだけで、まわりの空くう気きが緊きん張ちょうする。

　ケイばかりを見みていて、老ろう人じんをよく観かん察さつしてなかったけれど、この人ひと、ただ者ものじゃない。

　白しろい髪かみはきれいに整ととのえられ、顔かおのしわも年ねん齢れいを感かんじさせるものながら、その気け配はいとプレッシャーは、今いままで戦たたかってきた強きょう敵てきたちとくらべても、決けっしておとらない。

　スーツすがたで、品ひんのいい老ろう人じんという感かんじに見みえたけど、そんなのに、だまされちゃダメだ。

　ソファの横よこに車くるまいすがおいてあるところを見みると、おそらく歩あるくことは難むずかしいのだろうけど、それでもつい、身みがまえてしまいそうになる。

「きみの活かつ躍やくぶりは見みていた。紅こう月づきアスカ。なかなかのものだった」

　老ろう人じんが、わたしを見みる。

　見みすかすような視し線せんに、落おちつかない気き分ぶんになる。

　それよりも、活かつ躍やくを見みていたっていうことは、やっぱりラドロはＵＦパークでのことを、知しっていて、監かん視ししてたってわけね。

「あなたが……ラドロのボス？」

　わたしは、老ろう人じんの目め力ぢからにおされないように、ぐっと体からだに力ちからをこめて、質しつ問もんする。

「そうだ。そこの不ふ肖しょうの弟で子しの師し匠しょうでもある」

　老ろう人じんはそう言いって、この部へ屋やに入はいってから、やけにおとなしい恭きょう也やにむけて、指ゆびをさす。

　…………はい？

　恭きょう也やの師し匠しょう？　ということは……。

「ファンタジスタの師し匠しょう!?　……え、でも、ちょっと待まって。どういうこと？」

　頭あたまが混こん乱らんして、すぐには理り解かいが追おいつかない。

「むずかしい話はなしじゃない。おれたちと、同おなじなんだ。織おり戸と恭きょう也やは２代だい目め怪かい盗とうファンタジスタだ。初しょ代だいはこの目めの前まえにいる、ラドロのボスだ」

　ケイが、説せつ明めいをしてくれる。

「えええええっ！」

　思おもわず、大おお声ごえをあげてから、しまった、とあわてて口くちをおさえる。

　場ばの空くう気きが、少すこしだけゆるむ。

「不ふ肖しょうの弟で子しとはひどいですよ。今こん回かいはがんばったでしょう」

　恭きょう也やが、不ふ服ふくそうに老ろう人じん──ラドロのボスにむけて言いう。

「崖がけから落おちたていどで、１カ月げつも意い識しき不ふ明めいとは、たるんでいる証しょう拠こだ！」

　ラドロのボスが、恭きょう也やを一いっ喝かつする。

「そ、そんなむちゃな。そりゃあ、助たすけてもらったのには、感かん謝しゃしていますが」

　恭きょう也やも、このラドロのボスである師し匠しょうには、頭あたまが上あがらないらしい。

　口く調ちょうもちがうし、めずらしく、おされっぱなしだ。

「織おり戸と恭きょう也やは、フラワーヴィレッジ城じょうから転てん落らくしたあと、ラドロによって助たすけられたそうだ。だが、意い識しき不ふ明めいの状じょう態たいが１カ月げつほどつづき、リハビリが終おわったのが、つい最さい近きんのことらしい」

　ケイが、事じ情じょうを知しらないわたしに、フォローを入いれてくれる。

　なるほど。

　でも、後こう遺い症しょうらしきものがなかったのは、よかったと思おもう。

　ファルコンは、だいぶあちこちに傷きず跡あとをのこしていたし。

「話はなしをもどそう」

　ラドロのボスの言こと葉ばに、わたしは視し線せんをもどす。

「取とり引ひきのほうも、無ぶ事じに片かたづいた。成せい果かは上じょう々じょうといったところか」

「そうか」

　ケイは、短みじかくうなずく。

　取とり引ひきって？　どういう意い味みだろう？

　ケイは、わかっているっぽいけど。

「紅こう月づき飛鳥あすかは、知しらない話はなしだったな。一いち応おうだが伝つたえておく。ＵＦパークでの事じ件けんの裏うらで、タキオンは世せ界かいの食しょく料りょうを人ひと質じちにとれるような、遺い伝でん子し組くみ換かえ植しょく物ぶつを、手てに入いれようとしていた」

　え？

　ええええええっ！

「だいじょうぶなの、それ！」

　といっても、言いっている意い味みが半はん分ぶんぐらいしか、わからないんだけど！

　そういえば、美み華か子こさんもテロを起おこすなんて、タキオンらしくないって言いっていた。

　裏うらに、なにか事じ情じょうがあるのかも、とも。

　それが、このことだったの!?

「無ぶ事じに片かたづいたということは、別べつ働どう隊たいが阻そ止しに成せい功こうした、ということだろう」

　ケイが冷れい静せいに言いう。

　わたしたちが動うごかなくても、ラドロが動うごいたってこと？

　なんのために？

「ラドロの別べつ働どう隊たいではないが、まあ、問もん題だいなくな。今こん後ご、同おなじことが起おきないような対たい策さくまで、ちゃんとしておった。……なかなかに、有ゆう望ぼうな２人ふたり組ぐみだな、あれは」

　ラドロのボスは、最さい後ごにぼそりと言いったけれど、よくききとれなかった。

　ともかく、そっちの食しょく料りょう人ひと質じち作さく戦せんは、阻そ止しされたってことみたい。

　気きにはなるけど、それはケイに、あとできいてみよう。

「さて、紅こう月づき圭けい。こちらは見たいものは見られた。合格だ。あとは、そちらの回答次第だ」

　ラドロのボスはそう言いって、ケイをするどい眼がん光こうで見みる。

「……わかった。考かんがえておく」

　ケイは、その視し線せんを受うけ流ながして、答こたえる。

　また、わからない話はなしをしてる。

　さっきから、この２人ふたりの会かい話わは、ほとんどわからないんだよね。

　──と、ケイがソファから立たちあがる。

「……用ようはすんだ。帰かえろう、アスカ」

　ケイは言いうと、部へ屋やのドアにむかって、歩あるきだす。

「えっ？　ええっ？」

　さっきまで、レッドモードだったケイが、いつもの調ちょう子しにもどってる。

　っていうか、もう帰かえるの!?

　いろいろとききたいことが、あるんですけど！

　しかも、ラドロのボスが今いま、目めの前まえにいるんだし。

　このまま帰かえっちゃっていいの？

「今いまは、これだけだ」

　ケイが、はっきりと言いう。

　そこまでケイが言いいきるなら、これ以い上じょう話はなしをきけたりは、しないってことなのかな。

　心こころのこりはあるけれど、ケイと再さい会かいできたし、よくばらないほうがいっか。

　わたしは、ケイの横よこにならんで、いっしょに部へ屋やを出でる。

　だれも止とめてきたりは、しなかった。

　恭きょう也やと有あり栖すちゃんが、小ちいさく手てをふってくれてたけどね。




　わたしとケイは、いっしょにエレベーターに乗のって、１階かいまでおりる。

　ビルの外そとに出でると、もう日ひが暮くれるところだった。

　すっかり、１日にち、事じ件けんにふりまわされちゃった。

　スマホを見みると、実み咲さきや水み夏なつ、優ゆ月づきからのメッセージや着ちゃく信しんが、山やまのようにきてる。

　やばっ……そういえば、ＵＦパークで別わかれたままだ。あとで連れん絡らくしとかないと。

　わたしとケイは、だまったまま駅えきにむかって歩あるく。

　３分ぷんほど歩あるいたところで、ふとケイが言いった。

「今こん回かいはすまなかった」

　え？　ケイが、あやまった？

　びっくりして、思おもわずケイの顔かおを見みる。

　本ほん気きで言いっているみたい。

　それなら、わたしもちゃんと答こたえなきゃね。

「……いいよ。気きにしてないって言いったら、ウソになるけどね。なにか理り由ゆうがあったんでしょ」

　わたしは、今いまの気き持もちを素す直なおに伝つたえる。

　再さい会かいする前まえまでは、ケイに怒おこる気き持もちもあった。

　だけど、再さい会かいしたらどうでもよくなっちゃったんだよね。

　だって、ケイが自じ分ぶん勝かっ手てな理り由ゆうで、すがたを消けしたとは、とても思おもえなかったから。

「理り由ゆうは、まだ話はなせない」

　ケイが答こたえる。

「だろうと思おもった。なら、待まってる」

　わたしがさっぱりと答こたえると、ケイがびっくりしたような顔かおで、わたしを見みる。

　こんなケイの顔かおを見みられるのは、めずらしい。

「いいのか？　なぐられるぐらいは、覚かく悟ごしていた」

　なぐるって……わたしはそんなことで、暴ぼう力りょくふるったりしないってば。

　わたしの拳こぶしは、悪あく人にん専せん用ようなんだから。それに……。

「『まだ』なんでしょ。いずれ話はなしてくれるなら、いいよ。正しょう直じき、ラドロのこととか、すごく気きにはなってる。ケイがなんでラドロのところに行いったのか、とか。ラドロがどうして、今こん回かいは協きょう力りょく的てきだったのか、とか」

　本ほん当とうに疑ぎ問もんだらけだ。

「でも、それはかんたんに話はなせないだろうな、となんとなく予よ感かんしてた。だから、話はなせるようになってからでいいよ。それで、きいてから、怒おこるかどうか考かんがえる。きかなくちゃ、それもわからないし」

「アスカらしいな」

　ケイが、息いきをつく。

「でも、わたしをふくめて、家か族ぞくに心しん配ぱいかけるのは、なしだからね」

　わたしは、ケイの鼻はな先さきに指ゆびをつきつける。

「……わかった」

　ケイはうなずいたけど、たぶんその必ひつ要ようがあれば、またケイは同おなじようなことをする気きがする。

　でも、それならまたわたしが、ケイのことを探さがしに行いけばいい。

「わたし、今こん回かいのことで思おもったんだ。ケイがいなくても、もっといろいろできるように、ならなくちゃって。前まえに、２人ふたりで１いち人にん前まえの怪かい盗とうレッドだって、お父とうさんに言いわれたでしょ。でも、わたしは、１人ひとりで１いち人にん前まえになりたい。それで、ケイとあわせて、２人にん前まえの怪かい盗とうレッドになりたいと、思おもったっていうか……」

　なんだか、はずかしくなってきて、最さい後ごのほうは言こと葉ばをにごす。

「……２人にん前まえだと、餃ぎょう子ざの注ちゅう文もんみたいだな」

　ケイが、笑わらって言いう。

「ああもう！　そういう意い味みじゃないってば！　せっかく人ひとが真面目まじめに言いったのに！」

　たしかにわたしも言いいながら、それっぽいな、とか餃ぎょう子ざ食たべたいな、とか思おもっちゃったけど！

「とにかく、もっとがんばらなくちゃってこと！」

　わたしは、むりやりに話はなしを終おわらせる。

「……そうだな。本ほん当とうにそう思おもう」

　ケイはうなずくと、自じ分ぶんの手てのひらを見みつめてから、ギュッとにぎりこむ。

　ケイはケイで、思おもうところがあるのかもしれない。

　問もん題だいは山やま積づみだし、わからないこともたくさんある。

　だけど、決きめてることが１つだけあるんだ。

　それは、先さきに進すすむっていうこと。

　あきらめたくなることも、くじけそうになることも、これからもあると思おもうけど、それでも前まえに、先さきに進すすむ。

　それだけは、決きめたんだ。

　だから、わたしは立たち止どまらずに、先さきに進すすむよ。

　わたしは、となりを歩あるくケイを、ちらりと見みる。

　──ケイといっしょに。


──『怪かい盗とうレッド』16巻かんにつづく
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